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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「──矢や野のくんが好きなの！」

　──蜂蜜色に染まりつつある、放課後の部室で。

　春はる珂かのその言葉が、脳内に真っ白なフレアを巻き起こす。

「ずっと前から、わたしは矢や野のくんが好き！　隠してたけど、大好きなの！」

　意識も思考も視界さえも、全てが眩まばゆい純白に塗りつぶされる。

　もう、自分がどこにいるのかもわからなくて──聞こえていたセミの声──鼻につくワックスの匂い──見慣れたはずの部室の景色が、意識の向こうに遠ざかって──、

「──ねえ、好き！　大好き！」

　そんな僕に──春はる珂かは歌うような声で要求する。




「──わたしと付き合って！」




　甘みも苦みもない──ただただ純粋な衝撃。

　脳髄を揺さぶられて、天地の区別さえ失いかける。

　揺らぐ視界の中、風をはらんで笑う春はる珂か。

　スカートが洗いたてのシーツのようにはためき、笑顔が鮮やかに咲き誇る。

　そして、何億光年の暗がりの中に、超新星を宿した輝く瞳──。

　──好き。

　頭の中にもう一度その言葉が反響した。

　それがカンフル剤になって、ようやく頭が再起動する。通信制限のかかった回線の重たさで、自分がおかれている状況がじわじわと見え始める。

　──春はる珂かが、僕のことを好き。

　僕と付き合いたいと思っている──。

　……予想外、では決してなかった。

　いたるところに、ヒントがあったはずのその事実──。

　それでも、口に出して伝えられたその言葉は、僕らを大きく変えてしまう可能性のあるもので。鼓動が急発車するように加速して、全身が小さく震え出して──、

「──ごめん」

　だからこそ、判断に時間はいらなかった。

「春はる珂かとは、付き合えない」

　はっきりと、僕は彼女にそう伝える。

　両足をしっかり地面につけ、大きく深呼吸した。ようやく視界がはっきりする。遠のいていた周囲の音が戻ってきた。

「僕は秋あき玻はが好きなんだ。今でもあの子だけが好きだし、申し訳ないけど他の女の子には、異性としての興味は持てないよ」

　──友人に告白された。

　──しかし、自分には恋人がいる。

　──恋人と友人は、とても仲がいい。

　なら、するべきこと、取るべき態度はわかりきっている──。




　──はっきりと断り、希望一つ残さない。




「気持ちはうれしいよ。春はる珂かにそう言ってもらえるのは、幸せなことだと思う」

　言葉が口からするすると出てきた。表情にだって一ミリの迷いもなかった。

　罪悪感が、ないことはない。

　春はる珂かに残された時間は、もうほとんどないんだろう。ならその間くらいは彼女のそばにいてやるべきなのかもしれない。偽りの彼氏になってやるべきなのかもしれない。

「だけど──」

　僕はもう噓うそをつきたくないのだ。誰に対しても、自分を偽りたくないのだ。

　だから僕はぎゅっと拳を握り──結論を彼女に告げる。

「──ごめんなさい。これからも友達でいてください」

　──かすかに胸をよぎる、苦い後悔。

　けれど──僕は知っている。

　これは、自分に未いまだに染しみついている『噓うそをつきたい欲求』だ。キャラを作りたい、自分を偽りたいという反射的な感情だ。決して『告白を断ったこと』に対する後悔ではないし、それに惑わされたりもしない──。

　感情を嚙かみ殺ころす僕を前に、目を細めている春はる珂か。

　笑っているようにも、泣きそうにも見える複雑な表情。

　暴発寸前の鼓動に耐えながら、強烈な反応がくることを覚悟する。

　泣かれるかもしれない、罵倒されるかもしれない。それくらいのことは僕も当然受け入れるべきだ。

　なのに、

「……あははー」

　彼女は気の抜けた顔になり、にへらと笑った。

「まあそうだよね。矢や野のくんはそう言うよねー。こんないきなり、告白なんてされたって。ごめんね、ほんと突然でー……」

　緊張感のない声に、肩すかしを食らった気分になる。

　……もしかして、冗談だったとか？　告白は春はる珂かなりのおふざけで、別に本気でも何でもなかったとか……？

　けれど、

「でも……わたしあきらめないから」

　勇敢な笑みを浮かべ、春はる珂かは僕のずるい期待をぶった切る。

「きっと、ここからだから。わたしの恋は始まったばかりだから……覚悟しててね」

　迷いの消えた、春はる珂かの表情。ただ希望を全身で感じながら、僕に対たい峙じする彼女。

　どこか『物語』の主人公のようなそのたたずまい──。

　そして、うまくに相手役になれない僕は──どう返せばいいのかわからない。

　蒸し暑い部室の空気に、一筋の汗が背中を流れていく。

　春はる珂かは、軽やかなステップで振り返ると、開け放たれた窓へ向かう。

「……あー。楽しみだなあ」

　棧さんに手をかけ、誰にともなく春はる珂かはこぼした。

「夏休みが明けるのが、今から楽しみだよー。二学期のわたしたちには、どんな毎日が待ってるんだろう……」

　そして──彼女は振り返り、子供みたいな笑みを浮かべて、首をかしげてみせた。

「……ね、矢や野のくん？」
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　──９月３日、月曜日。

　朝の日差しは、真夏と変わらない熱量で地面を焦がしている。

　揺れる陽炎かげろうと、湿度を帯びた空気の匂いと、遠くを走っていくバスのエンジン音。

　照り返しの乱反射で空間全部が白く滲にじむ中──僕は久しぶりに通学路を歩いていた。

　──あの告白から、今日まで。

　夏休みを挟んだ四十日と少しの日々は──まるで永遠のように感じられた。

　皆で勉強したり、プールに行ったり。スマホを手に悶もん々もんとした夜を過ごしたり、コンビニに一人安いアイスを買いに行ったり。

　そんなほんの少し前の出来事たちが、今となっては何十年も昔のことに思える。

　いつの間にか──僕は感じてしまっていたのかもしれない。

　このうだるような暑さは、耳を突き抜けて脳に響くセミの鳴き声は、身体からだにまとわりつく汗の気持ち悪さは──いつまでも終わることはないのだと。秋が来ることはなく、二学期も始まらず、この毎日は永遠に繰り返されるのだと。

　だから、

「……おはよう、矢や野のくん」

　到着した、水みな瀬せ家の前。

　そこに立っている彼女の姿を目にした僕は──ほっと息をついていた。

　涼やかな声のトーンと、凜りんとしてどこか寂しげなたたずまい。

　濡ぬれた水晶玉のような目はじっとこちらを向き、口元には薄く笑みが浮かんでいる。

　両手で鞄かばんを持ちこちらにほほえみかける、彼女。

　儚はかなげで、どこか凜りんとした、僕の──恋人。

「うん、おはよう、秋あき玻は……」

　洗いたての夏服の白さと滑らかな肌に目を眇すがめながら──この時間に出ているのが、秋あき玻はでよかったと思う。もしも再会するのが春はる珂かとだったら、僕はどんな顔をすればいいのかさえわからなかっただろう。

　久しぶりのうれしさと、ほんの少しの緊張と、わけのわからない照れくささに黙り込んでいると、

「……会いたかった」

　秋あき玻はは一歩こちらに近づき──僕の肩に頭をもたせかけた。

「矢や野のくん……会いたかったよう……」

「え、ちょ……！」

　予想外の大胆な行動に、心臓が一拍飛び跳ねた。

　ど、どうしたんだよ秋あき玻は……!?　こんな、人通りのあるところでくっついてくるなんて。だ、誰か知り合いに見られたらどうしよう。家の前だし、秋あき玻はの家族に見つかりでもしたら……！

　けれど──ぎゅっと身体からだに力を込め、僕に重みをあずけている彼女。

　ただじっと無言でそうしている秋あき玻はに──僕はようやく気づかされる。

　寂しかったのは僕だけじゃないのだと。きっとこの子も、同じような気持ちで四十日間を過ごしてくれていたのだと──。

　──夏休みの間。秋あき玻はと春はる珂かは検査のため、地元北ほつ海かい道どうの病院に入院していた。

　彼女たちが味気ない日々を過ごしているのは、時折やりとりしていたラインで聞かされている。

　病室と院内各所を往復するだけの毎日。

　たまの外出の日も、ちょっとおいしい店にご飯を食べに行くくらい。

　好きな本を読んだり、お気に入りのジャズの名曲を聴いたりすることは許されていたらしいけれど、貴重な十七歳の夏休みをそれだけで終えるのは、きっと残念だっただろう。

　──ぼんやりと、僕は想像する。

　真っ白で四角い無機質な部屋で、窓の外の夏をぼんやり眺める秋あき玻はと春はる珂か──。

　ガラス一枚隔てられただけで、彼女たちの周りには眩まばゆい光線も、まとわりつく熱量も、潮の香りも街の喧けん騒そうも届かない──。

　彼女たちが過ごした、そんな四十日の永遠──。

「……僕も会いたかったよ」

　小さく勇気を振り絞って、僕も彼女の背中に手を回す。

「本当に……長い夏休みだった。ずっと秋あき玻はのこと考えてた……」

　制服越しの彼女の体温が、酷ひどく熱い。

　秋あき玻ははゆっくりと顔を上げると、涙ぐんだ顔で僕にもう一度ほほえんだ。

「ほんとに？　だったら、すごくうれしい……」

「噓うそなわけないだろ。……ほら、そろそろ行こう。遅刻するぞ」

「うん、そうだね……」

　うなずき合うと、僕らは四十日ぶりに学校への道を並んで歩き出す。

　目の前を、二、三人の小学生が歓声を上げながら駆け抜けていった。







「──四十五分、か」

「うん、だいたいそれくらい……」

　うなずいて、秋あき玻はは傍かたわらを流れている川に目をやる。

　水面では鴨かもの親子が並んで泳ぎ、その上を名前のわからない鳥が空へ飛び去っていく。

　二十三区内にあるこの街だけど、ところどころに自然が残されているおかげか、この川には他ではあまり見かけない種類の鳥が集まるようだった。

「つまりもう、授業をまるまる受けることもできないんだな……」

「そう、ね……。一時間の海外ドラマも、お昼休みも、途中で入れ替わるようになっちゃった……」

　そう言って、困ったように笑う秋あき玻は。

　そんな彼女の身体からだの中には──二人の女の子がいる。

　生真面目で、冷静で、脆もろいところもある『秋あき玻は』と──。

　抜けていて、ぼんやりしていて、芯の強いところのある『春はる珂か』──。

　二重人格である彼女たちは、一定の時間で表に出る人格が入れ替わる。

　出会った頃は、百三十一分。夏休み前で、九十分ほど。そして、二学期が始まった今──二人は四十五分ほどで入れ替わるらしい。

　こうやって徐々に時間が短くなって、それがゼロになったときに──副人格である春はる珂かは、消えてなくなってしまうと言われていた。

　──ほんの少し前まで、春はる珂かはその事実をひた隠していた。

　メインの人格である秋あき玻はの邪魔にならないようにと、自分の存在さえ押し込めて。誰にも気づかれないまま消えてしまおうとしていたのだ。

　説得の結果、彼女は自分の存在を周囲に明かした。

　二重人格はクラスの皆にも受け入れられ、学校でも少し話題になり、今では何人かの友人もできたようだった。

　ただ──彼女がいつか消えるという結末は、変わらない。

　春はる珂かに残された時間は、ほんのわずかしかない。

　だからこそ、僕は彼女に日々幸せに過ごしてもらいたいと思っている……のだけれど、

「……大丈夫？　矢や野のくん」

　秋あき玻はが気遣わしげにこちらを覗のぞき込こむ。

　その背後で、何羽わかの鳥が川から飛び去った。

「しばらくしたら、あの子が出てくるんだけど……きっと、あの子は矢や野のくんのそばにいようとすると思う。それでも、大丈夫……？」

「ああ、大丈夫だよ」

　彼女をまっすぐ見返しながら、僕は深くうなずいてみせた。

「別にこれまでどおりだよ。なにも変わらないって」

「そう……」

　不安げなままでうなずくと、視線を前に戻す秋あき玻は。

　一学期の終わりに春はる珂かに告白されたことは、もちろんこの子にも伝えてある。

「なら、いいんだけど……」

　遠い目をする秋あき玻はの隣で、僕は──春はる珂かに告白されたあの日。告白の直後。

　蜂蜜色に染まりきった部室で、秋あき玻はに全てを報告したときのことを思い出す。





＊






「──そう、伝えたのね……」

　部室の椅子に腰掛け、ほとんどひとりごとのような声色で秋あき玻ははそう言った。

「あの子、告白したのね……」

　その顔が、差し込む夕日に物もの憂うげに照らされている。

　鏡面のような瞳に、窓の外の橙だいだい色いろが映り込んでいる。

　開け放ったままの窓から緩く風が吹き込むけれど、汗で頰に張り付いた秋あき玻はの髪は、ぴくりと揺れることもない。

「あ、あの……もちろんちゃんと断ったからな！」

　その顔に不安が見え隠れしている気がして、まず僕ははっきりとそう伝える。

「僕が好きなのは秋あき玻はで、春はる珂かとは付き合えないって。他の女子を異性として見るなんて今はできないし、これからも友達でいてほしいって。だから、心配はしないでほしい！」

「……ありがとう」

　ようやくわずかに表情を崩すと、秋あき玻はは小さく噴き出した。

「うん、なんとなくそうしてくれたかな、とは思ってたよ。矢や野のくんならきっとそう言ってくれるだろうなって」

「……本当に？」

「本当だよ。これだけ一緒にいるんだもん。さすがに、それくらいは想像がつくよ」

　……じゃあ、と思う。

　じゃあ、今秋あき玻はが不安そうなのは。どこか憂鬱そうなのは──あの子のためなんだろう。

　僕に告白して、あっさりと振られた春はる珂かのことを、秋あき玻はは思っている。

　視線をじっと目の前の机に落としている彼女。物思いにふけるその表情は、それでもやっぱりとてもきれいで。こんな状況にもかかわらず、僕はしばらくその光景に見とれてしまう。

　と、彼女は決心したように椅子から腰を上げる。

　そして、少し離れた席に座っていた僕の目の前に立ち、

「ど、どうしたんだよ……？」

　尋ねる僕に、彼女は両手を伸ばした。

「……ごめんなさい」

　抱えるようにして、僕の頭をぎゅっと抱きしめた秋あき玻は。

　──押しつけられる、胸元の感触。

　目眩めまいのする柔らかさと、頭を包む彼女の体温。鼻をくすぐるかすかに甘い匂いに、気が遠くなりかけた。どうしようもなくこみ上げる欲求に、鼓動がめちゃくちゃに暴れ始める。

[image: ]

　けれど、

「……ごめんなさい、やっぱり好き」

　その言葉に、少しだけ頭が落ち着きを取り戻す。

　抱きしめられた姿勢のまま、できるだけ平静を取り繕って僕は尋ねた。

「……なんでごめんなんだよ。誰かに謝らなきゃいけないことなんて、どこにもないだろ」

「……あのね」

　秋あき玻はの腕に、一層力がこもる。

「わたしはどうしても、春はる珂かに幸せになってほしいの。わたしの中に生まれたあの子が、生きていてよかったって、短い時間でもみんなといられてよかったって思ってほしいの」

　校庭から、運動部員のまばらなかけ声が聞こえてくる。

　この気温と日差しだ、活動している部はずいぶんと少ないらしい。

「だからね、本当は譲るべきかもしれないと思う。残された時間だけでも、春はる珂かと矢や野のくんの仲を応援するべきなのかもって……。わたしには、そのあとあの子よりもずっとずっと長い時間が残されているんだから……」

　……やっぱり、と思う。

　この子も、そんなことを考えていたんだ。

　春はる珂かのために、残り時間が短い彼女のために、自分の気持ちを押し殺す。

　彼女の気持ちを最優先にして、どうすればあの子が幸福になれるのかを考える。

　──けれど。

「でも……どうしてもダメみたい」

　ようやく腕の力を抜くと、僕の頰に両手を当てたまま彼女は一歩後ろに下がる。

「わたし、矢や野のくんが好きで……その気持ちは、絶対にごまかせそうにないの」

　至近距離で、その目が僕を見ている。

　苦しそうに、それでもどこか幸せそうに細められた彼女の瞳。

「だから、ごめんなさい。このまま彼女でいさせてください……」

「……それでいいと、僕は思うよ」

　そんな彼女に、僕はうなずいてみせる。

「僕だって、無理に春はる珂かの彼氏になることなんてできないよ」

「ありがとう……」

　手近な椅子に腰掛け、秋あき玻はは深く息を吐いた。

「ちょっと、ほっとした……」

　その顔には、間違いなく笑みが浮かんでいる。安心の色が見て取れる。

　けれど──どうしても僕はその隙間に、消しきれない罪悪感の色を見つけてしまう。

　そして……思い出した。

　好きな人が、別人格に取られる。

　その不安は、ほんの少し前に秋あき玻はが経験した気持ちそのものであることに。

　だからこそ、秋あき玻はは春はる珂かの気持ちが理解できて。彼女の苦しみを想像できてしまって──どうしたって罪の意識を捨てきれないのかもしれない。

「……わたし、あの子にどんな顔して接すればいいのかしらね」

　ぽつりとそう言ってから、秋あき玻ははふと気づいたように笑った。

「まあ、どうやったってあの子には、顔なんて見せることできないんだけどね……」





＊






　──ぼんやりと、小説を読んでいた。

　二学期の始業式が終わり、最初のＨＲが始まる前の教室で。

　辺りは生徒たちの声で騒がしくて、決して読書向きの環境とは言えなかった。

　けれど、その小説の流れるような文体が、僕の目を次の行へ次の行へと運んでいく。このドライブ感は作者の最強の武器だ、と言われているらしい。けれど、個人的にはちょっと意見が違う。

　この人の本当の武器は、そんなドライブ感の中に時折放り込まれる、ハッとさせられる一文だ。




『アイコ、好きじゃない人の人肌は寂しさ深くするだけなのよ。偽にせ物ものの暖かさなんてアイコをさらに冷たく冷やすだけなんだし、偽にせ物ものの交わりなんてアイコと世界の距離をさらに広く広げるだけなのよ。

　うん、なんだか今私、世界から遠い。』




　共感しながら読んでいた僕は、その文に差し掛かって思わず息を止めた。

　偽にせ物ものの暖かさは冷たく冷やすだけ。それはそうだろう。けれど──偽にせ物ものの交わりは、自分と世界の距離をさらに広く広げるだけ──。その言葉が、なぜか妙に頭に張り付いた。




『アイコ、でも世界からの距離感なんてこと、あんまり考えない方がいいわよ。「道のり」はわりとはっきりしているものだけど、「距離」なんて、不確かで曖昧で、儚はかないものなんだから。』




　──世界からの距離感。

　以前に比べれば、ずいぶんとそれは縮まったように思う。

　高校に入ってから、ずっと世界と遠ざかり続けていた僕。それが噓うそをつくのをやめた今、これまでとは比べものにならないほど近づいた。

　──けれど、なぜだろう。

　消えない迷いが、自分の中に確実にある。そしてそれが、須す藤どうの影響であることも、僕はきちんと自覚をしていた。

『──みんなが見るわたしも、本当のわたしだもん』

　須す藤どうのその言葉が、小説の中のワンフレーズのように頭に残り続けていた。

　だから、僕も「道のり」をたどっていくしかないのだと思う。距離をうまく摑つかむことはできないけれど、そこに至る道のりは確かに今僕の足下にある。

　なら、僕はそこを歩いていくしかない。

「──何読んでるのー？」

　どこか抜けた声で、物語世界から引き戻された。

　顔を上げるとそこには春はる珂かの笑顔が──夏休み明け、初めて見る明るい表情があった。

　ついさっき、秋あき玻はと手を振り合ってお互いの席に向かったばかりだったけれど、すぐに入れ替わりが発生してさっそく僕のところへやってきたらしい。

「……『阿あ修しゆ羅らガール』だよ、舞城王太郎の」

　どんなテンションで答えればいいのかわからなくて、かすれた声でそう答えた。

　けれど、春はる珂かはそんなことまるで気にしていない風で、

「へえ、知らない作家さんだなあ……面白い？」

「うん、独特で、すごく面白いよ」

「ふうん、わたしも読んでみようかなあ……」

　かがみ込み、手元の文庫本の表紙を確認する春はる珂か。

　なんとなく、僕は不安を覚えてしまって、

「……いや、でもちょっと、春はる珂かが読むには刺激が強いかも」

「えっ、それは怖いシーンとか、痛そうなシーンがあったりとか？」

「……うん。かなり」

　結構性的なシーンもあるし、とは口に出さないでおく。

「そっかー……。でも、チャレンジしてみようかな。矢や野のくんが好きな小説だし」

　言って、彼女は背筋を伸ばし、まっすぐ僕を見ると、

「……久しぶり、矢や野のくん。一学期以来だね」

　これまでどおりに朗らかな、曇りのない表情を浮かべてみせた。

　そんな彼女に、僕はようやく以前の感覚を取り戻して、

「……うん、久しぶり」

　自然な声色でそう言うことができた。

「なんかちょっと、日焼けした？　しばらく見ない間に、肌黒くなったように見えるかも……」

「ああ、そうかもしれない。ちょこちょこ修しゆう司じとか細ほそ野のとも、出かけてたから」

「ふーん。いいなー。わたしと秋あき玻は、病院からあんまり出られなくてほんとにつまんなかったよー……」

　肩を落としてみせる春はる珂か。そんな彼女に、思わず笑い出してしまうと、

「あ、そうだ」

　春はる珂かはふと気づいたような顔をする。

「あのさ、一応、忘れられないように、言っておきたいんだけど──」

　そして、彼女はこちらの耳に口を近づけ──ごく小さな声で、こう囁ささやいた。




「──好きだよ、矢や野のくん」




　その一撃で──僕は息もできなくなる。

　改めて突きつけられる、その事実。反応のしようがない春はる珂かの気持ち。

　彼女は聞き取れるギリギリの声で言葉を続け、

「もちろん、あきらめるつもりもうやむやにするつもりもないから……そのことは、忘れないでね──」

「──おーい、矢や野のー！　秋あき玻はー！」

　──そんなタイミングで。聞こえたその声に窮地を救われた。

「おやおや、休み明け早々から密談ですか～？　相変わらずお熱いですなあ……」

　ニヤニヤしながら寄ってくるのは、ツインテールをぴょこぴょこと揺らす小柄な同級生。

　須す藤どう伊い津つ佳かだった。

　須す藤どうはいつもどおりの脳天気風な表情で僕らの前に立ち、

「やあやあ、久しぶりー」

　なんて小さく手を振っているけれど……一つ、重大な勘違いをしている。

「伊い津つ佳かちゃーん」

　春はる珂かがそう言って、不満そうに唇をとがらせた。

「わたし秋あき玻はじゃなくて春はる珂かだよー」

「あ、マジで!?　ごめん、なんかくっついてたから秋あき玻はかと思って！」

　重すぎない適度な軽さで、そう謝る須す藤どう。

　こいつのこういうさっぱりしたところは、状況が状況なだけにありがたい。

　けれど、須す藤どうはそのままにんまりと笑みを浮かべ、

「……ていうか、春はる珂かに対してその距離感って、まさか浮うわ気き……？」

　声をひそめ、そんなことを言い出した。

「矢や野のも罪な男だねえ……秋あき玻はというかわいい彼女がいながら……」

「いやいやいや、そんなわけが──」

　慌てて否定しようとするけれど、

「──えへへえ、実はねえ……」

　春はる珂かまでもが、ニヤニヤ笑いながらそれに乗っかった。

「二人だけの、内緒の話をしてました……」

「えーなになに!?　内緒の話って!?」

「それを教えちゃったら内緒じゃなくなるよー」

「おいおい、とんだスキャンダル発生じゃないか……！」

「だから二人とも、適当なこと言うなって」

　冷や汗が身体からだ中に滲にじむのを感じながら、平静を装よそおってもう一度ツッコミを入れた。

「スキャンダルもなにもないよ。ただ僕たちは、ほら……二学期どうなるかねーとか、そういう話をしてただけで……」

「……ああ、そういうことー」

　ようやく納得がいった様子で、須す藤どうは表情をくるりと入れ替えた。

「長いもんなー二学期。来月の文化祭の準備が始まれば、忙しくなるだろうしねー」

　こくこくとうなずきながら、そんなことを言う須す藤どう。

　そして僕も『文化祭』という言葉にあっさり意識を持って行かれて、

「……そっか、もうそんな時期なのか」

　思わず、こぼすようにそうつぶやいた。

「そうだよな、もう九月だもんな……」

　──毎年十月に行われる、宮みや前まえ高校の文化祭。

　この規模の公立高校としてはかなり盛り上がる、一年に一度の大イベントだ。

　一日のみの日程にもかかわらず、近所にある公立御ご殿てん山やま高校と共同開催され、合同展示やステージやら企画も目白押し。近所の人やお互いの学校の生徒で大混雑となる。

　ちなみに、宮みや前まえ、御ご殿てん山やまの協力関係の歴史は古く、発端は五十年ほど前。文化祭に関して経験豊富な宮みや前まえ高校に、後発の御ご殿てん山やま高校がアドバイスを求めたのがきっかけらしい。

　以来、生徒たちのそこにかけるモチベーションはかなりのものだし、去年も須す藤どうはずいぶんと気合いを入れてクラスの出し物「ガチオバケ屋や敷しき」に取り組んでいた。今年も今から楽しみにしているんだろう。

　かく言う僕も……須す藤どうほどではないものの、その日が来るのをぼんやり楽しみにしていた。

「へえ……文化祭か」

　僕たちのやりとりを見ていた春はる珂かも、感慨深げにそう言う。

「わたし、ちゃんとそういうのに参加するの、初めてかも……」

　その言葉に──そうか。と、僕は今さら理解する。

　自分の存在を隠していたこの子にとって、この文化祭は『生まれて初めて』なんだ。

『水みな瀬せ秋あき玻は』ではなく『水みな瀬せ春はる珂か』として参加する、最初の文化祭になるんだ──。

　と、教室前方のドアが開き、聴き慣れた声が教室に響く。

「──はーい、みんな席について」

　言いながら教壇へ向かうのは、クラスの担任。小柄ながらもミステリアスな雰囲気の千ち代よ田だ百もも瀬せ先生だ。

　雑談に勤いそしんでいた生徒たちが、名残惜しそうにそれぞれに席に戻っていく。

　千ち代よ田だ先生は壇上で一呼吸置き、着席した生徒たちに満足げな笑みを浮かべる。

　そして、宣言するような声でこう言った。

「さて──二学期を始めましょうか」





＊






　──その日から、春はる珂かのアピールは予想以上に明け透けだった。




　例えば、調理実習の最中。

「──あ、矢や野のくん結構包丁使うのうまいんだねー！　きれいなみじん切り！」

「ああ、まあ、家で時々やるからな……ていうか、距離が近すぎるって！　変に思われるからもうちょい離れろよ……！」

「えーなんでー、ちょっとくらいいいじゃない」

「いや、クラスのやつに怪しまれたくないんだって……。それに、なんか……そういうのはよくないんだよほんとに……！」

「……あー矢や野のくん、もしかしてやらしいこと考えてるんでしょー。うふふー今思いっきり胸当たってるもんねー……」

「だ、だから、そういうのはやめろって……！」




　例えば、二人きりの昼休み。

「──矢や野のくーん見て、この画像」

「あ、ああ……なんだこれ、ファッションサイト？」

「うん、この中の服だったら、どれが好き？　どれをわたしが着てたら、好きかも！　ってなりそう？」

「……そんな、服装だけで好きになったりとかはないよ」

「えー……。じゃあ、単純にどれが似合いそうだと思う？」

「んん……じゃあ、これとか……」

「おっけー！　これね！　よし、よし……うん、もう注文しました！」




　例えば、ある日の帰り道。

「──ねえねえ、矢や野のくん。秋あき玻はのどういうところが好きなの？」

「え、ええ……そりゃ、色々あるけど……」

「特にここ！　とか、一番はここ！　みたいなところはない？」

「じゃあ……繊細で、まじめで、一生懸命なところかな……」

「ふむふむ……なら、わたしもこれからそういう人を目指そう！　そしたらきっと、ちょっとはわたしのこと好きになってくれるでしょう？」




　そんな出来事がある度に、僕の中で警戒心は強くなっていく。彼女に対して、どんな態度を取ればいいのかわからなくなっていく。

　そして、我慢の限界を迎えたのは、ある日の放課後のことだった──。





＊






「──最近、春はる珂かとはどう？」

　本から目を離さないまま秋あき玻はがこぼした質問に、僕は小さくぎくりとしてしまう。

「あれからあまり話は聞かないけれど……進展はあった？」

　今日も僕らがいる部室には、蒸し暑くて埃ほこりっぽい空気が澱よどんでいた。一応扇風機は回っているものの、緩い風は暑さを助長しているようで、ハウスダストまで攪かく拌はんしている気もして、そろそろ止めるべきかと悩んでしまう。

　本棚には今にも崩れそうなハードカバーが並び、戸棚にはまだソ連がある地球儀が鎮座し、グレイタイプのエイリアンのステッカーが貼られたラジカセが片隅に放置されたこの部屋。

　その一角で、秋あき玻はは西洋画みたいなしゃんとした姿勢で、絲いと山やま秋あき子こを読んでいる。

　そして僕は、秋あき玻はの問いに、

「……いや、もう、本当に疲れたよ」

　反射的に、うんざりしたような言い方をしてしまった。

　慌ててもう一度口を開き、

「……あ、ま、まあ、別に特段何かあったわけでもないし……うん。そんなに、問題はないと思うよ」

　なんて繕うけれど……言いながら、自分の声の空々しさに嫌けん悪お感を覚える。

　目の前にいる秋あき玻はの凜りんとした居住まいと、僕のみっともない取り繕い。その落差が、我ながらどうにも情けない。

「……本当に？」

　秋あき玻はがページから顔を上げた。

「あの子、結構強引なところもあるから……無茶してるんじゃないかって、思ったんだけど」

　まあそりゃ、あんなにあからさまに慌てられれば疑問にも思うだろう。

　僕ははあぁぁぁ、と深く息を吐き出すと、

「……まあ、ちょっと困ってるけどな」

　相変わらず具体的なところを全部曖昧にして、そんな風に答える。秋あき玻はに心配はかけたくないし、やっぱりどうしても言いづらい。

「結構その、頻繁に声とかかけられるし。でも、ちゃんとこう……拒否はできてると思う」

「そう、やっぱりそうなのね」

　そう言って目を細める秋あき玻はは、困っているようにも、呆あきれているようにも──ほんの少しだけ、よろこんでいるようにも見える。

　彼女は短い間口をつぐんでから、

「……わたしが、こんなこと言うのもおかしいのかもしれないけれど」

　そう前置きして、今度ははっきりとわかる笑みを浮かべた。

「あんまりあの子を……邪険にしないであげてね」

　そう口にするのは、どれだけ複雑な気分なんだろうと思う。

　うぬぼれるようだけど、きっと秋あき玻はは本気で僕を好いてくれている。けれど、彼女にとっては春はる珂かだって僕と同じくらい、あるいはそれ以上に大切な存在で。その狭はざ間まで彼女は、春はる珂かの気持ちをどうしても汲くもうとしてしまう。

「……ごめんな、気を遣わせて。本当はそんな風に……秋あき玻はを悩ませたくはないんだけど」

「ううん、大丈夫」

　秋あき玻はは、けれどそう言って、存外朗らかな表情で首を振った。

「だって、わたしは──矢や野のくんに好きって言ってもらえるんだもの」

　その表情は、どこか懐なつかしい色合いを帯びていて。

　出会った頃僕によく見せてくれた、妹を思う姉のような表情で──。

　だからこんな風になった今も、秋あき玻はが春はる珂かをどれだけ大切に思っているかをはっきりと思い知る。

「それだけで、わたしは十分以上に幸せだよ……」

　と、彼女はそこで気づいたような顔になり、

「ああ、話をすれば……そろそろ入れ替わるみたい」

「……もう、そんな時間か」

　腕時計を見ながら、思わずそんな声を上げてしまう。

　なんとなく、入れ替わりのタイミングが感覚的にわかる秋あき玻はたちに対して、僕は時間を計ってそのタイミングを知るしかない。そして確かに、現在時刻は前回春はる珂かから秋あき玻はに入れ替わったタイミングから、四十五分が過ぎた頃だった。

　夏休みが終わってしばらく経たったけれど、未いまだにこのペースの入れ替わりには感覚的についていけなくて。なんとなく、僕は一人寂しい気分になってしまう。

「うん、じゃああの子によろしくね……」

　そして、秋あき玻はは小さくうつむき、いつものように間を置いてから春はる珂かに入れ替わる。

「……あ、矢や野のくんだー」

　向かいに僕がいるのに気づくと、彼女はそう言ってにへらと笑った。

「今日も、二人っきりの放課後が始まったんだねー」

「そういう言い方やめろって……」

「だって、本当にそうなんだもん。……あー、喉渇いた、ちょっとわたしジュース買ってくるね」

　椅子を立ち、部室の出口へ向かう彼女。

　けれど、次の瞬間──、

「──うわっ！」

　椅子にでも足を引っかけたのか──春はる珂かの身体からだが大きく傾かしぐ。

　そして、彼女はそのままバランスを崩し、

「──いたーい！」

　固い床板の上に盛大にすっころんだ。

「だ、大丈夫かよ!?」

　慌てて彼女のところに駆け寄った。

　一瞬、わざとかもなんて疑うけれど……多分そうじゃない。

　この子はもともと抜けたところがあったし、この光景にも既視感がある。

　初めて春はる珂かの存在に気づいたのも──こうして彼女が転んだときだったのだ。

　だからきっと今回も、ただ普通に躓つまずいて転んだだけで……その証拠に、倒れ込んだ春はる珂かはずいぶんと痛そうな顔をしている。

「うう、膝ケガしたかも……」

　扱いに困ることの多い春はる珂かだけど、これはさすがにかわいそうだ。

「……なんか、消毒とかもらってくるか？　まだ、保健室開いてるだろうし……」

　なんて尋ねながら身を乗り出した僕は──ふいに、気づいてしまう。

　慌てて春はる珂かから視線をそらしたけれど、

「……ん？」

　彼女も、僕の動きの不自然さに気づいたらしい。

　自分の身体からだを見下ろして、

「……あ～……」

　なんだか妙にうれしそうな声を上げた。

「矢や野のくん……パンツ見たでしょー？」

　ニヤニヤ笑みを浮かべながら、春はる珂かはこちらを覗のぞき込こむ。

　彼女の言うとおり──今彼女は、転んだ拍子にスカートがめくれ上がり、水色の下着がわずかに顔を覗のぞかせてしまっていた。

「やらしー。転んだのを口実にして、パンツ見ようとするなんて……」

「い、いや、わざとなわけないだろ！　ていうか早くしまえよそれ！」

「んー、でも矢や野のくんになら見られてもいいしなー」

　春はる珂かはそう言い、誘うようにこちらを覗のぞき込こむと、

「……ちなみにこのパンツ、買ったばっかりだしブラもおそろいなの。……そっちも、見たくない？」

　──その言葉に、気持ちがぶれるのを感じた。
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　一瞬こみ上げる、あられもない欲求。

　でも──と、僕は思う。でもそれは決して、春はる珂かに対する感情じゃないんだ。この子は秋あき玻はと身体からだを共有していて、その身体からだは秋あき玻はの身体からだでもある。だからこそ、僕はこんなに動揺して、余計な想像をしてしまいそうになるだけで、だからこれは秋あき玻はに対する裏切りでも不誠実さでも何でもなくて──、

「……あはは、矢や野のくん……」

　春はる珂かが、妙に熱っぽい声でそう言う。

　見れば、彼女は目を潤ませ、頰を桃色に染めこちらを見ていて、

「顔、真っ赤になってるよー……」

　──罪悪感が、限界値を超えた。

　もうこれ以上、我慢はできない──。

　その場に立ち上がり、机の上に載っていた鞄かばんを引ひっ摑つかむ。

「え、や、矢や野のくん……どこ行くの!?」

「帰る」

「え、えええ！　まだそんなに遅い時間じゃないよ。もうちょっといいじゃない……」

「……そういうことするんなら、もう春はる珂かとは一緒にいられないよ」

「ちょ、ちょっと待ってって矢や野のくん！」

　春はる珂かが慌てて起き上がり鞄かばんを摑つかみ、部室を出る僕に追いすがってくる。

　──邪険にしないであげてね、とは言われていた。

　僕だって、距離を取ったり避けたりするようなことはしたくなかった。

　それでも、こんなことをされてしまえば、もうこれまでどおりでなんていられない。

　普通のアピールを越えてそんな風に身体からだを使って迫るなら、一線を引くため、けじめをつけるため、春はる珂かとの付き合い方を考えなくちゃいけない。

「ねえねえ、矢や野のくん！」

　足早に歩く僕の顔を、春はる珂かが覗のぞき込こんでくる。

「そ、そんなに怒らないでよ……ただわたしは、ちょっとでも振り向いてほしくて……」

「……でも、あんなことされたらこっちも考えなきゃいけない」

「だって、そうでもしないと矢や野のくん、わたしの方向いてくれないじゃない……」

「あんなことしたって春はる珂かの方向かないよ」

「……噓うそだ」

　はっきりと──そう言ってのけた春はる珂かの言葉にドキリとする。

「矢や野のくん──絶対ドキッとしてたもん」

　──違うんだ。

　誰に対してかわからないけれど、言い訳をしたくなる。

　あれは決して春はる珂かにドキッとしたわけではなく、秋あき玻はに対してなんだ。

　当たり前だろう。秋あき玻はとは恋人同士で、ホテルにまで行ったことがあって、向こうにも『そういう欲求がある』とはっきり告げられている。その身体からだに触れたこともある。

　そんな彼女と身体からだを共有している春はる珂かに、動揺しないという方が不自然な話で──。

　だから──今変に鼓動が高鳴っているのも。

　傷ついて、焦あせった様子の春はる珂かを前にして胸が痛んでいるのも、きっと全てが秋あき玻はに向けた感情なんだ……。

　足早に歩くうちに、昇降口に到着した。

「……ともかく」

　スリッパを脱ぎ、ローファーにはきかえながら無理矢理話を仕切り直す。

「ちょっと、今後春はる珂かとの接し方は考え直させてもらうから……放課後とか、休み時間とか、そういうときの接し方を」

「……むー！」

　拳をぎゅっと握り、春はる珂かはじっとこちらをにらんでいた。

「意地悪！　チャンスもくれないなんて！」

　あくまで軽い口調の春はる珂かだけれど、それでも僕は胸の痛みを覚える。

　本当は、僕だってそんなことしたくはなかったんだ。

「でもいいもん！」

　と、彼女はふん！　と息を吐き出すと、のしのしと靴をはきかえ始める。

　そして、強い決心を固めた表情で、宣言するようにこう言った。

「だったら──自分でチャンスを作るもん！」
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　結局、二人で並んで歩いている帰り道で。

　無言のまま校舎を出て駅を抜け善ぜん福ぷく寺じ川に差し掛かった辺りで、いい加減沈黙が気まずくなってきた僕はふと切り出す。

「……そう言えば、最近日記はどうなってるんだ？　なんか、見かけないけど」

　以前、僕と秋あき玻は、春はる珂かは三人で交換日記をしていた。

　春はる珂かの提案で始まった、その日起きた出来事や思ったことを綴つづるだけのごく普通の交換日記。

　最初はめんどくさいなと思っていたけれど、いつの間にかそれは日課として根付いていて。だから、ここしばらく見かけなくなったあのノートがどこに行ってしまったのか、気にかかっていた。

「……あー、あれねー……」

　個人商店の並ぶ通りを歩きながら、春はる珂かは苦笑する。

　この時間、まだ日は高いところにあって、むしむしとした空気に夏が終わっていないことを実感させられる。

　熱帯みたいなその湿度の中で、春はる珂かは言いにくそうに口ごもり、

「……実はちょっと、やりとり止まっちゃってて」

「……え、と、止まってる？」

　予想外の言葉に、素っ頓狂な声が出た。

「どうしてだよ……？　もしかして、なくしたとか……？」

「ううん……手元には、あるんだけど……」

　首を横に振ると、春はる珂かは小さくうつむいて、

「あの日から……なんだか、どっちも書き込まなくなっちゃって……」

「……マジ、か」

　──どちらも、書き込まなくなった。

　その事実が明白に示している──彼女たちの関係の変化。

　──出会った頃から、秋あき玻はと春はる珂かは二人で一つだった。

　お互いを大切に思い合い、二人きりで生きてきた。

　なのに──その仲に、小さな隙間ができた。

「僕のいない間に……夏休みの間に、そんなことになってたのかよ……」

「……まあでも、当然かなって思うよ」

　それでも、春はる珂かはそう言ってかすかに笑った。

「秋あき玻はからしてみたら、いきなり自分の彼氏への告白が、交換日記に書いてあるんだもんねえ──」




『──すき』




　あの日、春はる珂かが交換日記に書いた言葉。それは確かに、秋あき玻はにとっては心穏やかでいられない文章なのかもしれない。そこからまた日記を始めるのには、抵抗があるのかもしれない。

「……日記だけじゃなくてさ」

　堰せきを切ったように、春はる珂かは話し始める。

「色々、やりとりが完全に止まっちゃってるんだあ……。スマホでの情報共有も、メモのやりとりも全部……」

「……そっか」

　続くショックに、僕は一人唇を嚙かみしめる。

　確かに、言われてみれば二人は前ほどスマホをいじらなくなったような気がする。

　そして、お互い自分の出ていないときに起きた出来事を、把握していない場面も増えていたかもしれない。

　……そうか。やりとりがなくなるということは、記憶が共有されないということは、この二人にとってはそういうことなんだ。

「まあ、それですごく困るってことも、ないと言えばないんだけどねえ……」

　どこか力なく、そう続ける春はる珂か。

　確かに、以前と違って二重人格を隠すのをやめたおかげか、それが大きな問題には繫つながってはいない。

　けれど、その問題の本質ではそこではなくて──、

「……怒るのも当然だよねえ。わたし、恋人を奪おうとしてるんだもんね……」

　相変わらずほほえんでいる春はる珂かの、その言葉にある。

　春はる珂かのその憶測は──きっと間違っている。

　秋あき玻はは怒ってなんていないのだ。

　ただ彼女は、春はる珂かの気持ちを考えて、考えすぎてしまって。どういう風に接すればいいのかを、見失っているだけなんだ。

　ただ……それを春はる珂かに説明しようとしかけて、慌てて口をつぐんだ。

　僕がそれを、勝手に代弁するべきではない気がした。彼女たちを苦しめて、分断させてしまっている当の本人である僕が。

　見上げると、空は薄情なまでの群ぐん青じよう色で、固そうな入道雲がぷかりとそこに浮かんでいて。

　午後の風景の中で、ああ、この景色ももうすぐ変わっていくのだ、と思う。

　肌で感じる風も背中に流れる汗も、今はまだ真夏と変わらない。けれど、事実八月は終わり九月になり、あと少しすれば朝夕は涼しい季節になる。いつまでも、高校二年生の夏は続いてくれない。

　それなのに──僕だけがうまくそこに溶け込めないで、置き去りにされているような気がした。

「……でも」

　そんな気弱な僕の隣で、春はる珂かが意志のこもった声を上げる。

　そちらを見ると──彼女はこちらを向いて。その顔に、気丈な笑みを浮かべていた。

「わたし、絶対あきらめないから……。全部、自分でこうするって決めたんだもん。だから──あきらめないから」

　そして、なぜだろう。今の僕は、そんな困ってしまう決意にすら。

　迷惑なはずの表情にすら──ほんのわずかに救いを見いだしてしまう。
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「──というわけで、このクラスから二名、文化祭実行委員を選出することになります」

　壇上に立つ千ち代よ田だ先生が、黒板に『実行委員』と書き付けながら説明する。

「みんなも去年、文化祭は経験済みよね？　あの準備を統率して先導するのが、文化祭実行委員の仕事です。ここから一ヶ月、かなり急ピッチで準備を進めることになると思うから、できるだけ放課後自由な時間がある人で立候補を募りたいの」

　先生はチョークを置き、両手で教壇に体重をあずける。

「どう？　やってみたい人、いない？」

　その問いに──教室中がざわめいた。

　──文化祭実行委員。

　正直僕は、やるつもりはなかった。

　面倒だしイベントごと自体が苦手だし、キャラを作っていた時期さえもそういうのはできるだけ避けてきた。

　それに今は……秋あき玻はと春はる珂かという問題を抱えているんだ。さすがに余裕がなさすぎる。今日のこのホームルームだってほとんど傍観者みたいな気分で参加していた。

　そんな僕とは対照的に、興味があるクラスメイトも結構いるらしい。

「えー、どうしよ……」

「御ご殿てん山やまの女子、かわいい子多いよなー……」

「去年長谷はせ部べ先輩、向こうの男子に告られて付き合い始めたらしいよ……」

　ひそひそと、そんな声が周りから漏れ聞こえてくる。

　そして、そんな中で先陣を切ったのは──、

「──はいはーい！　わたしやりたいですー！」

　勢いよく立ち上がり、ツインテールをぴょこぴょこ揺らしている須す藤どうだった。

「去年の見てたけどすごく面白そうだったし、思い出作りたい！　立候補しまーす！」

　……まあ、須す藤どうはやりたがるだろうな。

　イベントごとが大好きだし、結構裏方仕事みたいなことも好きだったりするし。

「うん、ありがとう。まずは一人、立候補ね」

　そう言って、千ち代よ田だ先生は黒板に「須す藤どうさん」と書いた。

「他に誰か、やってみたい人いない？」

　──その言葉に。僕は思わず、窓まど際ぎわの席に腰掛ける修しゆう司じに目をやってしまう。

　背が高くすらっとした印象の、穏やかなイケメン広ひろ尾お修しゆう司じ。

　彼は夏休みの少し前、須す藤どうに告白して振られてしまっていた。

　あれ以来、ずいぶんと時間が経たって少しずつ関係は元に戻りつつあったし、今では僕、秋あき玻は／春はる珂か、須す藤どう、修しゆう司じの四人で昼食を食べる習慣も復活した。

　けれど、二人の間には、未いまだに少しぎくしゃくした空気が残っている。

　だから、この機会にあいつも実行委員に立候補して、そのどさくさで元の関係に戻ったりできないか……なんて思ったのだけど。

　……修しゆう司じが視線に気づいて、こちらに顔を向ける。

　そして、『やれよ』という僕の口パクに苦笑いすると、彼は首を振り『無理だよ』と返してきた。

　……ああ見えて、須す藤どうに関しては臆病になってしまうらしい。

　普段はどちらかというと思い切りのいい方なのに。恋は修しゆう司じさえ引っ込み思案にさせる、ってことか。ただまあ、それはそれで仕方ない気もして、こちらも苦笑いで返しておいた。

「──あの……」

　予想外な声が、教室に響いた。

「実行委員って、その……忙しいんですよね？」

　──そちらに視線をやると、春はる珂かが。

　普段自分からはあまり発言しない彼女が、小さく手を挙げていた。

　周りの生徒が小さくざわめく。千ち代よ田だ先生が、なんだかうれしそうな顔をする。

「そうね、ほとんど毎日放課後は仕事があると思うわ。体力も結構必要になると思う」

「じゃ、じゃあ……実行委員になれば、相手のペアともずっと一緒にいられることになりますよね？」

　その問いに──千ち代よ田だ先生はわずかに目を見開いた。

　そして僕は……彼女の質問に、嫌な予感を覚え始める。

「まあ、そうなる可能性が高いわね……。基本同じクラスの実行委員は、同じ仕事を割り振られるみたいだし」

「そ、そうですか……」

　こくこくとうなずいている春はる珂か。

　そして彼女は、ほんの数瞬間を空けてから、

「……じゃあ、わたしやりたいです」

　そう言って──こんなセリフをそこに付け足す。

「──矢や野のくんと一緒に」

　──教室があからさまにざわめいた。

　千ち代よ田だ先生が思案顔になり、須す藤どうが「おおお！」とこちらを見ている。

　秋あき玻はと春はる珂かが二重人格であること、僕と秋あき玻はが付き合っていることは、クラス内でも周知の事実になっていた。

　絡からみのある男友達からは「彼女とはどうだよー」なんていじられることもあったし、秋あき玻はも同じようなことをクラスの女子から聞かれるらしい。

　だから皆には──きっとこう見えているんだろう。

　秋あき玻はと矢や野のが一緒にいる時間を増やすため、副人格の春はる珂かが気を利きかせて立候補した──。

「ああああー！　じゃあわたし辞退します！　はい！」

　そして案の定、須す藤どうがそんなことを言い出す。

「さすがにお邪魔はできませんわ！　是非是非、お二人で初めての共同作業を執り行っちゃってください！」

「いや、ちょっと待てよ！」

　思わず、椅子から立ち上がる。

「そんな、僕やるなんて一言も……」

「何言ってんの！　春はる珂かの涙ぐましい気遣いだよ!?　それを受けないでどうすんの!?」

　須す藤どうのその一喝に、教室の空気も追従する。

「そうだぞ矢や野のー」「やってやれよなー」「女の子に恥かかせんなよー」

　事情も知らないクラスメイトたちが、冷やかすようにそんな声を上げる。

　そして、

「そうね……先生としても、いいアイデアなんじゃないかと思うんだけど」

　周囲よりはやや冷静な表情で、あくまで考えながら、といった感じで千ち代よ田だ先生が尋ねる。

「どう……？　やってみない」
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「……ほんと、まんまとやられたよ」

　文化祭実行委員決め会議の一週間後。

　僕と秋あき玻はは、近所にある御ご殿てん山やま高校への道を歩いていた。

　吉祥寺近くにあるその高校は、ここから徒歩十分ほど。住宅街の中を歩いているとすぐに到着する。

　今日は日差しも穏やかだし、吹く風はわずかに涼しい。絶好のお散歩日和ではあるけれど、

「まさか、こんなことになるなんてな。僕は今年も、文化祭は静かに過ごすつもりだったのに……」

　僕はこうして、ぼやきを漏らしてばかりだった。

　秋あき玻ははそれに、申し訳なさそうに眉を寄せ、

「……ごめんなさい、春はる珂かが無茶して。わたしも、あの子がこんなことするとは思ってなくて……」

「ああいやいや、秋あき玻はが謝ることじゃないんだけどさ……」

　──結局。

　あれから僕は「矢や野のやれよ」という雰囲気をひっくり返すことができず。なし崩し的に秋あき玻は／春はる珂かとともに、文化祭実行委員に任命されてしまった。

　さらに、その後実行委員全員で行われたミーティングで、僕らは『共同ステージ担当』の仕事を割り振られた。

『共同ステージ』──その名のとおり、宮みや前まえ高校と御ご殿てん山やま高校が共同で開催するステージだ。

　両校の文化祭での交流が始まった当初からある伝統的な企画で、出演できるのは両校のバンドや演劇部、その他活動をしているグループあるいは個人。ジャンルの縛りは一切なし。

　ただ、要求されるレベルは高く、今人気の歌手が十年前に出演していたとか、ちょっと前には世界大会上位に食い込んだ先輩がダンスを披露したとか、そういう経緯もあって文化祭全体の中でも注目されている企画でもあった。むしろ、このステージがあるからこそ、今でも文化祭は毎年共同開催されているのだ、なんて一部では囁ささやかれたりもしている。

　……なんでそんな大事な企画に、僕みたいな人間が割り振られたんだろうな。

　そして、今日はその企画のスタートアップ日として、相手方の御ご殿てん山やま高校の担当者に会いに行く予定なのだ。

「しかし……どんな人なんだろう」

　人見知りなこともあってか、緊張がじわじわと手先足先に広がっていく。

「話が合いそうな人なら、いいんだけどな……」

「そうね……」

　僕以上に人見知りの秋あき玻はも、ぎこちない表情でうなずいた。

「話を聞く限りでは、ずいぶんと……活動的な人みたいだしね」

　──相手の担当者は一人だけっぽいぞ。

　──しかも、今年入学したばかりの一年生！

　──ずいぶんと、やる気があるやつみたいだなー！

　今年の文化祭実行委員長に任命された三年生、糸井先輩はそんな風に言っていた。

　自分から実行委員をやりたがるタイプで、しかもやる気あり……。

　どう考えても、自分とはノリが合わなそうだけれど、果たしてちゃんとステージ開催まで持っていけるんだろうか……。

　──不安に思っているうちに、御ご殿てん山やま高校に到着する。

　宮みや前まえ高校と同じく、どこにでもあるごく普通の公立高校だ。

　ちょっと色あせたコンクリートの外壁に、運動部員が練習に勤いそしんでいるグラウンド。校舎内からは、吹奏楽部の練習する気の抜けた音が聞こえてくる。

　けれど──なぜだろう。

　自分が通っている高校ではない、というだけで。生徒たちが着ている制服のデザインが自分と違うというだけで、アウェイに来てしまったのだという心細さをひしひしと感じた。

　正門をくぐったあと、僕たちに向けられる好奇の視線も妙にやりづらい……。

　昇降口からではなく正面玄関から校舎に入る。

　受付で来校理由を説明し、入校証をもらって、こちらの文化祭実行委員が活動場所にしているという特別教室へ向かう。

　そして、

「……ここだな」

「そうね……」

　南校舎四階。その扉の前についた僕らは、そこで一度深呼吸し──うなずき合うと、扉を開いた。

「──失礼します」

　まずははっきりと──そう声に出して言う。

「宮みや前まえ高校から来ました、文化祭実行委員の矢や野のと水みな瀬せです。共同ステージの打ち合わせで、お邪魔したんですが……」

　言いながら、その教室内を見る。

　書類やパソコンや資料が散らかったその部屋には──現在女生徒が一人しかいないようだ。

　他の実行委員たちは、全員出払っているらしい。

　そして、唯一残っていた女子。ノートに何かを書き付けている彼女は顔を上げ、

「──あーようこそー！　お待ちしてましたよ～」

　どこか軽やかな足取りで、こちらへやってくる。

「すいませーん。わざわざこっちまで来て……いただいちゃって……」

　そして──はたとその場で立ち止まり、彼女は目を見開いた。

　──センスを感じるデザインでカットされた、茶色い髪。

　日本人離れした白さの肌と、お洒落しやれに着こなされた制服。

　そして、猫を思わせる、いたずらで大きな目──。

「……矢や野の……先輩？」

　その口から──僕の名前が漏れる。

「え……ほんとに……？　矢や野の先輩ですよね？」

　そして僕も──目の前に立つ女の子に。

　御ご殿てん山やま高校の文化祭実行委員であろうその女子に、息を吞のんでいた。

「……霧きり香か……？」
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４月４日（月）




　通い始めた塾に、一人気になる女子がいる。

　御ご殿てん山やま中学校の二年生だという女の子。

　塾の中でも、彼女はずいぶんと目立つ方で、生徒からも先生からも人気があるようだ。

　彼女になら──僕を救ってもらえる気がした。

　追い詰められて、どうにもならなくなっている僕に、それを打ち破る方法を教えてもらえる気がした。

　思い切って、話しかけてみようと思う──。
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　──彼女に、庄しよう司じ霧きり香かに出会った日のことは、今でもよく覚えている。

　二年前の春、進学校である宮みや前まえ高校入学を目指していた僕は、受験対策のため近所の塾に通うことになった。

　習い事なんてしたことがなかったし、学校外で何か活動したこともない。

　だから僕は、駅前のその塾に向かいながら、初めての挑戦に酷ひどく緊張していた。

　……いや、初めてだったから、というよりも。当時の僕は、クラスのみんなに緩やかに疎外されていて。とある事件をきっかけに、クラス内で浮いてしまっていたまさにその時期のことで。だからこそ、どんな扱いを受けるのかと不安だったのかもしれない。

　──授業の内容や、教室の雰囲気のことはあまり覚えていなかった。

　ただ、外が真っ暗な中、蛍光灯に照らされる小汚い部屋で授業を受けるのを新鮮に思ったような記憶はある。きっと、心配していたような疎外を受けることはなかったんだろう。

　代わりに──強く印象に残ったのは。

　その塾で一番目立っていた、男子からも女子からも人気を集めていた少女。

　──庄しよう司じ霧きり香か、だった。
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「──久しぶりじゃないですかー！　矢や野のせんぱ～い！」

　ひとまず、机を挟んで手近な椅子に腰掛けたところで、輝度を２５５まで振り切った声で霧きり香かはそう言う。

「う、うん……久しぶり」

　そのあまりに含みの感じられない声に、逆に僕は警戒心を覚えてしまう。

「えー、いつ以来だろう……先輩が宮みや前まえに入学してからだから、一年半ぶりくらいですかー？」

「多分、それくらいだな……」

「わーなんかずいぶん大人っぽくなりましたねえ～。中学のときとか、もっと女の子っぽくてかわいかったのに～」

「……あ、あの」

　それまで、やりとりを不思議そうに眺めていた秋あき玻はが声を上げた。

「二人は……昔からの知り合いなの？　同じ中学校だった、とか？」

「ああいや、学校は違うんだけど塾が同じでさ……」

「そうそう、当時は結構仲良くしてたんですよー」

「そ、そうなの……」

　その、わずかに不安げな秋あき玻はの表情に何かを察したのか、

「……あー、もしかして～」

　霧きり香かがニヤニヤしながら僕らの顔を見比べる。

「矢や野の先輩と水みな瀬せ先輩、付き合ったりしてるんですか～？」

　……まあ、そりゃ気づかれるよな。

　隠し通すことなんて無理だし、そうしたところでメリットもないだろう、

「……うん、付き合ってるよ」

「おおー、やっぱり～！」

　素直に認めると、妙にはしゃいだ様子で霧きり香かは秋あき玻はの顔を覗のぞき込こむ。

「こんな美人さんゲットするなんて、矢や野の先輩もやりますね～！　……あ、でも水みな瀬せ先輩、心配しないでくださいね！　別にわたしと矢や野の先輩、当時付き合ってたとか好きだったとか、そういう感じでは全然ないですから！」

「……あ、そ、そうなの？」

　意外そうに目を見開き、秋あき玻ははこちらを見る。

「うん、お互い別に、そういう感情はなかったよ……」

「へ、へえ……。わたしてっきり、そういうことかと……」

　あからさまに、ほっとした様子の秋あき玻は。どうも本気で元恋人同士なのかと疑っていたらしい。霧きり香かはそんな彼女を眺めながら、

「──ほほー、かわいいですね～水みな瀬せ先輩！」

　なんて。めずらしく無防備な表情で笑っていた。

「わたし、かわいい人は誰でも好きなんです」
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　──いつまでも、昔話をしているわけにもいかない。

　一通りやりとりが終わると、共同ステージに関する話し合いが始まった。

　今年もこれまで同様、クオリティの高いハイレベルなステージを目指すことに決定。

　出演者も安易に公募するのではなく、僕らから出演を希望したいグループに声をかけていく形になった。

　すぐに挙がった出演者候補は、宮みや前まえ高校からトラックメイカー（打ち込みの音楽を作る人、らしい）をやっている女子の先輩が一人。この人はネットで作品を公開していて、すでにそのジャンルでは有名になりつつあるそうだ。定期的にクラブにも出演している様子。

　さらに、御ご殿てん山やま高校からは動画サイトでじわじわ人気を伸ばしつつあるバンドと、全国大会に出場することになったダンスグループを誘おうという話になる。

「……あともう一組くらい、出演者がほしいですね～」

　リストを眺めながら、霧きり香かが腕を組む。

「他が音楽系でまとまってるんで、それ以外の何かを……」

　……となると、演劇系だとか、手品などイリュージョンの類い、あるいは何かの研究成果の発表なんかになるだろうか。

　とはいえ、そういうことをやっている生徒は思い付かないし、演劇部は演劇部で部のステージがある。

　どうしたものか……と腕を組んでいたところで、

「……ただいまー」

　お手洗いに席を外していた秋あき玻はが──春はる珂かになって帰ってきた。

　きっと、初対面の霧きり香かの前で入れ替わるのに抵抗があったんだろう。トイレはちょうどこの部屋の真向かいにあるし、迷うこともないだろうからあそこで入れ替わってきた、というわけか。

　霧きり香かと二人きりの状況に緊張していたから、彼女の登場にはほっとしてしまった。

「おかえり」

　なんて言いながら椅子を示してやると、春はる珂かはいつもの抜けた表情でそこに腰掛けた。

「ありがとう矢や野のくんー」

「……あれ？」

　霧きり香かが顔を上げ、不思議そうに春はる珂かの方を見ていた。

「……え、水みな瀬せ先輩？　なんか、ずいぶん雰囲気違いません？」

　──そうだ、この子にはまだ、秋あき玻はと春はる珂かが二重人格であることを説明していないのだ。

「ん？　え……？　どういうことですか？　双子か何か……？」

　どうやら、本気で混乱している様子の霧きり香か。

　実行委員をやると決めた段階で、このことは一度問題になっていた。今回新たに出会う人たちに、二重人格のことはどう説明するのか。

　隠すことも、できるのかもしれない。

　以前のように、ただ普通の女の子を装よそおうことだって、不可能ではないはず。

　けれど──秋あき玻はも春はる珂かもそれは望まなかった。自分たちの事情を隠すことなく伝えたいと。

　だから、

「……あの、霧きり香か……ちょっと説明したいことがあって」

　まずはそう前置きして、僕は霧きり香かに切り出す。

「信じてもらえないかもしれないけど、実はちょっと、この水みな瀬せさんには……特徴、みたいなのがあって……」

「特徴？」

　首をかしげ、春はる珂かの方を見る霧きり香か。

「春はる珂か。こちら、御ご殿てん山やま高校文化祭実行委員の庄しよう司じ霧きり香かさんだ」

　そんな春はる珂かに、僕はまず霧きり香かのことを紹介する。

「さっそくだけど、自分のこと……説明お願いできるか？」

「あ、ああ……うん、そうだね」

　ちょっと考えるように口ごもってから春はる珂かは霧きり香かの方を向く。

　そして、

「……はじめまして、あの、わたし、水みな瀬せ春はる珂かって言います。で、その、実はわたしたち……二重人格なんです」

　恐る恐る、そんな風に告白を始めた。

「さっきまで出ていたのは、秋あき玻はっていう人格です。で、今出ている人格は春はる珂かで……二人は一定の時間で入れ替わるんです」

　きっと、事前に頭の中で練習してきたんだろう。春はる珂かは丁寧に霧きり香かに説明する。

　記憶は引き継がれないこと、僕のフォローがあるから、仕事自体は問題なくできると思われることなどを。

　まじめな表情で、それを聞いている霧きり香か。

　彼女のその真剣な顔に──不安な気持ちにもなる。

　冗談だと思われるだろうか。自意識過剰な女子による、噓うそくさい演技だと思われるだろうか……。普通に考えればこんな話、すぐには信じられないだろう。

　けれど、

「──ということで、迷惑をかけるかもしれないけど……よろしくお願いします」

「……はぁーなるほど～」

　説明を聞き終えた霧きり香かは、長い映画を見終わったような表情で背もたれに体重をあずけた。

「そうかー、あるんですね、そういうことって」

　あごに手を当て、何やら考えている様子の霧きり香か。

「うん。でもわかりました。じゃあ実質、共同ステージはわたし、矢や野の先輩、秋あき玻は先輩、春はる珂か先輩の四人でやるって感じですね～」

「……え、あの……」

　その表情に、こちらを疑っている気配は見えなくて。

　あまりにもあっさりこのことを受け止めているように見えて──、

「信じて……くれるのか？」

　僕は思わず尋ねる。

「結構、荒唐無稽な話にも聞こえると思うけど、噓うそだとは思わないのか？」

「え？　ああ。いやだって、本当にトイレから出てきた水みな瀬せ先輩、雰囲気も表情も声色もさっきとは別人にしか思えなかったですもん。なのに」

　言うと、霧きり香かは小さく春はる珂かの髪を差し、

「その前髪についてるちょっとした癖、さっきの水みな瀬せ先輩……秋あき玻は先輩にもありましたし、あとはあのー……乙女的にちょっと言いにくいんですけど……マスカラのだまになり方も、秋あき玻は先輩と同じです」

「え、ええっ！」

　春はる珂かが顔を真っ赤にし、自分の目元を両手で隠した。

「だ、だまになってる……？　割と目立ってた？」

「ええ、まあそれほどでもないですけどねー」

「うそー……気にしてるんだけどなあ……恥ずかしい……」

　そのやりとりを眺めながら、僕も手の隙間から春はる珂かのまつげを見るけれど……気になるほどのだまがあるようには思えなかった。霧きり香かのとてつもない目ざとさに、少しだけ寒気を覚える。

　そして、

「それにわたしー」

　言うと、霧きり香かはなぜか──僕の方に笑みを向け、

「『キャラ作り』とかだったら、一発で見抜けるんで──」

　その言葉に──僕は釘くぎ付づけにされたように動けなくなる。

「──そういうの。ちゃんとわかるタイプなんて、わたし。春はる珂か先輩が作ってないのも、ちゃんとわかりますよ」

　霧きり香かの『ある種の意思』が明白に詰まったその言葉──。

　けれど、彼女はもう一度ふっとその表情を崩し、

「でもその辺、二重人格なら全部説明がつくよなって。だったらまあ本当だろうし、それはそれで楽しくやれればいいかなとー」

「……そ、そう」

　未いまだに驚いた様子で、春はる珂かがこくりとうなずいた。

　そして、ほっと息を吐き出し小さくほほえむと、

「ちょっと安心したよ、ありがとう……」

　──こういうある種の分け隔てのなさは、中学のときからこの霧きり香かの魅力の一つだった。

　この子がいわゆる、ハイカーストタイプの女子であることは間違いない。

　顔立ちは整っているしセンスもいいし、コミュニケーション力もあれば勉強もできた。にもかかわらず、相手に共感できるところがあればどんな相手でも親しく接したし、共感できなければ冷たくあしらうことも少なくなかった。

　そんな霧きり香かに秋あき玻はも春はる珂かも受け入れられたことに、僕は内心安あん堵どする。

「……というわけで、改めてよろしくな、霧きり香か」

「ええ、こちらこそよろしくお願いしますー」

　ちょっと時間をもらって、春はる珂かにこれまでのあらましを説明する。

　話し合いがどこまで進んだかや、僕と霧きり香かがかつての知り合いであるところまで。

「──そうかそうか、じゃああと一組、出演者を見つけたいって感じなんだね……」

「そうなんですよ～」

　霧きり香かが「お手上げでーす！」とでも言いたげに両手をうーんと伸ばした。

「けど、これっていう出演者を思い付かなくてー。春はる珂か先輩、なんかいい人知りませんか？」

「ううん、いい人かあ……。わたしまだ、友達少ないからなあ……」

「演劇とかそういう趣味の人もいません？　この際学外の人をゲストで呼ぶとかでもいいんですけど」

「うーん……そうだなあ、うーん……」

　頭を抱え、考え出す春はる珂か。

　それが面白かったのか、霧きり香かは小さく噴き出した。

「あははー、秋あき玻は先輩は美人系なのに、春はる珂か先輩はかわいい系なんですね～」

「え、か、かわいい……!?」

「いやーこんな二人に囲まれるなんて、矢や野の先輩は両手に花ですね～」

「……い、いやいや」

　その言い方に、なんだかぎくりとしてしまった。

　別に霧きり香かは僕らの現状を知っているわけではない。けれど、

「僕が付き合ってるのは、あくまで秋あき玻はの方だから。別に……春はる珂かとはそういう感じではないよ」

「……ふうん、そうなんですか」

　なぜか意味ありげに目を細め、こちらを見る霧きり香か。

　彼女はもう一度春はる珂かの方を眺めてから、

「……あ！　そうだ！」

　ふいに、思い付いたような声を上げた。

　そして、アイデアが浮かんだ発明家のような声で、

「そんなにかわいいんだから──春はる珂か先輩がステージでなんかやってくださいよ～」

「……え、えええ!?　わたしが!?」

　春はる珂かが、思わずその場に立ち上がる。

「で、でもわたし……できることなにもないよ!?」

「大丈夫ですよー！　それだけかわいいんですもん、きっと、何をやっても様になりますし、観客もよろこびますって～！」

「ええ、そ、そうかなあ……。わたし、何かできるかなあ……」

「お、おいおい霧きり香か……」

　あまりに強引な話の運びに、思わず僕は話に割って入ってしまう。

「春はる珂かは表に出るのが苦手なタイプなんだよ。それに、本当にそういう人前で見せられる趣味もないし……。だから、勘弁してやってくれよ」

「えー！　なんですかそれ！　独占欲ですか～？」

「いやだから、春はる珂かとはそういう仲ではないんだって！」

「……ん～」

　納得のいかない様子で、霧きり香かは春はる珂かの方を向く。

　そして、彼女の顔を短く眺めてから、

「……でも、春はる珂か先輩も、そこまで嫌っていう風にも見えないですけど」

　言われてみれば──春はる珂かは立ち上がったままもじもじと身をよじり、

「……う、ううん」

　と一人うなっている。

　確かに……その顔は微妙にまんざらでもなさそうに見えて。

　むしろ、大いに迷っているようにも見えて、

「……春はる珂か、やってみたいのか？」

「……う、うーん。正直、わたしに見せられるものがないから、アレなんだけど……」

　そう前置きしてうつむくと、消え入りそうな声で春はる珂かは続けた。

「……できることなら、やってみたいかも……」

　──意外だった。

　根本的に引っ込み思案で人前に立つのが苦手な春はる珂かが、そんなことを言い出すなんて……。

　一体どうしたんだろう。なぜそんな、らしくもない思い切ったことを……。

　けれど、気恥ずかしげな春はる珂かの表情に。ふらふらと泳いでいる視線に……僕は、胸の痛みとともに気づく。

　……そうか、この文化祭は。

　今年開催される文化祭は──春はる珂かにとって、初めての経験、というだけでなく。

　消えてしまう前の、最後の文化祭なんだ──。

「……うん、わかった」

　声が震えそうになるのを抑えながら、うなずいた。

　なら、僕はできるかぎり彼女に協力したいと思った。

　職権乱用と言われようとも、彼女の思い出作りの手伝いをしたいと思った。

　深く息を吐き、僕は春はる珂かにほほえんでみせる。

「じゃあちょっと……その方向で、考えてみるか」





＊






　──ひとまず、そこまで話してこの日は終了となった。

　残りの議題としては、本番当日の実行委員挨拶がある。全出演者のステージが終わったあとに僕ら実行委員が舞台上で挨拶をするのだけど、それが例年結構盛り上がるのだ。

　となると、どんなトークをするかあらかじめ考えておきたいところだけれど、今日はもう時間切れ。後日の課題とする。

「──いや～お疲れ様でした～」

　正門まで僕らを見送りつつ、霧きり香かは満足げな笑みをこちらに向ける。

「よかったですよー初日から話がすんなり進んで。この調子で、さくさくと進めていきたいですね～」

「ああ、そうだな」

　校舎を出ながら、僕はぼんやりと空を見上げる。

　すでに夕日はビル街の間に沈みそうで。空は群ぐん青じようと淡いピンクのグラデーションに染まっていた。柔らかな暖色に染められた、御ご殿てん山やま高校の校舎。なんとなくその風景に……二年前、塾に向かった放課後のことを。霧きり香かに会いに駅前に急いだ日のことを思い出す。

　それがまさか──こんな形で、再会することになるなんて。

「──ところで、矢や野の先輩。ずっと気になってたんですけど」

　ふいに──霧きり香かが僕の名を呼ぶ。

　これまでとは明らかに違う、意識的に感情の抑えられた平板な声で。

　彼女は立ち止まり、薄い笑みを浮かべて僕を見ると、

「──なんかキャラ、おかしくないですか～？」

　──はっきりと、そう尋ねた。

「高校では、もっと明るくて空気も読めて楽しい感じにするはずでしたよね？　なのにどうしてだろー？　なんかずいぶん、根暗で静かーになっちゃいましたよね～？」

　その問いに──全身が凍りつく。

　春はる珂かから入れ替わったばかりの秋あき玻はが、怪け訝げんそうにこちらを見る。

「一体、どうしちゃったんですかね～？」

　鼓動が信じられない勢いで加速し、全身に汗が滲しみ出した。

　──そうだ。

　聞かれるに決まっている。

　霧きり香かには、今の自分のあり方について問い詰められるに決まっている。

「……ねえ、先輩。どうして黙ってるんですか？」

　なぶるような笑みを浮かべたままで、霧きり香かは首をかしげた。

「その辺の説明があったもいいんじゃないですかね？　高校入ってから、わたしのことシカトし始めた理由も含めて」

　彼女の言うとおりだと思う。きっと僕には、この子に説明をする義務がある。

　だって僕にとって──この子は。

　この、庄しよう司じ霧きり香かは──、




「──わたし、あんなにがんばってキャラ作り教えたんですから」
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　──中学生であるにもかかわらず。

　庄しよう司じさんの行動は一つ一つが華やかで、目を惹ひくもので、洗練されていた。

　本人が輪の中心にいるときもいないときも、場は常に彼女に左右される。

　教室は別だったし、それほど長い時間観察できたわけでもない。けれど、休憩室や廊下や帰り道で見かける度、その印象は一層強まっていった。

　そして──そんな彼女を眺めていて。

『キャラ』というものに敏感になっていた当時の僕は、徐々に疑い始める。

　彼女は──意識的にそうしているんじゃないだろうか。

　振る舞いを使い分け他人の印象をコントロールし、うまく上位の立ち位置を手に入れているんじゃないか──。

「──おい、庄しよう司じ。授業中思いっきり寝てただろー？　あれ先生にもバレバレだったぞ！」

「えーマジでー？　しょうがないでしょ眠いんだも～ん！」

「そうかもしれないけどさあ、岸田の授業で寝るのはやべーだろー！」

「えへへー。見つかったら怒られちゃうよねー怖いな～」

「……じゃ、じゃあさ、今度寝てたら俺がラインで起こしてやるから、ＩＤ教えてくんね……？」

「……えー！　やだ、なんか西川エロいこと考えてる顔なんですけど～！」

「……バ、バカ何言ってんだよ！　そんなわけねえだろー！」

　古びた休憩室で、顔立ちの整った運動部系男子の踏み込みをそんな風にかわす庄しよう司じさん。

　その頃にはもう、僕の疑念は確信に変わっていた。

　彼女は明らかに、コミュニケーションの技術を駆使して今の立ち位置を手に入れている。

　その証拠に、ＩＤ交換をばっさり拒否された西川は、恥ずかしそうではあるけれど決して彼女に怒りを覚えてはいないようだった。

　──それが、僕にもできれば。

　僕にもあんな風に振る舞うことができれば、今みたいに疎外されずに済んだんじゃないか。つらい思いをしなくて済んだんじゃないか──。

　初めて、そんな風に思った。

　今になって考えてみれば、僕も相当孤独に参っていたんだろうと思う。

　それでも、声をかけるのにはずいぶんと勇気がいった。

「──あ、あの……庄しよう司じさん！」

　数日後。塾の授業が全て終わったあと、校舎を出たところで。

　僕は思い切って、めずらしく一人で帰るらしい彼女に声をかけた。

　いつもは何人かとつるんで寄り道して帰るようだったし、今日を逃したら次にいつチャンスがあるかわからない。

「……ん？　え～っと、すいませんどなたでしたっけ～？」

　彼女が振り返る。明らかに入念な手入れのされている髪が、踊るように揺れる。

　猫みたいな目が、値踏みするようにじっと僕を覗のぞき込こんだ。それだけで、あっさりと僕は身体からだが硬直しそうになる。

　けれど──、

「あ、ああの、同じ塾に通ってる矢や野の四し季きって言います……」

　──なんとか踏みとどまり、言葉を続ける。

「善ぜん福ぷく寺じ中学校の、三年生の……」

「……あー！　確かに三年のクラスで見かけたことあるかも。なんのご用ですか～？」

「その……こんなこと言うと、変に思われるかもしれないけど、ちょっと聞いてみたくて」

「何をです～？」

「その……庄しよう司じさんの振る舞いに関して」

　そう言うと──彼女の目に光が宿った。

　それまでの軽さが噓うそだったかのような、全てを射貫きそうな鋭い眼光──。

　それに気け圧おされかけながらもなんとか舌を回し、僕は用意してきた言葉を最後まで言い切る。

「……どうすれば、あんなにうまく立ち回れるのか。うまく周りとの、関係を築いていけるのか……知りたいと思って」

　──拒絶されるかもしれないと、思っていた。

　むしろ、間違いなくそうなると思っていた。

　ハイカーストのイケメンですら拒否する庄しよう司じさんなんだ。僕のような孤独な三年生に情けをかける理由はどこにもない。

　しかし、庄しよう司じさんは僕の顔やら制服やらをじろじろと見回すと、

「なるほどー人間関係のスキルがほしい、ってことなんですね～」

「……そういうこと、だね」

「そして、より成長した自分になりたい！　今より強い自分になりたい！　かわいくなりたい！　みたいな～？」

「……い、いや、かわいいは、目指してないけど……まあでも、そんな感じ」

「なるほどなるほどー。なよっとした見かけの割に良いい心がけですねー。そして……」

　言うと、彼女は声のトーンをグッと落とし、

「──よく気づきましたねーわたしのこと」

　普段とはまったく違う声色でそう言い、ニヤリと笑った。

　その表情に。いつもとの落差に驚く僕に──彼女は声のトーンを元に戻して朗らかに笑う。

「──じゃあちょっと、その辺で話でもしていきましょうか～」




　塾から少し離れたファストフード店で。僕は自分の気持ちや置かれている状況を明け透けに彼女に打ち明けた。

　付け焼き刃の言い訳や作り話は、きっとこの子に通用しない。

　せっかく二人だけの話に持ち込めたんだから、情けない現状も含めて全て明かすしかない──。

「──だから今、教室で孤立してるんだ。それを、なんとかしたくて……せめて、高校では同じこと繰り返したくなくて……」

　夕飯時を迎えつつある店内は、ずいぶんと混んでいた。

　仕事帰りっぽい女性もいれば僕らのような中学生もちらほら見えて、話を聞かれてしまわないかと不安になる。けれど、皆それぞれ自分のことで精一杯らしい。盗み聞きどころか視線を僕らに向ける人さえいなくて、

「……だから、庄しよう司じさんから色々教われないかって、思って……」

　僕は、問題なく話を最後まで終えることができた。

「……なるほど、そういうことですか～」

　アイスティーをちゅうっと一口飲むと、庄しよう司じさんは僕をじっと見る。

　そして、

「──いいですよ」

「……へ？」

「教えます。矢や野の先輩に、わたしの振る舞い方のコツ」

　存外あっさりと、彼女はそう言った。

　当たり前のようなその口調に──僕の側が戸惑う。

「……なんでそんな、ぽかんとしてるんですか」

「い、いや……そんなにすぐ、ＯＫしてもらえると思ってなくて……」

　答える言葉もしどろもどろになってしまった。

　手の中で、ストローの包み紙がくしゃくしゃになっていく。

「それこそ庄しよう司じさん、付き合う人とか距離感とか相当選んでるように見えてたし……最初は拒絶されるだろうなって」

「まあ、そうですね。確かに付き合う人は選んでますよ。それこそ、多分矢や野の先輩が気づいてる以上に、ずっと厳しく」

「じゃあ……なんで？」

　尋ねると──ようやく庄しよう司じさんは表情を崩した。

　口元を緩め、目を細め、ふっと息を吐き出す。これまで一度も見たことのない、幼い笑み──。

　なんだかドキリとしてしまって、口をつぐんでいると、

「……そういうことは、見抜けないんですね。わたしが作っているのには気づいたのに」

　クスクス笑い、彼女はコップの中のお茶をストローで飲みきる。

　そして、

「あなたのことが気に入ったんですよ。矢や野の先輩」

　──心臓が、もう一拍大きく跳ねた。

　──気に入った。

　女子にそんなことを言われるのは、生まれて初めてのことだった。

　そんなつもりがないのはわかっている。こちらだって、そういう期待をしているわけではない。けれど、庄しよう司じさんの言い方には妙にそわそわさせられて、浮き足立ってしまう。

「──かわいいものにこそ、真しんに価値があると思うんです」

　そんな僕に、庄しよう司じさんは言葉を続ける。

「だからわたしはかわいくなりたいし、もっともっと強い自分になりたい。そして──同じように強くなりたいと、成長したいと思っている人は、わたしの仲間です」

　強い意志のこもった、はっきりとした言葉。

「だから、一緒にがんばりましょう」

　身動きのできない僕に、庄しよう司じさんはそう言ってほほえみかける。

「高校ではうまく振る舞えるように、周囲とうまくやっていけるように──一緒に勉強していきましょう」

「……う、うん」

　そこでようやく、硬直が解けた。僕は壊れたおもちゃみたいにこくこくとうなずいて、

「せ、精一杯がんばるよ！　庄しよう司じさんの迷惑にならないように！」

「あはは、固いなー、もうちょっと適当でいいですよー」

　心底楽しそうに庄しよう司じさんは笑う。そして彼女は、もう一度僕に向き直り。

「これからは、『霧きり香か』って呼んでくれればいいです。だから……よろしくお願いしますね、矢や野の先輩──」





＊＊＊






「──申し訳ないと、思ってるよ……」

　御ご殿てん山やま高校の正門前で。

　霧きり香かにまっすぐに射貫かれながら、不安げな秋あき玻はにじっと見つめられながら。

　砂を嚙かむような気分で──僕はそう言う。

「あんなに熱心に教えてもらって、僕もうまくできるようになって、なのにそれを全部捨てて、連絡まで絶って……本当に、すまないと思ってる」

　確かに、彼女のレクチャーは丁寧で、熱心なものだった。

　休み時間を割いて、ときには休日までもらって、彼女は僕に「振る舞い方」を教えてくれた。家族以外の人間に、あそこまで親身に扱ってもらうのは初めてのことだったと思う。

　だからこそ、僕は一通り空気を読めるようになり冗談を言えるようになり、高校に入る段階で、須す藤どうや修しゆう司じと渡り合えるまでの人間になれたのだ。

　そして、それを全部捨てたのは──僕の身勝手だ。そのことは、申し訳なく思う。

　けれど、

「……あー、そういうことを聞きたいんじゃないんです～」

　いっそ寒気を覚えるほどの軽さで言いながら、霧きり香かは踊るようにこちらに近づいてくる。

　その髪が暮れゆく日に照らされて、淡くきらめく。

「わたしが知りたいのは『どうして？』ですよ。希望していたとおり、うまくやれるようになったでしょー？　わたしから見ても、結構いい感じでしたよ～？」

　霧きり香かは僕の目の前に立ち、至近距離から顔を覗のぞき込こむと。

「なのに……どうして全部やめちゃったんですか～？」

　無意識のうちに二、三歩あとずさる。

　もう一度、全身から汗がぶわっと滲しみ出す。

　けれど──逃げ出すわけにも、ごまかすわけにもいかない。

「……噓うそをついているような、気になって……」

　そう口に出してみて、声が酷ひどくかすれていることに気づいた。

「高校でも……やってみたんだよ。教わったとおりに明るい男子を演じて、ノリよくテンション高く毎日を過ごしてはみたんだ……。それなりに、うまくいったと思う。実際、数ヶ月前までずっとそれは続いてた……。けど、どうしても罪悪感が消えなくて……。大事な友達に、噓うそついて取り入ってるような気分になって……」

　思い出すのは──キャラを作ったまま須す藤どうや修しゆう司じと接していた日々のことだ。

　無理にテンションを上げる度に、霧きり香かに教わった技術を使う度に、彼らに噓うそをついているような罪悪感を覚えた。

「だから、もうそういうのをやめたいと思ったんだ。作らない自分で接したいと思ったんだよ……。ごめん、あれだけよくしてもらったのに……。けど、僕はこうしたいと思ったんだ……」

「なるほどなるほど～」

　ほとんど間を空けず、霧きり香かが軽い声で言う。

「つまりー矢や野の先輩は、本当の自分でみんなに接したくなったんですね。作らずに、ありのままの自分で受け入れられたい、って」

「……そういう、ことだよ」

「そっかー、そうですか～」

　霧きり香かはくるりとこちらに背を向け、リズミカルに三歩ほど距離を取る。

　眩まばゆい夕日を背景にした彼女に、僕は自然と目を眇すがめる。

　そして、振り返った霧きり香かは──憐あわれむように目を眇すがめ──僕にこう言った。




「くだらねえ」




　──呼吸が止まった。




「いるんですよねー。そのままでいいとか本当のわたしとか、そういう超しょうもないこと言い出すやつ。口先のきれい事言って、自分のこと甘やかしてそのうえそれを美化し出す情けねーやつ」

　気づけば、霧きり香かの口調はいつもの軽いものに戻っている。けれどその分、言葉はずっと鋭利に僕を切り刻んでいく。

　そして彼女は、口元に残酷な笑みを浮かべ、

「まさか、矢や野の先輩がそうだとは思いませんでした～」

　──彼女が。霧きり香かがこんなにも強い言葉を使うところを見るのは、初めてだった。

　もめ事になったって理不尽に攻撃を受けたって、彼女はどこか人ごとみたいな態度でそれを軽くいなし続けてきた。

　けれど、今。僕に向けられた言葉には、明白な攻撃の意思が込められていて。

　だから──はっきりと、理解する。

　──霧きり香かは、怒っている。

　──激怒している。

　表層を取り繕うことのできる彼女が、隠しきれない激しい感情──。

　霧きり香かの言葉はまだ止まらない。

「ねえ、それでどうです？　作るのやめてみて、万事快調！　もう最高！　って感じですか～？」

　その問いに、ジンと足先が冷えた。

「技術とかそんなのなくっても、僕は完璧に幸せになれたー！　これが本当の僕だーって感じ？　わたしの教えたことなんて、邪魔でしかなかったんだ～、って？」

　なぶるように言葉が続く。

　そして、彼女は小さく首をかしげ、少なくない男子が恋に落ちてしまいそうな可か憐れんな笑みを浮かべ──、




「──違うんじゃないですか？」




　──はっきりとそう尋ねた。

「矢や野の先輩、頭良いいですからねー。本当は、そろそろ気づき始めてるんじゃないですかー？　作らずにいるなんて、そのままでいるなんて言い訳だってことに。それは無力で、情けなくて、身勝手な選択なんだって」
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　言うと、彼女はどこか切なげに目を細め、

「本当の自分なんて結局──誰も救わないんだって」

　──それは、確かに僕の中に生まれていた疑いだった。

　僕は本当に、作らないままでいていいのか。仏ぶつ頂ちよう面づらで他人に接して、好意に甘えて、誰かを笑わすこともできなくて。

　本当にそんな自分を──ただ自分だからと肯定していいのか。

　それを霧きり香かは、何十倍何百倍も鋭い言葉の凶器にして、繰り返し僕ののど元に突きつける。

　絵画でも鑑賞するように僕を眺める霧きり香か。

　そして彼女はふいに、

「……あはは！　あはははははは！」

　場違いに楽しげな声で笑い始めた。

「……な、何だよ」

「い、いや、あははは……や、矢や野の先輩、顔に出すぎ！」

　苦しそうにお腹なかに手を当て、霧きり香かは身をよじらせている。

「バレバレじゃないですか！　本当は悩んでるの！　このままでいいって思えてないの！　あははははは！」

　慌てて自分の顔を触ってみるけれど、固くて冷たい手触りがするだけで、どんな表情になっているのかはわからない。けれどきっと霧きり香かの言うとおり、今の僕は酷ひどい顔をしているんだろう。

「本当の自分でいるとか決めた途端に……表情も作れなくなったんですか!?　あはは、あんなに教えたのに！　適切なときに適切な表情をしようって、あんなに練習したのに！」

　攻撃的で、明るささえ感じる言葉に──けれど僕は見つけ出す。

　はっきりとした失望、落胆の色を──。

　そして、それが聞き分けられるようになったのは、霧きり香かが教えてくれた技術のおかげなんだと思い出す。

「……は～あ」

　笑い疲れたのか、霧きり香かはそんな声を上げ肩を落とした。

「でも、よくわかりましたよー。矢や野の先輩がなんで急に、音信不通になったのか。なんでまた、出会った頃みたいなクソ暗い性格になっているのか」

「……ごめん」

　反射的に謝ると、霧きり香かは首を振ってみせ、

「そんなこと言う必要ないですよ～」

　正門に向かって歩き出す。

「だってわたし──決めましたもん」

　霧きり香かは正門の横に立ち、こちらを振り返る。

「これから、どうしてもしたいことを見つけましたもん」

「……何を、したいんだよ？」

　けれど、彼女は僕の問いには答えない。

　代わりに、出会った頃と同じ笑みを浮かべ──僕に言った。




「共同ステージの最後は、一緒に楽しい挨拶しましょうね～、矢や野の先輩」
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「──矢や野のくん、気にすることないよ」

　日の沈んだ住宅街の道を、水みな瀬せ家に向けて歩きながら。

　秋あき玻はは──めずらしく怒っていた。

「酷ひどい……酷すぎる、庄しよう司じさん。矢や野のくんにあんなこと言って……矢や野のくんが、どんな気持ちかも知らずに……」

　ひとりごとのように、ぶつぶつつぶやき続ける秋あき玻は。その足取りは、普段に比べてずいぶんと荒い。そして、

「わたし……あの子のこと、あまり好きになれないわ……」

　耐えきれなかったように、こぼしたその言葉。

　普段の秋あき玻はだったら、絶対口にしない類いのセリフ──。

「あんな言い方ってないじゃない……。矢や野のくんのこれまでの悩みや、考えてきたことをバカにするみたいな……。わたしも春はる珂かも、そんな矢や野のくんに助けられてきたのに……」

　素直にそれを、ありがたいと思う。

　責め立てられて不安定な気持ちになった僕にとって、そんな風に味方になってくれる人がいることは大きな心の支えだ。

　誰よりも先に秋あき玻はが僕をかばってくれたことに、胸にじんわりとした暖かみが宿る。

「──でも」

　と、僕はようやく口を開く。

「あの子の言うことも……間違いじゃないかもって、思うんだよ……」




『──みんなが見るわたしも、本当のわたしだもん』




　須す藤どうの、そんな言葉を思い出す。

『──確かに、わたしが思うわたしも大事だよ……』

『けど、わたしは……みんなが見てくれるわたしも、みんなが見いだしてくれたわたしも好きなの』

『──わたしは、みんなにとってのわたしを大事にしたかった』

　──作られたキャラで、周囲を幸福にしていた須す藤どう。

　彼女とは対照的に──僕はキャラを作るのをやめた。噓うそをつくのをやめた。罪悪感や、自己嫌けん悪おの気持ちは消えた。じゃあ、それで全てがうまく回っているかというと……そうではなかった。

　だから、例えば今、思ってしまうのだ。

　秋あき玻はを──笑わすことができれば。

　僕のために怒ってくれている秋あき玻はを、冗談で和ませることができれば、と。

　かつての僕にはできたこと、そして、今の僕にはできないこと。

　その価値を、どこかで僕自身が感じているからこそ──僕は霧きり香かの言葉にあんなに動揺してしまったんじゃないのか。

　そして秋あき玻はも、

「それは……わたしも、思い当たることはあって」

　声をわずかにトーンダウンさせ、小さくうなずく。

「あ、あの。基本的には応援してるの！　でも、ときどき辛つらそうというか……矢や野のくん、がんばりすぎているように、見えることもあって。……だから、ちょっと悔しいけど、矢や野のくんが色々考え直してみるのは、ありだと思う……」

　気持ちが昂たかぶっていてもなお、そういう部分で冷静さが残っている辺りがこの子らしいなと思う。

　彼女はさらに、何か言いにくそうにしばし口ごもってから、僕の制服の裾を小さく摑つかみ──、

「……でも、その結果矢や野のくんがどうなっても、わたしは矢や野のくんのことを好きでい続けるもの。矢や野のくんが選んだ、矢や野のくんのあり方なら……あの子みたいに否定したりはしないわ」

「……ありがとう」

　──秋あき玻はがいて、よかったと思う。

　どんな自分でも、秋あき玻はは認めてくれる。僕のことを好きだと言ってくれる。

　そんな彼女がいることが、そんな女の子に好意を持たれていることが──今の僕にとっては一番の財産だと思えた。

　と、彼女はふいに腕時計を見ると、

「……ああ、もう時間だ」

　酷ひどく悔しそうな顔でそう言った。

「ごめんなさい、本当はもっと話したかったんだけど……矢や野のくんと、一緒にいたかったんだけど……」

「ううん、それは仕方ないって」

「……ありがとう。じゃあ、また明日。春はる珂かにもよろしくね」

　最後に一度ほほえんで、こちらに背を向ける秋あき玻は。

　そして、彼女と入れ替わった春はる珂かはこちらを向くと、

「……あー！　疲れたけど楽しかったねー！」

　のんきな笑みをその顔に浮かべ、場違いに気の抜けた声を上げた。

「どんな人かってはらはらしてたけど、霧きり香かちゃんが楽しい女の子でよかったー。矢や野のくんも、これをきっかけにまたあの子と仲良くできるといいねー」

　……そうだ、この子は僕と霧きり香かのやりとりを見ていないんだよな。

　少しだけ、その平和そうな表情がうらやましくなってしまう。

　けれど、すぐに彼女は異変に気づき、

「……って、えええええ!?　矢や野のくん、その顔どうしたの!?」

　愕がく然ぜんとした表情で口元に手を当てた。

「な、何かあったの？　すごく顔色悪いよ!?　わたしの知らない間に、具合悪くなったとか……!?」

「……ああ、いや、まあ……色々あってな……」

「色々って……？」

「……ああ、実はさ──」

　──かいつまんで、春はる珂かにもさっきまでの出来事を説明する。

　春はる珂かはのんきな表情をあっという間に曇らせると、

「そっかー……うーん、そんなことがあったのかあ……」

　酷ひどく残念そうに足下に視線を落としていた。

「なんか、ごめんな。水差す感じになっちゃって……」

「ん、ううん！　それはいいの！　気にしないで！」

　ぶんぶんと首を振ってみせる春はる珂か。

　このところ、押しの強いところばかり見せられてきたけれど、気の優しい部分はちゃんと以前のままのようで、僕は内心ほっとする。

「でも、そうだなあ……。確かに酷ひどいけど、ちょっとだけ、あの子の気持ちもわかる気がするなあ……。あっ！　別に矢や野のくんが悪いってわけじゃなくてね！」

　慌ててこちらに手を振ってみせる春はる珂か。「大丈夫だよ」とうなずき返すと、彼女は腕を組んで考える態勢になり、

「大事にしてた知り合いが、久々に会ったら自分が教えたこと全部忘れてたら……ちょっと悲しいもんね」

「……うん、それはそうだろうと思うよ」

「……ただ、わたしは」

　言うと──春はる珂かはふいに、並んでいた僕との距離をグッと詰める。

　肩が触れ合うその近さに、僕は一瞬身構えるけれど、

「わたしは……今のままの矢や野のくんで、いてほしいかなあ……」

　ぼんやりと空を眺めながら、彼女は願い事でも口にするようにそうこぼした。

「わたし、今の矢や野のくん大好きだもの……。このままでいてくれれば、いいなって思うよ……」

　──秋あき玻はとは、真逆の反応だな、と思う。

　霧きり香かに対して怒りを露あらわにし、それでもその意見に部分的に賛成していた秋あき玻は──。

　そして、霧きり香かに共感しつつも、僕にはこのままでいてほしいと願う春はる珂か──。

　性格が大きく違う二人であるとはいえ、春はる珂かに至ってはその現場を見ていないとはいえ、そこまで意見に差が出るのはちょっと驚きだったし……不思議なことに、その両方の意見を、気持ちを──僕はありがたいと思っているのだった。

　──と、そのとき。

「……ん？」

　ポケットの中でスマホが震えた。

　この振動のリズムは、ラインの新着メッセージだ。「ごめん」と春はる珂かに断ってから、スマホを取り出し画面を確認すると。

　──そこには。

　霧きり香かから送られてきた宣言が──彼女の決意が表示されていた。





　ｋｉｒｉｋａ『決めました！』

　ｋｉｒｉｋａ『わたしは、矢や野の先輩を昔の矢や野の先輩に戻します♥』

　ｋｉｒｉｋａ『文化祭が終わるまでの一ヶ月間で、一昨年の、キャラを作っていた頃の、わたしと一緒に戦っていた頃の、矢や野の先輩に戻します』

　ｋｉｒｉｋａ『どうぞお楽しみに☆』

　ｋｉｒｉｋａ『（投げキスするキャラクタースタンプ）』
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８月16日（火）




・会話のテンションの把握

・必要なポジションの認識

・自分の立ち位置を前提とした言葉選び




　霧きり香かに教わったことの中でも、この辺りはもうずいぶんと自然にできるようになった気がする。塾の明るめキャラの同級生に試してみると「お前意外と面白いんだな」「今度遊びに行かねえ？」とさっそくの好印象だった。ここまで反応が変わったことは、正直驚きだった。

　霧きり香かは本当にすごい。

　こんなにキャラ作りや振る舞いについて深く考え、それを実践していたなんて。

　色々話す中で、彼女がデザイナーを目指していることや、御ご殿てん山やま高校への進学を希望していることもわかった。きっと、ストイックな霧きり香かならその願いを全部叶かなえてしまうんだろう。

　もっともっと、彼女から色々学びたいと思う。

　彼女に会うのが楽しみで仕方がない。

　塾の夏休みが、退屈でたまらないほどに。







[image: 第十四章　【Follow Me!!】]







「──だーかーらー！　大事なのはテンポなんですよ～！」

　話が何度目かの堂々巡りを繰り返したところで、庄しよう司じさん……霧きり香かは頭を抱えた。

「うまいこと言うのも大事だし、面白ければ面白いほどいいのもそうです！　けどそれで、テンポが台無しになったらなーんにも意味がないんですよ～！」

「……ちょ、こ、声大きいよ！」

　その量に、僕は思わず彼女を押しとどめる。

「あんまり大騒ぎしたら目立つだろ！　も、もうちょっと穏やかに……」

　日暮れ前。駅近くの公園には、僕らの他にも数組の中学生グループがいる。

　ただ、霧きり香かが美人なせいか、「御ご殿てん山やま中学」と「善福寺中学」の制服の取り合わせがめずらしいせいか、僕らの存在は園内でもまあまあ目立っているらしく、周囲からちらちら視線を寄せられるのを感じていた。

　知り合いがいないからいいといえばいいのだけど、それでも、さすがに「明るいキャラの作り方を教えてもらっている」とバレるのは恥ずかしい……。

　なのに、

「そのリアクションも全然ダメ！」

　霧きり香かは相変わらずの声量で、僕にスパルタ教育を続ける。

「わたしもわざと声デカくしてるんだから、今の反応はツッコミ一択なんですよ～！」

「……え!?　そうだったの!?　今の話って、そういうやつだったの……？」

　僕はてっきり、さすがに呆あきれてイラついてきたのだとばっかり……。

「いや、確かに普通にイラついてもいましたよ!?　けど、それをそのまま表に出すなんてありえないんですよー！　そういうときに、ボケを交えながら指摘することで、冗談として流しつつ相手に気持ちを伝えることができるでしょ!?」

「は、はあ……」

　まったく気づいていなかった。あんなにさりげない会話の中に、そこまでの情報量が込められていたなんて……。

　そんな僕の気持ちは、霧きり香かにも筒抜けだったらしく、

「……そういう人結構多いですからねー？　会話に小ボケ挟んで、ツッコミ待つ人！」

　彼女は苦笑い気味に、そう言葉を続けた。

「そうすることで何気ないやりとりが楽しくなりますし、言いにくいこともさらっと伝えられたりしますし～」

「そ、そうなのか……？　僕の周りには、そういうことする人全然いないけど……」

「矢や野の先輩が気づいてないだけです！　そういう人は特にそうだし、そうじゃなくても『テンポ』は本当に大事です！　だから、コミュニケーションって反射神経なんですよ～──」
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　──そんな、二年前の会話を思い出していた。

「……というわけで、『Ｐｈａｓｅｒｓフエイザーズ』のみなさんにも、是非共同ステージに出演いただきたいと考えているんです」

　御ご殿てん山やま高校の軽音部部室で。

　ロックバンド『Ｐｈａｓｅｒｓ』のメンバーを前にそう告げると、彼らは「ふうん」「文化祭かあー」なんてそれぞれ声を上げた。

　制服を着崩し、リラックスした……リラックスしすぎた態度で椅子に腰掛けている彼ら。

　ボーカル、ギター、ベース、ドラムの四人組の三年生。

　彼らの楽曲は海外のロックバンドの影響を受けたヘビーなものだし、こういうちょっとした不良っぽさも魅力の一つなんだろう。とはいえ、強面こわもてと言うよりはおちゃらけた雰囲気もあって、楽器を持っていなくてもクラスで人気が出そうにも見える。

　……端的に、少し苦手なタイプだった。

　もちろんそれを表には出したりはしないけど。

「ちなみに、それは何組くらい出演者は出るの？」

　バンドの交渉役を担当しているらしい、ベースの三年生の先輩が親しげに尋ねてくる。

「夏フェスみたいに、一〇〇組近くとか？」

「……ああ、いえ。音を出せる時間が入れ替え含めて三時間なので、四組の予定です」

　資料をめくりながらそう答えると、

「……あ、ああ、そう」

　ベースの先輩は、肩すかしを食らったような気まずそうな顔になる。

　そこでようやく……ああ、と気づかされた。

　そうか、さっきのは……ツッコミ待ちのボケ、というやつだったんだ……。

　恐る恐る、一瞬だけ後ろにいる霧きり香かに視線をやると──彼女はあくまでいつもどおりの、ほほえみと無表情の中間くらいの楽しげな顔で。逆にそれが、なんだか妙に怖くなる。
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「──で……いかがでしょうか？」

　弾まない会話から逃げ出したくて──僕はダンスグループ『ａｌａｌａアララ』のみなさんに尋ねた。

「是非ステージで、みなさんのダンスを披露していただきたいんです！　出演、いただけないでしょうか……？」

　僕らの間に──気まずい沈黙が下りる。

　ａｌａｌａのみなさんは、Ｐｈａｓｅｒｓの面々に比べるともう少し生真面目そうな、ストイックそうな印象の女子たちだった。学年も、僕たちと同じ二年生。ここに来る前には、もう少しうまくやれるんじゃないか、なんて思っていたけれど……、

「……申し訳ないんだけど」

　リーダー格らしい女子が、生真面目そうな表情のままそう言う。

「わたしたち、もうそういうのには出ないようにしようかって思ってるの」

「え、ええ……！」

　背中に一筋、嫌な汗が流れた。

　もともと、クオリティの高いステージを目指すため候補も最小限で絞っているんだ。

　ここで断られてしまうのは、正直なところかなりの痛手だ……。

「そ、それは……どうしてなんでしょう？　結構、沢山の人が見に来てくれると思うのですが……」

「んー……。わたしたち、本気でプロ目指してて、もういくつかの大会でも賞もらってるんだ。メジャーデビューしてるミュージシャンから、ＰＶに出てくれないかって誘われたりもしてる」

「なる、ほど……」

「だから、ここで甘えたくないっていう気持ちもすごくあって。そういう、身内が集まる場所でのステージは、控えようって思うんだ」
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「──そ、そこをなんとか、お願いできないですか」

　すがりつくような気分で、僕はＰｈａｓｅｒｓのみなさんに尋ねる。

「結構、伝統もあるステージなんですよ！　そこに出演していた生徒が、メジャーデビューした実績があったり……！　だから、なんとか……出演いただけないでしょうか」

「うーん、気持ちはありがたいけどなあ……」

「なんか、俺らがそういう伝統に乗っかろうっていうのも……微妙じゃね？」

「確かになー……」

　……まずい。

　これはまずいぞ。

　このままだと、本当に誘いを断られてしまう。

　完全に、そういう流れになり始めている……。

　文化祭でステージをやる、となればバンドの演奏は欠かせないだろう。見に来てくれる生徒たちもきっとそれを期待してくれているはずだし、盛り上がるのも間違いないと思う。

　けれど、御ご殿てん山やま高校にも宮みや前まえ高校にも、本気で活動しているバンドは他にいない。ここでＰｈａｓｅｒｓに断られれば、バンド演奏なしのステージになってしまう。

　それはさすがに、なんとか避けたい──。

　けれど、

「……あの、その……！」

　──焦あせるあまり、頭が空回りする。説得の言葉が、まったく出てこない。

　ならもう──とにかく頭を下げるしかないかと思い始めたところで──、
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「──え～！　なんとかお願いできないですか～？」

　声を上げたのは──霧きり香かだった。

「わたし、文化祭の実行委員に決まったときから、絶対にａｌａｌａに出てほしいって思ってたんですよ～？」

　唇を少しとがらせ残念そうな──けれど決して重くはない、その口調。

　それまで黙っていた彼女が口を開いたことに、メンバーの面々が興味を持ったらしい。

「……へえ、なんでそんなに、わたしたち出したかったの？」

　なんて、そのうちの一人が尋ねてくる。

「わたしー去年の春、中学三年だったときに学校見学で御ご殿てん山やま高校に来てたんですよ～」

　なんだか妙にうれしそうな声色で、霧きり香かはすらすらとしゃべり出した。

「そのときー、みなさんこの旧体育館で踊ってましたよねー？　まだ、できたばっかりのダンスサークルだったときだと思うんですけど……」

「え!?　マジ!?　あのときの見てたの!?」

「あれ、わたしたちが最初に人前でやったときじゃん！」

「ａｌａｌａって名前もまだついてなかったよね……」

「あれがすごくかっこよくて、めちゃくちゃ印象に残ってたんですよー。その半年後に見に行った文化祭では、もうａｌａｌａになってましたよね。あれも最高にかっこよかったですし、最初に見たときからのレベルアップが半はん端ぱなかったです！」

「うわー！　マジかー！」

　霧きり香かのその話に──メンバー全員が表情を明るくしていた。

　僕と話しているときと比べて声のトーンさえ上がっていて、場の雰囲気自体が大きく変わったのをはっきりと感じる。

「……てことは、この子わたしたちのファン第一号なんじゃない……!?」

「ねー、そういうことになるかー！」

　そして、彼女たちはそろって思案顔になり、

「じゃあ……そういう子の頼みを断るのも、ねえ……」
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「──ちなみに、他にはどんな人たちに声をかけてんの？」

　ずいぶんと乗り気になり始めたらしい、それまで黙っていたドラム担当の先輩が、身を乗り出して尋ねる。

「そんなに俺たちのこと好きでいてくれてるとしても、周りのレベルが低いんじゃ、ちょっと厳しいからさー」

「ですよね～！」

　その質問も想定内だったらしい。

　ほとんど反射的な速度で霧きり香かは笑い返し、

「でも大丈夫です！　その辺も、自信を持ってオススメできる方ばっかりですよ！」

「へー、どの辺に声かけてる感じ？」

「まず、うちの高校のダンスグループａｌａｌａさん！」

「お、マジか！」

「あいつらかー、それならわかるわー！」

「最近すげえもんな、ａｌａｌａ」

「あと、宮みや前まえ高校からは、トラックメイカー兼歌手のＯｍｏｃｈｉさん！」

「……え、Ｏｍｏｃｈｉって、あのＯｍｏｃｈｉ？」

「……ネットでめっちゃ話題になってるやつ？」

「あの人って、高校生なの？　しかも宮みや前まえの……!?」

「ええ、そうですよ～！」

　霧きり香かはうれしげにうなずいてみせる。

「是非あの方にも、出演していただこうと思っています。かっこいいですからね～Ｏｍｏｃｈｉさんの曲！」

「マジかよ……！　すごすぎだろそのメンツ！」

　そういうベース担当のテンションは、僕と話しているときが噓うそだったかのようにハイだった。そしてそれは、他のメンバーも同じらしく、

「な、それだったら一緒にやるのに不足はないな！」

「むしろ、界かい隈わいでちょっと話題になりそうじゃね？」

　彼らの顔は期待からか高揚からか上気し始めている。

　しかしそこで──、

「あ～、それからあと……」

　霧きり香かは振り返ると、黙って成り行きを見守っていた春はる珂かの方を手で示し、

「あそこにいる、水みな瀬せ春はる珂か先輩も何かやることになってます～」

　……そうだ、そのことも説明しなければならない。

　ハイレベルなステージを目指している割に、霧きり香かは春はる珂かにも出演枠を一つ与えてしまっているのだ。本気でパフォーマンスをする出演者に、そのことを説明するのはかなり難しいはず……。

「え、何かって……その子は何をやるか決まってねえの？」

「何か、すごい特技とか披露するんじゃないの？」

「違うんですよー。正直、決まってないし特技があるわけでもないんです～」

　バカ正直に、軽い口調でそう告白する霧きり香か。

　明らかに、それまでのポジティブだった雰囲気ががくんと暗くなった。

　それも当然だろう。自分たちと同じステージに、ずぶの素人しろうとが立つことになるのだから──。

　──なのに、
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「──逆に！　なんですよ～」

　霧きり香かは動じることもなく、はっきりとそう言ってのけた。

「ぶっちゃけ観客も、ずっとクオリティの高い、ガチなものだけ見せられても疲れちゃうんですよ～！」

「そう……かなあ？」

　ａｌａｌａのリーダーは、怪け訝げんそうな表情だ。

　味方として聞いているはずの僕自身も、半信半疑でしかその言葉を受け取れない。

　けれど、霧きり香かは表情も声色も一ミリもぶらさない。

「例えば、ダンスのコンテストも、正直後半見ていて疲れるでしょー？　熱量も技術も高いの見続けると、どうしてもそうなっちゃうんです！　わかんなくなってくるんですよー！　そういうときに、ギャグっぽい感じのグループが出てくると、なんだかほっとしませんか～？　そういうことありません？」

「……あー、それはあるかもね！」

「むしろそっちのが印象に残るし、ガチのグループも引き立ったりするねー」

「もちろん、この春はる珂か先輩に適当にやってもらうわけではないんです。やるからには本気でやってもらいます。そうじゃなきゃ、他の出演者の方に失礼ですからね」

　そこだけは、霧きり香かはあくまで誠実な声で言い切る。

　けれど、すぐに表情と声色と緩めると、

「けど、今日から一ヶ月でレベル的にはみなさんに追いつけないですよね～。だからきっと、その初うい々ういしさを楽しんでもらうような、見に来てくださった観客に応援をしてもらうようなステージになるのかな～なんて」

「……なるほどね」

　見れば──リーダーの女子は、腕を組みうんうんとうなずいている。

「つまり──初うい々ういしい出演者を挟むことで、わたしたちのステージのクオリティも際きわ立だつ、ってことか」

「そのとおり！」

　それまでで一番大きな声で、霧きり香かはリーダーの言葉を肯定した。

「今回は、全体の兼ねあいや相乗効果まで考えて、お誘いしてるんですよ～。せっかく出ていただくなら、それがご本人たちにとってもプラスになってほしいですからね～。だから、最初から多めに候補者を出すこともしていないんです。四組だけ！　まずはそのみなさんに、きちんとお話しして気持ちを伝えたいな～って──」
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「──ですから」

　言って──霧きり香かは数歩後ろに下がる。

　いつの間にか詰まっていたＰｈａｓｅｒｓのメンバーとの距離を広がる。

　彼女は小さく咳せき払ばらいすると、それまでおちゃらけていた顔を、誠実そうに引き締めた。

　そして、

「改めてうかがいます」

　よく通る声で──彼らに尋ねる。

「Ｐｈａｓｅｒｓのみなさん。来月、十月五日金曜日の文化祭で──わたしたちの運営する共同ステージに、出演いただけませんか？」
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「──わかりました。出演させてもらいます！」





＊






「──おう！　よろこんで出させてもらうよ！」





＊






「──いや～ここまで酷ひどいとは思わなかったですね～」

　ａｌａｌａとの交渉を終え、見事彼女たちの快諾をいただいたあと。

　特別教室に向かう道すがら、霧きり香かが目を細めこちらを見る。

「もうちょっと、マシなコミュニケーションができるのかと思ってましたー。わたしが教えた技術は使わないにしても、最低限相手に合わせたやりとり程度はできるのかな～って」

　午後四時過ぎ。校庭では野球部、サッカー部が練習を始め、校舎には吹奏楽部のロングトーンが響き始めている。

　御ご殿てん山やま高校は部活が盛んではない、と聞いていたけれど、それでもこの時間の学校は活気づくらしい。もしかしたら、文化部は文化祭の準備も始まっているのかもしれない。

　そして、そんな活発な空気の中で、

「ご、ごめん……」

　あまりの申し訳なさに、僕はかすれた声でそう言った。

「確かに、全然力になれなかったというか、足を引っ張ったというか……」

　噓うそをつきたくない、キャラを作りたくないというのはやっぱり本心だ。

　そこをうやむやにするつもりはないし、譲れないところだと思う。

　けれど……霧きり香かに迷惑をかけ、共同ステージのクオリティを大きく落としそうになったのも事実で、そのことは素直に悪かったと思う。

「いや、ていうかもう、キャラ作りたくないとかそういうレベルじゃなかったですよね？」

　しかし、そこからさらに先に踏み込む霧きり香かのその言葉に、ぎくりとした。

「普通に交渉する人間の態度として、あれはダメでしょ。矢や野の先輩がどんな主張を持っていようと、仕事としてダメです。そこはちゃんとやってください」

「……ごめん」

　確かに、そうかもしれないと反省する。

　意地を張りすぎてしまったところも、あったと思う。

『昔の矢や野の先輩に戻す』なんて言われて、その上で霧きり香かの前で人と話すことになって。絶対に、あの頃教わったことの影響を見せたくなくて──必要以上にぶっきらぼうになってしまった。

「あ、あの、そんなに責めないであげてよう……」

　僕らの後ろに付いてきていた春はる珂かが、誰よりもうろたえた様子で霧きり香かに言う。

「今日の霧きり香かちゃん、本当にすごかったよ……。みんな乗り気じゃないのを、話し方だけで変えちゃって……こんなことできるんだって、びっくりしちゃった……」

　きっと、霧きり香かのように『気の強そうなタイプ』と話すのは怖いんだろう。

　どこか怯おびえたような表情で、それでも勇気を振り絞って、春はる珂かはなんとか言葉を続ける。

「でも、誰にでも得意不得意はあるから……。きっとわたしも、同じことはできないと思うから……矢や野のくんを、あんまり責めないであげてほしい……」

「……ん～」

　その言葉に、霧きり香かはしばし考える。

　唇をとがらせ、じっと春はる珂かを見ている霧きり香か。

　そして彼女は、

「……ごめんなさい、春はる珂か先輩かわいいんで、言うとおりにしようかと思ったけどやっぱりダメです～」

「ど、どうして……」

「あのですねー今日くらいのことは、矢や野の先輩にもできるんですよ～」

　その言葉に──春はる珂かが意外そうに口をつぐんだ。

「実際、できていたんです。わたしといた頃は。高校に入って、わたしと縁を切って、作るのやめるまでは。今だって、本当はもう少しできるのを──そうしていないんですよ」

　だから、と言いながら、髪を風になびかせ霧きり香かは僕を見る。

「やるべき仕事をできるくせにやらない。それはさすがに、ダメでしょう」

　春はる珂かが何かを言いたそうに、きゅっと唇を結ぶ。

　けれど、うまく言葉が見つからないのか、彼女は悔しげに霧きり香かをじっと見ている。

「これから矢や野の先輩は、何度もこんな場面に出くわします。何度も何度も、キャラを演じればうまくいくところで、選択を迫られます。そのときに──」

　霧きり香かは首をかしげ──雑誌の表紙でも飾りそうな笑みを浮かべた。

「──どこまで意地を張れるんでしょうね～？」

　その言葉に──僕も春はる珂かも言い返すことができない。

　──霧きり香かの言うことは正論だ。

　どちらが正しいか、と問われれば、きっと彼女の方なのだろうと思う。

　だから、怒ることも反論することもできなくて。

　とはいえ、彼女の考えを受け入れることもできなくて──。

　ただ黙って、霧きり香かのあとについていくことしかできない。

「──さて～、あと誘いたいのは、トラックメイカーの『Ｏｍｏｃｈｉ』さんだけですね～」

　それまでの空気が噓うそだったかのように、霧きり香かが話題を共同ステージに戻した。

「すでにメールでやりとりしてるんですけど、結構彼女は交渉が難しそうなんですよね。癖がありそうなタイプというか～」

「……そう、なのか」

　これ以上引きずるわけにもいかないだろう、僕も頭を切り換えながらなんとか反応する。

　霧きり香かでさえそう言う、ということは、よっぽど癖のあるタイプなんだろう。

　だとしたら、これまでのように勢いでお願いに行っても、どうにもならないかもしれない。

「だから一旦、それ以外の部分を固めましょうか～。全部状況が整って、めどが見えてからＯｍｏｃｈｉさんにはお願いに行こうかなと～」

「そっか、うん、わかった。そうなると……」

　言って、僕と霧きり香かは同時に振り返り、

「明日は～春はる珂か先輩の出し物について、相談しましょうか～」

「そう、だな……」

　未いまだに一人、納得のいっていない表情の春はる珂かの方を向いた──。
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　──ぼんやりと、霧きり香かの言葉が頭に響き続けていた。

　宮みや前まえ高校に戻って、荷物をまとめて帰宅する帰り道。

　日は沈みきる直前で、見上げると意外に沢山の星が東の空に散らばっている。

　ショックを受けている──のだと思う。

　霧きり香かの言葉が頭から離れないし、隣に春はる珂かがいることにもあまり意識がいかない。

　彼女の主張は正論だったし、僕には一つも反論のできないものだった。

　──ただ。

　そのショックは苦痛や苦しさとしてではなくて、ぼんやりとした熱として僕の頭を侵していて。よくわからない心こころ許もとなさと、ふわふわした現実味のなさに、僕は全てのことに対して上の空だった。

　だから、

「ふっ……ふぐっ……」

　そんな声が聞こえるまで──僕はそのことに、気づいていなかった。

「ふっ……ううっ……うっ……」

　見れば、隣の春はる珂かが。

　黙って僕の横を歩いていた春はる珂かが──泣いていた。

　ボロボロと涙をこぼし、それを慌てて手で拭いながら、唇を嚙かみしめて嗚お咽えつを殺している彼女──。

「……え、ちょ！　ど、どうしたんだよ……!?」

　予想だにしていなかった展開に、マヌケな声が出てしまった。

「な、なんで泣いて……え、ええ……!?」

　もしかして……何かしてしまっただろうか。

　ぼーっとしている間に、何か酷ひどいことを言ったか……!?

「ご、ごめん……大丈夫か!?　お、おい、春はる珂か……！」

　訳もわからず、何か悪いことをしている気になってしまう。

　けれど春はる珂かは──、

「う、ううううううううっ！」

　ついに、盛大に嗚お咽えつを漏らし始めた。

「う、うええええええええぇぇぇ……！」

　子供のような泣き声に、周囲を行く学生が、主婦が、幼稚園くらいの子供が心配そうにこちらを見る。

　僕は完全に慌ててしまって、

「ご、ごめんって春はる珂か……！　ほ、ほら、泣なき止やんでくれよ、なあ！」

　一度通りの脇で彼女を立ち止まらせ、ポケットからハンカチを取り出し涙を拭う。

「ど、どうしたんだよ急に……なんかしたなら謝るよ……」
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「ち、違うの……」

　嗚お咽えつしゃくり上げの合間に、震える声でそう言う春はる珂か。

「く、悔しくて……」

「……悔しい？　な、何が……？」

　尋ねると、春はる珂かは涙をこぼし続けたままこちらを向き──、

「──矢や野のくんを、助けられなくて」

　その言葉に──ぼんやりしていた心臓が小さく跳ねる。

　いつもは助けられることが多い春はる珂かの。どこか抜けて、おっとりした春はる珂かの──助けたいという気持ち。

「わたし……もっと矢や野のくん、かばいたかった……。霧きり香かちゃんに、あんな風に言われて……わたし、すごく、嫌で……だから……わたしも、もっと、言い返したかった……」

「そ、そう……だったのか」

　はっきりと──僕はその言葉が意外だった。

　春はる珂かが、僕に対してそんな気持ちを抱いてくれていたことが……泣き出すほどに、強くそう思ってくれていることが、完全に予想外だった。

「で、でも……あいつの言うことも、正しかったと思うよ。だから、僕も全然反論できなかったし……」

「……あ、あのね、それは……わたしも……正直そう思うの」

　泣きながらも言いにくそうに、春はる珂かは口ごもる。

「でも……でも、だからこそなの……」

　そして、彼女は僕の制服の裾をぎゅっと摑つかみ──。

　まっすぐ僕の目を見て、吐息混じりに言う。

「だからこそわたしは──同じくらいの正しさで、矢や野のくんを肯定したかった……。矢や野のくんの選択を、正しいって、霧きり香かちゃんに主張したかったの……」

　──そこで、僕はようやく気づかされる。

　目の前で、ぽろぽろ涙をこぼしている春はる珂か──。

　彼女に対する見方が──告白以来、偏りすぎてしまっていたことを。

　この子の気持ちは「好意」だというのに、それに対して奇妙な身構え方をしてしまっていたことを──。

　受け止められるかどうかは、別になってしまうけれど。

　この子が僕に向けてくれている感情は──こういうものでもあるのだ。

　大切に思って、幸せにしたいと願って、そのためには涙もこぼしてくれる。

　そのことを今──初めて理解した。

「……ありがとう」

　おずおずと、僕は春はる珂かにそう言う。

「春はる珂かがそんな風に思ってくれてるってだけで、ずいぶん気が楽になったよ。ありがとうな……」

「……ううん」

　涙を拭い、春はる珂かは首を振る。

「わたしが、ただそうしたかったってだけなの……。個人的なわがままだよ……」

「でも……いや、だからこそうれしかったんだ」

　と、彼女は一瞬視線を辺りにさまよわせてから、

「……じゃあ、もしよければ」

　ふらりとこちらに近づいてくると──その顔を、僕の肩にもたせかけた。

「これくらいは、許してほしい……」

　シャツに涙がしみていくのを、じわじわと感じる。

　薄い生地越しに感じる、熱い彼女の吐息。

　──僕の胸に、ジンと淡い高揚が走った。

　直接感じる彼女の温度に、小刻みに震えるその身体からだに──体温が徐々に上がっていく。

　反射的にこみ上げる、苦い罪悪感──。

　……何を考えているんだ、僕は。

　違うんだ。これは決して、春はる珂かに対する感情ではない。

　同じ身体からだを共有している僕の恋人、秋あき玻は。春はる珂かの向こうに彼女の存在を感じ取って、僕は少し混乱しているだけだ。決してこの気持ちは、春はる珂かに向けたものなんかじゃない──。

「……はぁ」

　考えているうちに、春はる珂かがそんな声を漏らし、顔を上げる。

「ありがとう、ちょっと落ち着いた……。よかった、拒絶されてたら、もっと泣いちゃってたかも……」

「……まあ、これくらいは、いいよ。僕のせいで泣いてくれたんだし……」

「じゃ、じゃあ！」

　と、春はる珂かはもう一度僕の制服の袖を摑つかみ、じっとこちらを見据えて──、

「この勢いで、わたしと付き合って……」

「……そ、それは、難しいなあ」

　どんなテンションで応えればいいのかわからなくて、思わず引きつった顔でそう返してしまったけれど、

「……だよねえ」

　春はる珂かは存外楽しげな顔で、いつもどおりの軽い足取りで歩き出した。

　よかった、突然のことでうろたえてしまったけど、本人もさほど本気ではなかったらしい……。

「つらいなー、片思いはー。……でもいいもん！　わたしまだ、あきらめてないもん！」

　相変わらず、軽い口調で続ける春はる珂か。

　と、彼女は気づいたような顔になると──、

「──あー、そろそろ入れ替わりみたい……」

　こちらを振り返り、名残惜しそうにそう言う。

「わたしは、今日はここまでだね。お疲れ様、矢や野のくん。色々ありがとうね」

「ううん……こっちこそありがとう」

「あとねー、多分この感じだと、泣いてたの秋あき玻はにバレるから……うまく説明してあげてね」

「……うん、わかった。任せとけ──」







「──そう、そんなことがあったの……」

　案の定、自分の頰が濡ぬれているのに気づいた秋あき玻はに事情を説明し終えたところで、ちょうど水みな瀬せ家の前についた。

　街灯の下、灯あかりに照らされながら、秋あき玻はは春はる珂かと同じように悔しげに唇を嚙かんでいた。

「でもまあ、うん……僕としては、大分気持ちも落ち着いたから大丈夫だよ。また明日から、共同ステージの準備、がんばろう」

「……そうね。やっぱり庄しよう司じさんのことはあまり好きになれないけれど……仕事は仕事として、きちんとやりたいわ」

　と、秋あき玻ははこちらに視線をやり、何かに気づいた顔になり、

「……矢や野のくん。肩、濡ぬれてる……」

　──反射的に、ぎくりとしてしまった。

　そのことだけは──春はる珂かに肩を貸してしまったことだけは、秋あき玻はに説明せずにいたのだ。

　隠すつもりがあったわけじゃない。ただ、彼女をいたずらに心配させたくなかった。

　けれど、僕の動揺は彼女にも伝わってしまったようで、

「……春はる珂かの、涙なの？」

　……こうなれば、全てを打ち明けるしかないだろう。

　ここから事実を隠し通すのは難しいし、噓うそだってつきたくはなかった。

「……そうだよ、ごめん。僕も、断りきれなくて……」

「……そう」

　短くそう言う秋あき玻はの表情の奥に──不安が抑えこまれているような気がした。

　薄暗い街灯の下、彼女の本心はいつもどおりに見えにくいけれど……実は、動揺しているんじゃないのか。疑いの気持ちを、抱いてしまったんじゃないか──。

「──あ、あの！　心配するようなことはなにもないから！」

　そう口に出してから、存外声が大きいのに自分で驚く。

　残響が暗い住宅街から消えるのを待って、僕は声を抑えると、

「なんか、流れでそうなっただけで……僕の気持ちは揺れたりはしてないから。だから、安心してほしい……」

「……ふふ」

　その言い方が面白かったのか、秋あき玻はは口元に手を当てる。

　そして、切れ長の目をすっと細めると──囁ささやくような声で言った。

「うん──もちろん信じてるよ」
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　──文化祭当日まで三週間を切った。

　我らが二年四組でも、準備が着々と進みつつあった。

「おー、みんなすげえ熱心だなあ……」

　放課後の教室で、有志が多数残って作業しているのを眺めながら、僕は他人ひと事ごとみたいな口調でそうこぼしてしまう。

「まさか、ここまで協力的にやってくれるとは……」

「でしょ?!」

　僕の隣で、クラス展の責任者となった須す藤どうが進行表片手に胸を張る。

「進行も順調だよ！　コンセプトもメニューも店内デザインも決定済み。そこから先が心配だったけど、古こ暮ぐれちゃんのおかげで進捗率余裕の１００％越えですよー」

「……おお！　すげえなあの人」

　言っている間にも、教室の隅では古こ暮ぐれさんを中心に打ち合わせが行われ、備品手配の段取りが進められていく。センスがあって気の強い印象の古こ暮ぐれさんだけど、こういうときにはリーダーシップも発揮してくれるタイプだったらしい。

「──テーブルセットの数自体は足りると思う。誰か、移動用に軽トラとか用意できる人いないかな？」

「あ、うちの親動員すればいけるかも！　ちょっと確認してみるわー」

「制服は？　そっちも古こ暮ぐれさんちの借りられる？」

「うちは制服ないんだよね……。だから、どこかで調達してくるか作るかしないと──」

　──このクラスの出し物は『老舗風喫茶店』だ。

　文化祭にありがちなポップな喫茶店ではなく、この西にし荻おぎの街にぽつぽつあるような、個人経営の老舗喫茶店風のお店を作る、ということらしい。

　実行委員として働いている分、僕はあまりそこに関われないのだけど、純粋に良いいアイデアだなと思った。

　什じゆう器きや内装が大変そうではあるけれど、そこはこのクラスの内装担当リーダー、古こ暮ぐれさんが大活躍。彼女の実家はまさにそういう『西にし荻おぎの老舗喫茶店』で、そこから必要なものをお借りして使わせてもらう流れのようだ。

「被服部か手芸部の人たち、制服作れたりしない？　多分知り合いのお店に頼めば、それっぽい制服をサンプルで借りられると思う。そこから型紙取ったりして──」

　その様子に、隣で一緒にそれを眺めていた春はる珂かが目を細める。

「よかったねえ、古こ暮ぐれさん、元気になって……」

「うん、そうだな……」

　──夏休み前。修しゆう司じに振られた直後は落ち込んでいた古こ暮ぐれさんだけど、最近はずいぶんと持ち直したらしい。てきぱきと指示を出し現場をまとめていく姿に、こちらまでほっとした気分になってしまう。

　ただ──僕らは僕らで、これから仕事があるのだ。

　須す藤どうが打ち合わせに戻り。春はる珂かと机を寄せ合って、ノートや筆記用具など話し合いの準備を進めていると、

「──どうも～こんにちは～！」

　教室入り口で軽い声が響いた。

　聴き慣れないその声色に、注目が集まる。

　けれど、声の主は物もの怖おじすることもなく教室に踏み入ると──、

「御ご殿てん山やま高校、文化祭実行委員の庄しよう司じ霧きり香かですー！　矢や野の先輩と水みな瀬せ先輩、いますか～？」

　その整った顔に高輝度の笑みを浮かべ、辺りを見回した。

　好奇心旺盛な目に、控えめに通った鼻筋。口元には何やら楽しげなカーブを描いている彼女──。

　教室のざわめきが一層大きくなる。主に男子から好奇の目が注がれる。

　思った以上に派手な登場に、僕はどぎまぎしながら手を挙げ、

「あ、ああ……霧きり香か、こっちだよ」

「あーどうもー！　お疲れ様です～！」

　彼女は女子会に遅れて到着したようなノリで、僕の隣に用意しておいた席に腰掛けた。

「お隣失礼しま～す！」

　……もう少し、こそっと入って来るものだと思ってたんだけどな。

　他校の、しかも年上の教室に入るんだ。緊張したり、気が引けたりしないんだろうか……。こういう度胸は自分にはないから、どうしてもそれがうらやましくなってしまう。

「いや～始まってますねー準備。我々もがんばらないと！」

「……でも、本当によかったのか？　ここで」

　辺りの騒がしさを気にしながら、筆記用具を取り出す霧きり香かに尋ねた。

「一応文化祭実行委員のための部屋はあるし、他にも打ち合わせできるスペースはあるんだぞ？　僕らは別に、そっちでもいいんだけど……」

「ああいえいえ、むしろここがいいんですよ～！　だからさっそく、相談していきましょう！　ね、春はる珂か先輩！」

「……う、うん」

　突然笑みを向けられ、春はる珂かはおずおずとうなずいた。その顔には警戒心がありありと見て取れる。きっと、昨日の一件が未いまだに尾を引いているんだろう。

　けれど、今日の本題は──春はる珂かがステージで何をするか、だ。

「で、どうです？　何かやりたいこと、思い付きました～？」

「それが……全然で」

　困り果てた様子で、春はる珂かが唇をとがらせる。

「他の三組が、音楽系でしょう？　そんな中で、わたしが急に何か演奏してもダメだと思うから……それ以外。手品とか、演劇とか、パントマイムとか漫才とか色々考えたんだけど……これだっていうのが、思い浮かばなくて……」

「あ～確かにそれ系だと、他の出演者と差がつきますね～」

　と、霧きり香かはどてーんと身体からだを机に投げ出し、

「見てみたいけどな～、秋あき玻は先輩と春はる珂か先輩の漫才とか！」

「……それだと、やりとりするのに四十分もかかっちゃうよ」

　言いながら、春はる珂かは笑ってしまっている。

　確かに、ちょっと不謹慎な気もするけれど、そんな漫才は見てみたかった。二重人格の女の子によるセルフボケとセルフツッコミの漫才……。春はる珂かの天然ボケに秋あき玻はが冷静に突っ込んでいくスタイルだろうか。

　しかし……霧きり香かは今のセリフ一発でこの場の緊張を解いたな。

　その辺りの手腕は相変わらず確かなもので、口に出さないまでも僕はまた感心させられてしまう。

　その後も、やりとりをするもこれだというアイデアは浮かばず。意見の出てくる頻度も徐々に落ち始める。

　これは……やっぱり難しいだろうか。

　今からでも、他の誰かに頼んだ方がいいだろうか……。

　そんなことを、思い始めたところで、

「……あ、あの、こんにちは」

　傍かたわらから控えめに声をかけられた。

　顔を上げると、

「今、ちょっと大丈夫かな……？」

　短めの髪に、和風かつ控えめに整った顔。

　霧きり香かとは対照的に、穏やかな印象の女生徒──柊ひいらぎ時とき子こさんが、春はる珂かの傍かたわらに立っていた。

「……あ、時とき子こちゃん！」

　春はる珂かが顔を上げ、ぱっと笑みを咲かせた。

「うん、大丈夫だよ！　話し合い、完全に煮詰まっちゃってたところだから……。どうしたのー？」

　──柊ひいらぎさんは、僕や秋あき玻は、春はる珂かとは別のクラスに所属している同い年の友人だ。

　僕らと仲良くなったのは、一学期の終わり頃のこと。特に春はる珂かとはずいぶん親しくなったようで、時折こうして放課後お互いのところにおしゃべりに行っているらしかった。

「えっとね、この間話した本、貸そうと思って……」

　言いながら、柊ひいらぎさんは持っていた鞄に手を入れ一冊の本を差し出した。

「わー、わざわざありがとう！　読んでみたかったけど、本屋に全然ないんだよねーこれ……」

「わたしもう読み終わってるから、ゆっくりでいいからね？　とっても面白かったよ……」

「……ふむふむ～」

　やりとりを見守っていた霧きり香かが、ふいにそんな声を上げた。

　そして、彼女はまん丸な目を柊ひいらぎさんの方に向け、

「あの、はじめまして～。わたし、御ご殿てん山やま高校文化祭実行委員の、庄しよう司じ霧きり香かというのですが～」

「あ、は、はい、はじめまして……。柊ひいらぎ、時とき子こです……」

　ふいに話題を向けられ、柊ひいらぎさんは鞄かばんの取っ手をぎゅっと握った。

「柊ひいらぎ先輩、春はる珂か先輩と仲がいいんですね～」

「そ、そうですね。秋あき玻はちゃんとも仲良くしてもらってて……」

「そうだったんですか～。ちなみに、本が好きなんですか？　結構読まれる方です～？」

「え、ええ……。割と読んでる、方なんじゃないかなと……」

「やっぱり～。なんか、『文学少女』って感じですもんね柊ひいらぎ先輩……」

　そのやりとりに、妙にはらはらしてしまう。

　急に柊ひいらぎさんに絡からみ出して、霧きり香かは一体どうするつもりなんだろう……。

　もちろん、霧きり香かのことだから余計なことを言って傷つけたり怒らせたりはしないだろう。出会ってから一度たりとも、僕はこの子が「不用意な発言」をするところを見たことがない。それでも、彼女の目的がまったく読めなくて、僕はそこはかとなく不安になる。

　そして、霧きり香かは椅子ごと柊ひいらぎさんの方を向き──、

「じゃあ、柊ひいらぎ先輩──ご自分でお話を書かれたことは？」

「へっ……？」

「そんなにお好きなら、自分でも物語を書いてみたことがあったりしないですか～？」

　その問いに──柊ひいらぎさんが硬直する。

　白い頰が、徐々にピンク色に染まっていく。

　そして彼女は額に汗を浮かべ、なぜかしどろもどろになりながら──、

「……ま、まあ、遊び程度で……」

　消え入りそうな声で、そうつぶやいた。

「……なくは、ないというか……」

「えー！　いいじゃないですか～！」

　椅子から立ち上がり、霧きり香かが身を乗り出す。

「ちなみに、それはどんなお話なんですか～!?」

「え、えっと、ファンタジーっぽいのを、少々……」

「ファンタジー！　完璧です！」

　そして──霧きり香かは僕らの方に向き直り。宣言するように──こう言う。

「演劇をやりましょう──柊ひいらぎ先輩の脚本で！」

「え、ええええ!?」

　柊ひいらぎさんが、聴いたこともない素っ頓狂な声を上げた。

「え、演劇!?　脚本!?　な、なんの話……？」

「ですから～、柊ひいらぎ先輩のお話を劇にするんですよ～！　文化祭の共同ステージで！」

「え、えええ……そ、そんな急に……まだわたし、ちゃんと最後まで書けたこともないのに……」

「大丈夫ですよ～！　その初うい々ういしさが、きっと春はる珂か先輩の魅力とうまく嚙かみ合あうと思うんです！」

「え、う、初うい々ういしさ……？」

「そうそう。つまり、柊ひいらぎ先輩はかわいいから大丈夫、ってことです～！」

「え、ええ……」

　困惑気味の柊ひいらぎさん。眉を寄せ目をふらふらと泳がせ、ずいぶんと不安げに見える。

　でも、それも当然だ。いきなり見ず知らずの人に脚本を書けと言われて、困惑しない人はいない。今回は完全に霧きり香かのアドリブなせいもあってか、さすがにちょっと誘い方に無理がないか……？

　けれど、そんなことを考えながら柊ひいらぎさんに視線をやった僕は……今回も気づいてしまう。

　柊ひいらぎさんの表情の中に、ほんのわずかに「やってみたいかも……」という色が見えることに。

　彼女がすでに、霧きり香かのノリに巻き込まれ始めていることに……。

　さらに、

「……あ、あの、お話中すいません……」

　おとなしそうな女子二人が、春はる珂かの元にやってくる。

「ごめん、春はる珂かちゃん……。実はわたしたち、手芸部としてお店の制服作ることになったんだけど……手が足りなそうで」

「だから、春はる珂かちゃんも手伝ってくれないかな……？　実行委員の合間に、空いた時間だけでもいいから……」

　彼女たちは、与よ野の沙さ也やと氏うじ家いえ加か奈な。春はる珂かと仲のいいこのクラスの女子二人組だ。

　手芸部に所属していてその腕も確からしく、時々学校に持ってきている小さなマスコットやその他小物は、売り物と見分けがつかないほどしっかりしたものばかりだ。

　どうやら、古こ暮ぐれさんによって老舗喫茶店の制服制作担当に任命されたらしい。その人選の的確さに、やるなあ古こ暮ぐれさんとなんだか感心してしまう。

「あー、沙さ也やちゃん加か奈なちゃん！　少しずつでもいいなら、もちろんやらせてもらうよ！」

「わ、ほんと……？」

「ありがとう、すごく助かるよ……」

　そして、それをきっかけに霧きり香かの視線も彼女たちの方にも向き、

「……お～、お二人も、春はる珂か先輩のお友達ですか～？」

「え？　あ、ええ……」

「そ、そうですけど……」

　猛獣に狙いを定められた小動物のように、二人は不安げに身を寄せ合う。

「手芸部、ということは……そうだな～、人形とかも作れちゃったりします～？」

「……あ、うん、人形は作れます……」

「というか、得意分野で……」

「よ～し！」

　我が意を得たり！　といった表情で、霧きり香かがうんうんとうなずいた。

　そして彼女は、もう一度この場にいる全員を見渡し──、

「なら──このメンバーで『人形劇』やっちゃいましょ～！」

「え、に、人形劇!?」

「そうです！」

　あたふたと尋ねる春はる珂かに、自信に満ちた表情で霧きり香かはうなずいてみせた。

「脚本、柊ひいらぎ先輩。人形制作、沙さ也や先輩加か奈な先輩、そして主演春はる珂か先輩で人形劇をやるんです！」

「え、えええええ……」

　額に手を当てている春はる珂か。何やらもじもじしている柊ひいらぎさん。

　与よ野のさんと氏うじ家いえさんに至っては、わけがわからずぼんやりしている。

　けれど、二人も春はる珂かに事情を説明されると、

「え。ええ……!?」

「わたしたちが、そんなステージに……!?」

　目を白黒させ、慌てふためき始めた。

「……で、でも、本当に大丈夫なのかなあ？」

　彼女たちを代表して、春はる珂かが不安げに尋ねる。

「だって、他に出演する人たち……本当にみんなすごいじゃない。全国レベルだったり、ほとんどプロだったり……。そんな人の中でこんな素人しろうとがやっても、迷惑をかけるだけなんじゃ……」

「……ん～……確かに、普通はそう考えると思うんですよね～」

　そして霧きり香かも、あっさりとそう認めた。

「他の出演者はみなさん、日頃から練習を積んで技術を身につけてる人たちですからね～。正直ハードルはめちゃくちゃ高いと思いますし、普通そこに初心者を突っ込んだりはしないと思います～」

「じゃ、じゃあ、なんで……？」

「ぴーんときちゃったんですよね」

　春はる珂かの問いに──霧きり香かは不敵に笑ってみせた。

「最初に春はる珂か先輩に会って、話してるときに、なんかイメージが湧いちゃったんですよー。全ステージガチガチにやってもいいけど、気を抜ける時間があった方がいいなって。で、気を抜くって言ってもそれは適当な出し物とかじゃなくて、なんかこう……すっごくいい感じの『癒やしタイム』にしたいな～みたいな」

　……Ｐｈａｓｅｒｓとａｌａｌａを誘うときに言っていたことと、同じ話だった。

　僕はてっきり、適当な出任せなんじゃないかと思っていたけれど、どうやら霧きり香かの本心だったらしい。

「それでね、春はる珂か先輩のかわいさって、そういうのに持ってこいなんじゃないかーって。ちょっと天然っぽくて、でも芯は強くて、したたかなところもある感じというかー。だから、例えばお友達と一緒に何かをやれれば、すごく素敵な『箸休め』になりそうだなーと思ってたんですけど、今日、柊ひいらぎ先輩、沙さ也や先輩、加か奈な先輩とお会いして、やっぱりいけそうだな～って」

　そして、霧きり香かは彼女たちの前に立つと、先ほどよりもまじめな声で──彼女たちに呼びかける。

「ていうことで、やっちゃいましょうよ！　みなさんの人形劇で、共同ステージに彩いろどりを加えちゃいましょう！」

　酷ひどく不安げに、そわそわし始める面々。

「え、どうしよう……」

「わたし、緊張しちゃうんだけど……」

「……脚本、今から書けるかな……」

「スケジュール的には、やれなくもない……？」

　小声でそんなことを言い合っている彼女たち。

　話が現実的になり始めたせいか、不安の色もずいぶん濃くなったような気もする。

　けれど──やっぱり。

「……共同、ステージかあ……」

「お話……確かにちょっと、反応は見てみたいかも……」

「動かせる人形、前から作ってみたかったんだよね……」

　彼女たちの中には、確かに「やってみたい」という願望と、よくわからない熱が生まれ始めているようにも見えた。

「せっかくだし、思い出作りたいよね……？」

「三年生になったら、勉強であんまり無理はできないだろうし……」

「うん、今回が、最後のチャンスなのかも……」

「……結構、ありじゃない？」

　──もはや、完全に『やる流れ』だった。

　柊ひいらぎさんも与よ野のさんも氏うじ家いえさんも、気づけばその顔にうっすらと笑みを浮かべ、頰は桃色に染まり始めている。霧きり香かの作り出した勧誘のリズムに、乗り始めている──。

　こうなれば、きっとあと必要なのは最後の一押しだけで、

「……あ、あのさ」

　じっと悩んでいた春はる珂かが、僕の方を向いた。

　彼女は恐る恐る、といった表情で、

「これは、個人的な気持ちを、聞いてみたいんだけど……」

「う、うん……どうしたよ？」

「矢や野のくんは……」

　そう言い──春はる珂かは小さく首をかしげた。

「わたしたちが作る人形劇、見てみたい……？」

　……顔を上げ、しばし考えてみる。

　柊ひいらぎさんが脚本を書き、与よ野のさんと氏うじ家いえさんが人形を作り、春はる珂かが演じる人形劇──。

　それを、文化祭の共同ステージで──。

　想像してみれば、確かに個人的に思うことはある。

　ただ、それよりも、

「ど、どうかな……？」

　──真剣な表情で、緊張気味にこちらを見る春はる珂か。

　その表情に──なぜか僕は、小さくショックを受けた。

　春はる珂かが少しずつ、踏み出そうとしている。引っ込み思案だったあの子が、変わっていく。

　それも──他ならぬ、庄しよう司じ霧きり香かの誘いで。

　まるで、あの頃の自分みたいに思えた。

　霧きり香かによって、人との接し方を教わり変わっていった自分みたいに──。

　そのことに、僕は一瞬どうリアクションすればいいかわからなくなるのだけれど、

『わたしたちが作る人形劇、見てみたい……？』。

　その春はる珂かの問いに──噓うそをつくわけにはいかないだろう。

　感じていることは、きちんと伝えなきゃいけない。

　僕は一度ため息をついてから、渋々口を開き……春はる珂かに答えた。




「……結構、見たいかも」
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「──やー、なんとか決まってよかったですね～」

　そう言って、霧きり香かがうーんと身体からだを伸ばす。

「行き当たりばったりでしたけど、形になりそうなんでほっとしましたよ～。あとはＯｍｏｃｈｉさんがＯＫしてくれるかですね～」

「……いやほんと、今回は結構チャレンジだっただろ」

　打ち合わせをしたい、という春はる珂かたちを教室に残し。

　昇降口まで彼女を案内しながら、僕はどはぁあ……とため息をつき文句を言う。

「もうちょっと計画的に、先に話を通しておくとかした方がよかったんじゃないか？　今日柊ひいらぎさんたちが来なかったら、話全然まとまらなかっただろ……」

　放課後の廊下では、多数の生徒たちがそれぞれのクラスの準備に励んでいた。

　オバケ屋や敷しき用だろう、おどろおどろしい幽霊のオブジェの制作に励む者や、メイド喫茶の看板に異常にクオリティの高いイラストを描き込んでいる生徒。

　遠くからは、軽音部が人気バンドの曲のコピー練習をしているのが聞こえる。

　もちろん、作られているのは質の高いものだけでもない。ただただ色紙を適当に貼ったような用途不明の板や、おざなりな掲示物なんかも目に入る。これはこれで高校の文化祭らしい気もした。

　そんな中で、

「いやいやー、その場の勢いで決まるっていうのが、結構大事だったりするんですよ～！」

　霧きり香かは本心の摑つかめない口調で言う。

「どうせうまく話を転がせば、何かしら話はポジティブな感じに持って行けるんですからー。あとはそれに、どれだけ勢いをつけられるかです。そういうのは、場面の力を使うと結構いいんですよね～」

「……そんなもん、なのか……」

「そういうものですよ～」

　普段の僕だったら納得しなかっただろう。場面の力なんて不確かなものに頼らずに、しっかりと準備を進める方がいいに決まっている。

　けれど、その主張をしているのは庄しよう司じ霧きり香かなのだ。不本意ながらも説得力を感じてしまって、僕はそれ以上言い返せなくなる。

「……ところで」

　ふいに霧きり香かがこちらを覗のぞき込こんでくる。

「ずっと謎だったんですけど～」

「……何が？」




「──なんで春はる珂か先輩とは付き合わないんですか？」




「……は？」

　予想だにしていなかった問いに──思考が停止した。

　……どういう意味だ？　彼女に告白されたことは、霧きり香かには話していないはずだ。

　こいつ──どこまで知って、何を聞こうとしている？

「どういう、ことだよ……？」

「いやー、秋あき玻は先輩と春はる珂か先輩は、二重人格なんでしょう？」

「そう、だけど……」

「つまりそれって、本当は秋あき玻は先輩と春はる珂か先輩は、一人の人間ってことですよね？　なのに、秋あき玻は先輩とだけ付き合って春はる珂か先輩と付き合わないのは……不自然じゃないですか～？」

「……いやいやいや」

　思わず声に熱を込めながら、僕は首を振る。

　霧きり香かが告白について言っているわけではないことは、よくわかった。

　ただ、その分根本的な質問を、僕に向けている。

　二重人格相手に恋をするなら──その両方を好きになるのが、自然なのではないかと。

　けれど、

「確かに、身体からだは一つのものを共有してるけど、あの子たちはれっきとした一人一人の人間だよ」

　それが、彼女たちに出会ってから今日まで、決して変えることのなかった基本スタンスだった。秋あき玻はと春はる珂かは確かに、同じ身体からだに同居している。それでも、彼女たちはそれぞれに気持ちがあって、願いがあって、別個の人間として生きている。

　だから──、

「それを同じとして扱うことなんてできないし……どっちにも好意を抱くなんて、無理だよ」

「……本当ですか？」

　霧きり香かはなおも質問を重ねる。

「本当に、迷ったり悩んだりすることもないんですか？」

　それは──純粋な問いのようだった。

　探りを入れるでもなく、疑っているでもなく、ただ単に霧きり香かが僕の気持ちを、本当かと知りたがっている。

「だって、二人とも完全に同じ身体からだで、顔なわけじゃないですか。性格は真逆に近いけれど、その根っこは繫つながってるんでしょうし、どっちも魅力的な女の子じゃないですか。すごくかわいいし……。だから……」

　全てを見透かすように──霧きり香かは僕の目を見る。

　毒々しいマニキュアみたいにラメを宿した瞳が、僕の心臓を射貫く。

　そして彼女は──、

「春はる珂か先輩に、ドキッとすることさえないんですか？」

　らしくもないまっすぐな口調で、そう尋ねた。




「あるわけないって」




　──気づけば、反射的にそう答えていた。

　その顔に笑みを浮かべて、深刻さを極限まで取り払った軽い口調で。

「マジであいつのことは、いい友達だと思ってるよ。確かに、秋あき玻はとは同じ身体からだだけど……中身が違うと全然見え方が違うんだよな。だから、春はる珂かを異性として意識したことは、一度もないよ」

　そう続けながら──僕ははっきりと自覚していた。

　これは、技術だ。

　今僕は、霧きり香かに教えられた技術を使って、声色と表情を作って話している──。

　──胸にこみ上げる、数ヶ月ぶりの自己嫌けん悪お。

　噓うそをついているような、ぼんやりとした罪悪感──。

　けれど──心のどこかで感じてしまっている『便利さ』。

　確かにこの言い方は……この場で全てをうやむやにすることができる。

　霧きり香かは予想外のものでも見たように目をしばたたかせる。

「……そうですか」

　そして、満足げに目を細め僕にうなずいてみせ、

「なるほど、よくわかりました」

　軽やかな足取りで、僕の数歩先を歩いていく。

「わたしの、勘違いだったみたいですね～」





＊＊＊






10月23日（日）




　共犯みたいな感覚なのかもしれない、と思う。

　僕と彼女で、この世の中と戦うための武器を身につける。

　それを持っていることを知っているのは、お互いだけ。

　だからきっと、僕の中には彼女に対する仲間意識が生まれつつある。

　向こうは、僕に同じようなことを思ってくれているんだろうか。

　仲間だって、認めてくれているだろうか。

　だとすれば、こんなにうれしいことは他にないのだけど。







[image: 第十五章　【傷つけたい】]







　Ｏｍｏｃｈｉさんとの交渉は難航した。

　メールで霧きり香かが繰り返しアタックするも、返ってくるのはつれない言葉ばかり。

　それでもなんとか……と粘り続けて、実際に会う約束を取り付けられたのは、文化祭本番の一週間前だった。

「こんにちは～！」

　打ち合わせに、と招かれた彼女の自宅。親御さんに案内された、楽曲制作作業に使っているという部屋で。

　そんな風に、いつもどおりのテンションで挨拶できた霧きり香かを心底尊敬してしまう。

「文化祭実行委員ですー！　共同ステージに出演いただきたくて、ご相談に上がりました～！」

　朗らかにほほえむ彼女の足下には──音楽雑誌やら空のペットボトルやら脱ぎ散らかされた着替えやらが、床が見えない程に散乱していた。棚にはＣＤ、レコード、アニメキャラのフィギュアが乱雑に並べられ、部屋最さい奥おうのデスクにはパソコンと音楽機材が山のように積まれている。

　全体的には『大地震に見舞われたリサイクルショップ風』とでもいうべきカオスが、そこには広がっていた──。

　そして、作業デスクの前。

　メッシュの張られたオフィスチェアに腰掛け、こちらを振り返ったのは、

「ああ、どうもー」

　なんだかぼんやりした様子の、メガネをかけた二年生女子──Ｏｍｏｃｈｉさんこと菅すが原わら未み玖くさんだった。

　明らかに部屋着のスウェットに、長く伸びた黒髪。美人の類いであろうその顔には、メイク一つほどこされていない。首にかけたヘッドフォンからは今も音が漏れていて、きっと直前まで作業をしていたんだろう。

　そして、彼女は物もの怖おじすることもにこりとすることもないまま、

「まあまあ、その辺に適当に座ってください。共同ステージは出ないですけど、せっかく来てもらいましたしねー」

　と、座るスペースもない床を指差した。

　──Ｏｍｏｃｈｉさんがちょっと変わった人である、というのは有名な話らしかった。

　ひきこもり、ではないのだけどあまり部屋から出ず学校にも来ず。ただ曲を作ってインターネットで世界に発信し、時々クラブイベントに出演する。

　そんな彼女の作る音楽は国内で評価され、有名ミュージシャンの楽曲のリミックスに参加するなど実績を重ねているそうだ。最近は海外でも「日本のｋａｗａｉｉ系トラックメイカー」というポジションで名前を知られ始めているらしい。

　確かに、試しに一通り聞いた彼女の楽曲は、テクノポップ？　ＥＤＭというのが正しいんだろうか。打ち込み系のきらびやかな音楽で、けれどメロディが親しめる感じの聴きやすいもので。同世代が作ったものだとは到底信じられないハイクオリティなものだった。

　この人が出演してくれるなら、共同ステージが盛り上がるのは間違いないだろう。

　けれど──、

「で、結論から言うとやっぱり出ませんー」

　ものをどけ、なんとか腰掛けた僕らにＯｍｏｃｈｉさんはあっさり言う。

「熱心に誘ってもらっておいて、申し訳ないんですけどねー」

「……そこを、なんとかお願いできないでしょうか」

　これまで霧きり香かに頼りっぱなしだったし、今回こそがんばってみようと僕は口を開いた。

　ややパリピ系の雰囲気があったＰｈａｓｅｒｓ、ａｌａｌａの面々に比べれば、この人の雰囲気は僕に近い。この人なら、僕の交渉でも心動かされてくれるかもしれない。

「Ｏｍｏｃｈｉさんの曲、僕ももちろん聴かせてもらっていますが、本当にすばらしいものだと感動しました。音楽に関しては素人しろうとなんで詳しくは言えないんですが、思わず身体からだが動き出しそうな、それでいてキュンとくる楽曲で……今も登下校の途中によく聴いています」

「わー、それはありがとうございますー」

　Ｏｍｏｃｈｉさんが、にへらと笑みを浮かべる。

　八重歯が覗のぞいて、顔の印象が一層幼くなる。

「同じ学校の人に面と向かってほめられるの、初めてかも知れません。うれしー」

「それで、ですね。今回の共同ステージも、例年と同じく本当に質の高いステージを目指します。観客が沢山来るのも間違いありません。ですから、そこに集まった人たちに、是非Ｏｍｏｃｈｉさんの曲を聴いてもらいたいんです。楽しんでもらいたいんです」

「うーん」

　腕を組み、唇をとがらせるＯｍｏｃｈｉさん。

　けれど彼女は、一応申し訳なさそうに眉を寄せると、

「そう言ってもらえるのは、本当にうれしいんですけどねー。でもやっぱり、お断りしますー」

　……やっぱりダメか。

　そんなに簡単に承諾してもらえないのはわかっていたけれど、僕なりに気持ちを込めたお願いがこうもあっさり断られるとさすがに凹へこむ。

「何か、理由があるんですか～？」

　霧きり香かが、いつものテンションでＯｍｏｃｈｉさんに尋ねる。

　その声が、六畳ほどの部屋に不釣り合いに反響する。

「クラブイベントなんかにはよく出演されてますよねー。人前に出たり、プレイしたりするのが嫌、というわけではないんですよね～？」

「ああ、うん、そうですねー」

　こくりとうなずくＯｍｏｃｈｉさん。

　そして彼女は、しばらく考えるように視線を上げ、

「……そう言えば、なんでだろ」

　ひとりごとみたいに、小さくそんなことを言う。

「なんでわたし、共同ステージ出たくないんだろー」

　……自分でもわかっていなかったのか。なんとなく嫌で、誘いを断ってたのか……。

　もちろん、作り手としては一つ一つの判断に理由なんてつけていられないこともあるんだろう。それでも、こういう局面すら彼女が『感覚』で判断していることに、僕は驚きを覚える。自分だったら──どうしてそう思うのか、だからどうしてこういう結論になるのかを、何度も繰り返し考えてしまうところだ。

「あ！　もしかしてー機材が心配ですか～？」

　相変わらず踊るような声で、霧きり香かが尋ねる。

「体育館の特設ステージでのプレイになりますし、クラブみたいにはいかないんじゃないかー、みたいな!?　だとしたら、大丈夫ですよー！　音響に癖はあるかもですが、予算はしっかり当ててもらっているので、機材は街中にあるクラブと同じくらいの環境をそろえさせてもらうんですよ～！」

「……うーん」

　Ｏｍｏｃｈｉさんは、相変わらず腕を組みうなっている。

「あ！　じゃあお客さんの入りですか!?　ちゃんと観客が来るのか、みたいな～？」

　確かに、それはありえる気がした。

　この人は、ネットに音源をアップすれば数十万回再生され、クラブに出演すれば数百人のお客さんが集まる有名人なんだ。

　ガラガラのフロアに向けて演奏、なんてことになるのが心配なのかもしれない。確かに、文化祭のステージの中には、閑散とした雰囲気の中で進むものもある。

　けれど、霧きり香かは立ち上がり、身振り手振りを加えながら、

「その点は、共同ステージは安心してもらいたいです！　昨年はインディーズで活動しているバンドとか、全国大会に出場した演劇部が出てくれたんですけど、それでも４００人くらいが集まりました！　今年はＰｈａｓｅｒｓとａｌａｌａの出演でもうに話題になっていますし、事前告知もしっかりするので、もう満員大入り間違いなしですよ～！」

　Ｏｍｏｃｈｉさんが出演するクラブはだいたいが２００人規模のサイズのもので、それに比べても今回予想される観客は少なくないはず。

　なのに──、

「そういう問題でも、ないんですよねー」

　Ｏｍｏｃｈｉさんは口をとがらせ、一層声のトーンを落としてそう言う。

「え～！　じゃあ何が心配なんですかねー」

　言いながら、霧きり香かはＯｍｏｃｈｉさんに近づき彼女の手を取った。

「思い付くものがあったら是非教えてください！　わたし、本当にＯｍｏｃｈｉさんの曲が好きなんです！　だからー、Ｏｍｏｃｈｉさんのためだったら結構無茶も通しちゃいますから～！」

　そして、霧きり香かは身をかがめると至近距離からＯｍｏｃｈｉさんを覗のぞき込こみ、

「遠慮せず、友達だと思って何でも言ってください～！」

　──かなりの猛プッシュだな。

　Ｐｈａｓｅｒｓのときもａｌａｌａのときも、誘いをかける霧きり香かの態度にはまだ余裕があった。

　けれど、今回はこの距離感とテンションだ。

　彼女がこの交渉に力を入れているのをはっきりと感じる。

　──けれど、

「……ていうかですねー」

　Ｏｍｏｃｈｉさんは──身をよじって霧きり香かの手を振り払うと、ＰＣの方に視線をやり、

「あのー、わたし、見てのとおり『陰いんの者もの』なのでー」

　そんなことを、言い出した。

「庄しよう司じさん、でしたっけ？　あなた、明らかに『陽ようの者もの』でしょう？」

「『陽ようの者もの』……？」

　初めて聞く言葉らしい、霧きり香かは首をかしげている。

「つまり、明るく元気タイプってことですー。わたし、そういうパリピっぽいテンションで来られるの、ちょっと苦手でー」

「そ、そうなんですかー……？」

　言いながら、霧きり香かは慌てて距離を取る。

　Ｏｍｏｃｈｉさんは視線を霧きり香かに戻さないままで、

「それに『陽ようの者もの』には、わたしみたいな陰かげタイプの気持ちはわからないんじゃないかなー」

「……い、いやいや、そんなことはないですよ。ステージ立つのがめんどくさい！　って気持ちは、わたしも全然わかりますよ～！　ダルいですよね、そういうの！」

「……いやー、ダルいとかでなく。そういうのじゃないんです」

　そう言って、Ｏｍｏｃｈｉさんは一層表情を曇らせる。

「……あ、今わたしのことめんどくせーって思ってますよね？　すいません、そういう人間なんですよーわたし」

「……い、いや、そんなことは思わないですよ～」

　言いながら、霧きり香かは相変わらずその顔に笑みを貼り付けているけれど──それ以上、言葉を続けることができない。

「……というわけで」

　短い沈黙を挟んで、Ｏｍｏｃｈｉさんが話をまとめにかかる。

「やっぱり、気が進まないですし出演は難しいかなーと」

　……これは、どうすればいいんだろう。

　頼みの綱である霧きり香かが空振りし、彼女が出演をいやがる理由もよくわからない。

　じゃあ……どうすればここから、Ｏｍｏｃｈｉさんの承諾を得ることができるんだろう。

　彼女に心を開いてもらうことができるだろう。

　霧きり香かと一瞬目を合わせる。

　本当にめずらしく、悔しげに彼女は唇を嚙かむと、部屋の出口にちらりと視線をやった。

　これは一度──引いた方がいいかもしれない。

　きっと、そういう意味のアイコンタクトだ。

　確かに、このままではどうしようもないし、まずは作戦を練り直すべきかもしれない。

　霧きり香かに小さくうなずき、腰を上げかけたところで、

「……学校が嫌、とか？」

　ふいに──後ろから声がした。

「Ｏｍｏｃｈｉさん……学校が苦手なんじゃないですか？」

　振り返ると──秋あき玻はが。

　それまで黙っていた秋あき玻はが、ふと思い付いたような顔でＯｍｏｃｈｉさんを見ている。

　そして、当のＯｍｏｃｈｉさんは──不意を突かれたような顔で。小さく目を見開き、秋あき玻はに視線をやっていた。

「あの、わたし自身がその……『陰いんの者もの』なのかは、ちょっとわからないんですけど……。一時期、そんな感じのことがあったんです。なんとなく、学校になじめなくて、登校する日も少なかったから、どんどん行きにくくなっちゃって……」

「……ほう」

　興味を持ったらしい、身を乗り出すＯｍｏｃｈｉさん。

　当時を思い出すように視線を落とし、秋あき玻ははぽつぽつとこぼしていく。

「だから、本当にただの想像ですし、外れていたら申し訳ないんですが……Ｏｍｏｃｈｉさんも、もしかしたら、そうだったりしないかなって……」

　その言葉に、なぜかＯｍｏｃｈｉさんはしばしぼんやりとしている。

「……あ、し、失礼なことを言ってごめんなさい！」

　ふいに、我に返ったように秋あき玻はが取り繕い始める。

「こんな、イメージですごく酷ひどいことを……！　別に、そういうわけじゃないですよね、勝手に色々言って、すみません……」

　けれど、

「……いえ、いいんですー」

　Ｏｍｏｃｈｉさんはそれだけ言うと──、

「そうか、そうか……試すなら、あの曲で……」

　ひとりごとのようにつぶやきながら、パソコンに向き直る。

　そして、キーボードとトラックボールに手をやると──猛然と何かの操作を始めた。

　表示される、波形の表示されたなんらかのソフト。おそらく、音楽制作用のソフトなんだろう。そして──、

「多分、それですねー」

　あっさりと、Ｏｍｏｃｈｉさんはそう認めた。

「単に学校が嫌なんだー。わたし、それで出たくなかったんだー」

　──当たり、だったのか。

　本当にＯｍｏｃｈｉさんは、学校が苦手で共同ステージに出たくなかったのか……。

　だとしたら、どうしようもないじゃないか。

　僕らに学校を変えることはできないし、一週間でＯｍｏｃｈｉさんの気持ちを変えるのも難しいだろう。今さらステージを他の施設にするわけにもいかないし、そもそもこれは『学校の文化祭』なんだ。校外でやるんじゃまるで意味がない。

　……あきらめるしかないのか？

　Ｏｍｏｃｈｉさんの出演は、そもそもどうやったって無理だったのか……？

　けれど、

「──でも、もうそれはどうでもいいですー」

　そう言って、Ｏｍｏｃｈｉさんが作業デスクをごそごそと漁あさる。

　そして、彼女は何かをその手に摑つかむと、こちらに──秋あき玻はの方にそれを差し出した。

　──マイクだった。

　何やら機材の山とコードで繫つながれたマイクが、秋あき玻はの口元に突きつけられている。

　そして彼女は、ごく当たり前のような顔つきで、

「何かしゃべってくださいー」

「え、な、何か……？」

「何でもいいので、短くなんか声下さいー」

「え、そ、そんな急に言われても……わたし、どうすればいいのか……」

「ありがとうございますー」

　秋あき玻はは目を白黒させているけれど、Ｏｍｏｃｈｉさんはそれだけで満足したのかマイクを引っ込めた。

　そして、ヘッドフォンを耳にかけるとトラックボールとキーボードに手を戻し、すごいスピードで音楽制作ソフトをいじり始める。

　──何が起きているのかわからない。

　彼女が、何をしようとしているのかまったく摑つかめない。

　けれど──その慣れた手さばきや真剣な目つきに、鳥肌が立つのを感じる。

　それまでののんびりとした雰囲気が噓うそだったかのような、機敏で無駄のない動き。

　ディスプレイを見つめる、鋭い眼光──。

　そして、数分後。

「できましたー」

　彼女はヘッドフォンを外し、こちらに向き直る。

「聴いてみてくださいー」

　そばにあったスピーカーをいじり、音楽ソフトの再生ボタンを押すＯｍｏｃｈｉさん。

　部屋中に、きらびやかな打ち込みの音楽が流れ始める。

　低音の聴いたドラムの音に、その上に被かぶさるシンセサイザーのレーザービームみたいな音。

　聴いているだけで楽しくなるような、踊りたくなるような……そして、少し切なくなるような不思議な楽曲。

　そしてそこに──、

「……わ、わたしの声!?」

　──秋あき玻はの透き通るような声が重なった。

　転がるように何度も繰り返される、彼女の言葉。

　しばらく聴いていて、それが楽曲に合わせてリズミカルに切り貼りされた、さっきの秋あき玻はのセリフだと気づく。




『え、そ、そんな急に言われても……わたし、どうすればいいのか……』




　たったそれだけの短い言葉が、ある部分は切り取られ、ある部分はエコーをかけられ、ある部分は機械的に音程をつけて曲に乗る。

　そして僕は──不思議とそれに、グッと来ている自分に気が付いた。

「……いい、ですね……」

　音の波に心ここ地ち好よく包まれながら、思わずそんな言葉を漏らす。

　わずかに切なげな伴奏と、秋あき玻はのセリフの組み合わせなのか。単にリズムが気持ちいいだけでなく、なぜか僕はその音に感動を覚えてしまう。

　例えるなら──普段彼女と並んで歩いている帰り道を、郷愁を持って、遠い昔のことのように思い出しているような感覚。

　あるいは──彼女と過ごせたかもしれない夏休みを、鮮やかな色彩を持って追体験しているような懐なつかしさ……。

「うふふ、そうでしょー？」

　Ｏｍｏｃｈｉさんが、自慢げにこちらを振り返る。

「わたし、普段は自分で歌ってるんですけどー、なんていうんですかね、萌もえ声よりになっちゃうんですよーどうしても」

　確かに、僕が試聴した彼女の曲に乗っていたのは、ちょっとアニメチックでかわいらしい感じの声だった。それはそれでＯｍｏｃｈｉさんの曲によく合っていて、良いい声だななんて僕は思っていたけれど、

「でも最近、それ以外の声がほしくなることが結構あってー」

　Ｏｍｏｃｈｉさんは、不満そうに太めの眉を寄せる。

「納得いかなくて、出せずに溜たまってた新曲がいっぱいあるんですよー。ようやく、その曲たちに合う理想の声に出会えましたー。えっと……」

「……水みな瀬せです」

　視線を向けられ、照れくさそうに秋あき玻はが名乗った。

「水みな瀬せ秋あき玻はといいます……」

「ふむふむ、水みな瀬せちゃんのおかげで、ですねー。……ということで」

　Ｏｍｏｃｈｉさんがそう切り出したところで、曲が終わる。

　彼女は椅子に座り直し、僕らを向いて脚を組んだ。

「条件を思い付いたんですがー」

「どういう条件……でしょう」

　恐る恐る尋ねると、Ｏｍｏｃｈｉさんは背もたれに体重をあずけ、それまでと変わらないどこか抜けた声で──、

「水みな瀬せちゃんには、わたしの曲をレコーディングで何曲か歌ってもらう。まあ、六曲くらいですね。そしてその代わりに──わたしは共同ステージに出る。これでどうですか？」

「──え、ええええ……」

　突然降って湧いたような話題に、秋あき玻ははまだうまくついていけないらしい。

　彼女は額に手をやり、困ったような考えるような表情をしている。

　けれど、少なからず興味は覚えるようで、

「わたし、その……そんなに歌には自信がないんですが……」

　尋ねる彼女の頰は、わずかに桃色に染まっている。

「それでも、大丈夫なものなんでしょうか……？」

「あー、大丈夫大丈夫ー。何回だって無限に歌い直せるし、オートチューンもかけますしー。音程調整みたいなことですねー。本番は録音済みの歌を流しますから、生で歌うってこともないですしー」

「そ、そうなんですか……」

「それに、水みな瀬せちゃんの声質だったら、ちょっとヘタなくらいの方がグッとくるってもんですよー」

「う、ううん……」

「……え～！　いいないいなー！」

　──ふいに。

　黙っていた霧きり香かがそんな声を上げる。

「わたしも前から、秋あき玻は先輩の声かわいいなって思ってましたもん～！　でも、Ｏｍｏｃｈｉさんに使ってもらえるなんてうらやましすぎます～！」

「そ、そうだね……。ありがたい話だとは、思うけど……」

「……ていうか～」

　と、霧きり香かはふいにＯｍｏｃｈｉさんの方を向き──こんなことを言い出した。

「わたしにもやらせてくださいよ～！」

「えー、庄しよう司じちゃんにもですか？」

「はい！　わたしだって、こう見えて歌には自信があるんですよ～！　お役には立てるんじゃないかと思います！」

　……どうしたんだ？

　その光景を前に、僕は困惑していた。

　こんなに強引に他人に迫るなんて、霧きり香からしくもない……。

　……もしかして、と思う。

　もしかして霧きり香か……悔しいのか？

　Ｏｍｏｃｈｉさんの気持ちを動かしただけでなく、歌まで頼まれた秋あき玻はがうらやましくて……ライバル心が芽生えた、とか？

「……ふうん、確かに」

　メガネを押し上げながら、Ｏｍｏｃｈｉさんが今度は霧きり香かの顔をじっと見る。

「庄しよう司じちゃんの『陽キャ声』も、うまく使えれば面白くなりそうですねー」

「でしょう!?　だから是非、やらせてくださいよ！」

「ふむ……となると前の曲だけじゃなくて、新曲も用意しようかなー。二人の声を活いかせる、なんかいい感じの新曲を……」

「うおー！　すげ～！」

　霧きり香かはもはやコミュニケーション技術も関係なく、ただただ興奮している様子だ。

　彼女はハイな気持ちを隠すこともなく秋あき玻はの方を振り返り、

「ほら！　秋あき玻は先輩！　外堀はどんどん埋まっていきますよー！　やりましょうよ～一緒に！」

「う、ううん……」

　口元に手を当て、考え込む様子の秋あき玻は。

　けれど彼女は、存外すぐにうなずくと、

「……う、うん。わかりました……」

　恐る恐る、といった様子でＯｍｏｃｈｉさんの方に向き直った。

「わたし、やらせてもらいますので……共同ステージへの出演、何なに卒とぞお願いします……」





＊






　──全出演者が確定し、ステージの準備もラストスパートに入った。

　僕は主に機材レンタル業者とやりとりし、必要な機材、当日の会場設営方法、出演者の概要の説明にてんてこまい。霧きり香かは出演者との調整を進め、要望を集めた上でリハーサルなどの段取りを綿密に組む。そして秋あき玻はは、Ｏｍｏｃｈｉさんとのレコーディング作業に連日没頭しているらしい。

　ちなみに、続く二人きりの作業の中で、秋あき玻はは春はる珂かの存在もＯｍｏｃｈｉさんに説明したそうだ。結果、Ｏｍｏｃｈｉさんは春はる珂かのこともずいぶん気に入ったらしく、今では時折ラインでやりとりをする仲になったらしい。

　さらに、春はる珂かたちの人形劇もなんとか形になりつつあるそうだ。普段は控えめな柊ひいらぎさんが突然リーダーシップを発揮し、制作総指揮として辣腕を振るってくれているとのこと。

　──そして、様々な準備がギリギリまで遅れに遅れ。それでもなんとかデッドライン内に収まった──文化祭前日。

　宮みや前まえ高校の大教室で、両校の実行委員を集めた本番直前お疲れ様会が行われた。





＊






「──ということで、今年もなんとかね……なんとか、無事に文化祭前日を迎えることができました！　……できたんだよな？　大丈夫だよな？」

　壇上に立った実行委員長が、不安げに皆に尋ねる。

「大丈夫だよー！」「完璧でーす！」「こっちはダメだわー！」

　なんて声が、彼の前に集まった実行委員たちから上がる。

「おい！　今ダメってやついたぞ!?　ほんとに明日いけるのか!?　……ってまあ、冗談はそれくらいにして、本当にお疲れ様でした。ここまできたら、あとは最後まで突っ走るだけだから！　事故なくケガなく、それだけに注意して、最高の一日にしてやろうぜ！」

「おー！」「やべー緊張してきた！」「もう明日かー……」

　教室二つ分ほどのそのスペースには、80人ほどの生徒たちが集まっていた。

　宮みや前まえ高校の制服を着ている者、御ご殿てん山やま高校の制服を着ている者がちょうど半々くらいずつ。先日衣替えがあり、両校とも冬服のブレザー着用している者もいるけれど、部屋にこもった熱気のせいかそれぞれの体温のせいか、ほとんどの生徒が夏服と変わらないブラウス、シャツ姿だった。

　窓の外は、とっくに日が沈み真っ暗になっていた。

　対するこの部屋は天井の蛍光灯で明々と照らされていて、なんだかこの空間だけが外の世界から切り離されているような気分になった。

「……というわけで」

　委員長が、ひときわ高くコップを掲げ、声を張り上げる。

「お疲れ様！　かんぱーい！」

　その声に──集まった生徒たちもコップを手に応えた。

　あちこちで突き合わされるプラカップ。

　僕、霧きり香か、春はる珂かも「ひとまずお疲れ」「お疲れ様で～す！」「大変だったねえ……」なんて言い合いながら乾杯し、それぞれ手近な椅子に腰掛けた。

　……のだけど、

「……ちょ、ち、近いよ春はる珂か」

　スペースはそこそこあるのに、肩が触れ合う位置に椅子を移動させた春はる珂かにドキッとしてしまう。慌ててこちらの椅子をずらすと、

「えー、別に近くないでしょー……。前からこれくらいだったよ」

「そ、そうだったっけ……」

　不満そうな春はる珂かに、告白される以前のことを思い出す。

　確かに言われてみれば、これくらい距離が近いこともあったかもしれない。……とはいえ、告白されてしまった以上無邪気にくっつくわけにもいかない。

　申し訳ないけど、少なくとも拳一つ分くらいの距離は置かせてもらう。

「矢や野の先輩、とうとう本番前日ですけど……どうですか～？」

　椅子の位置を調整していると、霧きり香かがニヤニヤとこちらを覗のぞき込こんできた。

「これまで一緒に準備進めてきて、ちょっと今の自分に疑問、覚え始めてるんじゃないですか～？」

「……どう、だろうな」

　反射的にそう答えてしまって、それじゃほとんど認めているようなものだったとあとから気づいた。それがどうにも悔しくて、

「まあ、作った方が便利な場面があることは、認めざるをえないよ」

　と付け足した。

「便利……便利、ですか～」

　その言葉に、霧きり香かは薄く笑みを浮かべている。

「まあ、本当は便利以上のものなんですけどね。でも、この場はひとまずそう言わせることができただけＯＫとしておきますか～」

　──もちろん「便利」だけで済む話でないことは、理解できていた。

　これまでだって──もどかしく思うことがあったのだ。

　身近な誰かが苦しんでいるとき、悲しんでいるとき。冗談の一つも言って気持ちを和ませられない自分を。しかつめらしい顔をして、ただ隣にいることしかできない自分を──。

　そのデメリットが今回の文化祭準備で、よりはっきりしたと思う。

　自分を貫くなんてことが、まったく価値を持たない場面もある。

　むしろ、相手に合わせて振る舞うことで、全員が幸福になる場面さえ多々ある。

　──じゃあ、僕はどうするべきなのだろう。

　それでも、自分を貫き続けるべきなんだろうか。あるいは──霧きり香かに振る舞い方を教わっていた、あの頃に戻るべきなんだろうか。

「……ね、ねえ。もう、やめてよ……」

　消え入りそうなそんな声が聞こえて──僕は視線を上げた。

　春はる珂かが……唇を嚙かみ、拳をぎゅっと握り、霧きり香かを見つめている。

　そして、彼女はもう一度口を開き、

「矢や野のくんを……そうやって追い詰めるの、やめてよ……」

　震える声で、言葉を続けた。

「確かに、霧きり香かちゃんの言うことは一理あると思うよ……。自分を作らなきゃいけないことって、どうしてもあるよね。でも、矢や野のくんは矢や野のくんで、色々考えていっぱい悩んで、今の矢や野のくんになってるの。だから、そんなに急せかしたり、意地悪言ったりするのはやめてほしい……」

　それは──彼女なりの精一杯の反抗だったんだろう。

　春はる珂かが誰かに食ってかかるところなんて、初めて見た。そのことに──胸に温かい感謝もこみ上げてくる。

　けれど、

「意地悪なんて言ってないですよ～！」

　霧きり香かは明るいその一言で、春はる珂かの気持ちをなぎ払った。

「わたしだって、矢や野の先輩のことを想おもって言ってるんです！　だから、春はる珂か先輩とわたしは方向性が違うだけなんですよ～」

「だとしても、もうちょっと矢や野のくんの気持ちを……ああぁ……」

　と、そこで春はる珂かは情けない声を漏らし、

「ああ、もう……こんなときに入れ替わりだ……」

　彼女は椅子に腰掛けたままうつむき、前髪でその顔を隠す。

　そして、

「霧きり香かちゃん、この話はまた今度……」

　捨すて台詞ぜりふのようにそう言って、秋あき玻はに切り替わり。ゆっくりと、その顔を上げた。

「……ああ、お疲れ様会、始まってるのね」

「うん、今さっき挨拶があったとこ」

　──と、その言葉に。

　驚いたように、秋あき玻はがこちらを見る。

　至近距離で向き合う僕らの顔。その間はわずか──十数センチ。

「……ち、近い……」

　そんなことを言いながら、そそくさと秋あき玻はは椅子を離す。

　そして……それっきり、何か嫌なことにでも気づいてしまったかのように、彼女は黙り込んでしまった。

　……しまった。

　不安を抱かせてしまったかも、しれない。

　春はる珂かと僕の距離が近すぎると、思われたかもしれない。

　これでも、一応僕なりに彼女からは離れたつもりだったんだ。肩の触れ合う位置から、拳一つ分くらいが空くまで。

　けれど……入れ替わった直後、それだけの距離で並んでいたら──密着されていたと思われてもおかしくない。離れてその距離になるのと、最初からその距離だったのでは、意味合いが全然違って見える。

　──何か言わなきゃ。

　秋あき玻はの不安を取り除けるような言葉を、彼女に伝えなきゃ──。

　そう思うけれど、うまく言葉が出てこなくて、必死で頭の中で取るべき態度を探っているうちに、

「……あのー」

　霧きり香かがのんきな声で、こんなことを尋ねてくる。

「お二人はあんまり、うまくいってないんですか～？」

「……は？」

　あまりに明け透けな質問に、思考が一瞬停止する。

　何かの聞き間違いなんじゃないか？　なんて思う。

　けれど、

「なんだか、ちょっとぎくしゃくしてるなーって思って。ケンカしたり、もめちゃったりしてます～？」

　霧きり香かがそう続けて──ようやく理解する。

　この子は今、僕と秋あき玻はの関係に、無遠慮に踏み入ってきているのだと。

　しかも、きっと──なんらかの意図を持って。

「……いやいやいや！　そんなことは、ないと思ってるんだけど……。……ないよな？」

「うん、別にそんなことはないわ。わたしたちは、仲良くやれてると思う……」

「『わたしたちは』ですか～」

　言って、霧きり香かは脚を組むと、患者に容態を聴かされた医師のような顔で、

「ということは──春はる珂かさんの方ですね」

　あっさりとそのことを見抜く。

「何があったんですか？　もしかして矢や野の先輩、告白されたとか？」

「……なんでそう思うんだよ」

「見てればわかりますよ。わからないわけないでしょ～？」

　……そうなんだろうか。

　僕らの関係は、周りで見ていればバレバレなほどにわかりやすいものなんだろうか……。

「……まあでも、そうなると確かに悩みどころですよね～」

　霧きり香かは腕を組み「難題だ～」とでも言いたげな顔で唇をとがらせる。

「よく知らないですけど、二重人格っていつまでも続くものでもないんでしょう？　そのあとどうなるかもわからないですけど、結構色々、大変なことが起こりそうですしね～」

　──僕らは霧きり香かに、二重人格の細かい事情は教えていない。

　かつて、極度のストレスに晒さらされた秋あき玻はの中に春はる珂かが生まれたこと。

　今、秋あき玻はのストレスは解消されたこと。

　そして──近いうちに春はる珂かが消えてしまうことは、説明していない。

　けれど彼女はその鋭い勘で……あるいは、こっそりと下調べをして、その事実にたどり着いたんだろう。

　改めてそのことを突きつけられると──僕の胸には鋭い痛みが走る。

　夏休み明けに45分ほどだった彼女たちの入れ替わり時間は、現在すでに30分ほどになっている。春はる珂かに残されている時間は、こうしている間にも刻一刻と少なくなっていく。

　それなのに僕は──彼女の気持ちを拒絶しなければならない。

　向けてくれる好意を、受け止めることができない。

　その罪悪感はもはや耐えがたいほどで──じわじわと、僕は手先が冷たくなっていくのを感じる。

　そして、そんな僕に──、

「……ねえ、矢や野の先輩」

　──なんの邪気もない顔で、霧きり香かが尋ねる。

「本当に──秋あき玻は先輩だけが好きなんですか？」

　隣で、秋あき玻はがビクリと震えた。

「本当に矢や野の先輩は、秋あき玻は先輩だけが好きなんですか？　春はる珂か先輩のこと、そういう意味で好意持ったりはしないんですか？」

「当たり前だろ」

　ほとんど間を開けず、強い語気でそう答えた。

「何言ってんだよ、霧きり香かは。僕が好きなのは秋あき玻はだけだし、他の女子にそういう意味で好意を持ったりなんて絶対にしない」

「……そんなこと、本当にできるんですか？　一度ちゃんと、考えた方がいい気が──」

「──いい加減にしてくれよ」

　──限界だった。

　実行委員同士である手前、過去の申し訳なさもあって何度も我慢してきたけれど。そこまで踏み込まれるのはさすがに許せない。

「そんなの、霧きり香かには関係ないだろ。それはあくまで、僕と秋あき玻はと春はる珂かの問題だ。霧きり香かにそんなことを言われる筋合いはない」

　怒るのなんて慣れていないから、どうしても声が震えてしまう。

　それを技術で抑えこむこともできるんだろうけれど、今はそうしたくなかった。その方が霧きり香かに──そして秋あき玻はに、僕の気持ちが正しく伝わるような気がした。

「……まあ、それもそうですね」

　霧きり香かは存外あっさりと、そう認める。

　そして彼女は、ぺこりと頭を下げると、

「失礼しましたー。ちょっとわたし、確かに踏み込み過ぎでした。反省します」

　……柄にもないその言い方に、少々驚いた。

　霧きり香かが……普通に謝った。

　見れば、彼女の顔にはほんのわずかにばつの悪そうな気配が見て取れる。

　戦略的に「ごめん～」なんていうことはあった。けれど、これまでこの子が本気で謝るところなんて、見たことがない。

　きっと霧きり香かは、自分がどこか冷静さを失ってしゃべっていることに気づいたんだろう。

　……なぜ？

　なぜ霧きり香かはこんな話題で、鉄壁のバランス感覚を失ったんだ……？

　けれど、そんな疑問を打ち消すかのように、

「……でもまあ、いいんですけどね～」

　いつもの声色を取り戻してそう言う。

「わたしの目的は、ただ矢や野の先輩を昔の矢や野の先輩に戻すことです。それができれば、他はまあいいかな～」

　そして、彼女は挑むような笑みを浮かべ、

「だから──わたしは、明日一日で決着をつけてみせますよ」
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「──また、言い返せなかった……」

　校舎を出てすぐのところで、秋あき玻はと入れ替わり。

　とぼとぼと帰り道を歩き始めた春はる珂かは、悔しげにそうこぼす。

「結局途中で話途切れちゃったし……。明日には本番だから、もうそんなにチャンスはないのに……」

　言いながら、校舎を振り返る春はる珂か。

　視線の先では、安っぽい誕生ケーキみたいに色とりどりにデコレートされた我らが学舎が、ぼんやりと闇に沈んでいる。

　いつもは無愛想な印象の正門には『宮みや前まえ高校　第65回文化祭！』と書かれた即席のゲートが作られ、白くのっぺりした校舎には、各クラスや部活の出し物が書かれた垂れ幕が、トイレットペーパーのように垂れ下がっている。

　曰いわく、

『三年七組　最恐オバケ屋や敷しき『受験地獄』！　暗記できなきゃ亡もう者じやの餌え食じき……』

『二年十組　『男子クラスだけどメイド喫茶したい！』　男の娘メイドがお待ちしてます』

『吹奏楽部ＲＯＣＫ　ＬＩＶＥ！　指揮者も譜面台も座席の椅子もなし！　踊りに来い！』

　校庭では、まだ準備が続けられているんだろう。

　運動部用の夜間ライトが煌こう々こうとつけられ、生徒たちの話し声や歓声や、誰かが流しているＢＧＭの音楽が聞こえた。毎年こうやって、夜中まで準備を続けて結果徹夜をする生徒が多数出るらしい。

　文化祭、というもの自体にあまり思い入れがなかった僕も、一ヶ月間続いた準備と本番前の高揚に、さすがに感慨深い気分になる。

「……ありがとうな」

　隣を歩く春はる珂かに、色んな気持ちを込めてそう言った。

「ずいぶんと、助けてもらったよな……」

　準備をがんばってくれてありがとう、だとか。僕のことを心配してくれてありがとう、だとか。彼女に感謝したいことは沢山ある。それが伝わったのか伝わっていないのか、

「……でもなんとか、最後に言い返してやりたい……」

　相変わらず春はる珂かは、悔しそうな顔をしている。

　そして、彼女は眉を寄せたままこちらを向くと、

「……もし、ちゃんと霧きり香かちゃんに言いたいこと言えたら、わたしと付き合って」

　その突飛な提案に──さすがに笑い出してしまった。

「何言ってんだよ。そんな理由で、付き合えるわけないだろ」

　きっと、春はる珂かも冗談でそう言っているんだろう。

　彼女はなぜか、じっと僕を見たあと、にへらと笑みを浮かべ前を向く。

「……まあ、そうだよねえ。付き合うって、そういうご褒ほう美びみたいなものじゃないもんねえ……」

　──と、彼女はあくまでそれまでどおりの声色で。

　何食わぬ顔で「でもさ」と前置きすると──僕に、こんなことを言う。

「矢や野のくんは──ちゃんと考えてくれてないよね」

「……何を？」

「わたしの告白のことを」

「……いやいやいや！」

　思わず、大声が出た。

「考えてるよ！　めちゃくちゃちゃんと考えてるよ！　どれだけ僕が悩んだと思ってるんだよ！」

　ほとんど無意識のうちにそう言いながら──腹が立っている自分に気づいた。

　そうだ、あれからずっと悩みっぱなしなのだ。

　春はる珂かとどう接すればいいのか、どんな言葉をかけるべきなのか。

　いつか消えてしまうこの子に対して──どんな風に振る舞うべきなのか。

　夜も眠れなくなるくらい、授業も上の空になるくらい、僕はそのことばかりを考えてきた。

　なのに──何を根拠に、春はる珂かはそんなことを言うのか。

　けれど──、

「それは、告白についてじゃなくて、告白してきた人間をどう扱うか、でしょう？」

　ごく落ち着いた声色で、彼女はそう指摘する。

「告白について、じゃないよ」

「……じゃあ、どういうことを考えてほしいっていうんだよ」

　春はる珂かがぱたりと歩みを止める。

　そして、まっすぐ僕に向かい合い──その目で僕を見据える。

　何億光年の深さをたたえた、銀河の渦巻く瞳。

　その瞬またたきに吸い込まれそうな感覚を覚えていると──、




「──わたしのことを、だよ」




　──ごく平へい坦たんな口調で、春はる珂かはそう言った。

「秋あき玻はがいるとか、浮うわ気きになるとかそういうことじゃない。矢や野のくんは、矢や野のくん自身は、わたしをどう思うのか──。それを、考えてほしいんだよ。そのために──わたしは告白したんだよ」

　とつとつと続けられる、その言葉。春はる珂かの髪が、涼しい十月の風に揺れる。

　フラッシュのように──告白当時の感覚が蘇よみがえった。

　春はる珂かに気持ちを告げられた衝撃──。

　そして、自分でも意外なほどに、落ち着いてできたそれへの返答──。

　春はる珂かの言葉が、そこに疑問を投げかける。

　──じゃあそこに、矢や野のくんの気持ちはあったの？

　その機械的な判断の、切り分けのどこで──矢や野のくんはわたしのことを考えてくれたの？

　──思ってしまう。気づかされてしまう。

　きっと──そこにあったのはただの理屈だ。

　──友人に告白された。

　──しかし、自分には恋人がいる。

　──恋人と友人は、とても仲がいい。

　その前提ではじき出されただけの、ただの「誠実風な理屈」。

「だから、矢や野のくん」

　春はる珂かが──一歩踏み出しこちらに両手を伸ばす。

　そのまま手の平を背中に回し、彼女は僕を抱きしめた。

　──身体からだ全体で感じる、春はる珂かの体温。

　制服越しの、凹凸と柔らかさ。鼻をくすぐる甘い香り──。

　──秋あき玻はと共有している、身体からだ。

　その事実が、どうしようもない強制力で鼓動を加速させる。

　体温が上がり熱が頭を侵し、思考が一瞬で鈍っていく。

「この気持ちを……ちゃんと考えて」

　耳元で春はる珂かが言って、それが直接脳に響く。

「今、わたしとこうしていて……矢や野のくんが感じる気持ちを、ちゃんと受け止めて。そのことを、考えて」

　そして彼女は。「それから」と前置きし、小さく息を吸い込むと、




「──絶対に間違えないで。今、あなたを抱きしめているのは──秋あき玻はではなく、春はる珂かです」




　永遠の間を置いて、春はる珂かが身体からだを離す。僕を包んでいた柔らかな暖かみが遠ざかる。

「今日は、ここまでで大丈夫だよ」

　そう言って、彼女はこちらにほほえみかけた。

「明日は、きっと大変な一日になるね……。だから、うん。がんばろうね、矢や野のくん！」

　それだけ言うと、彼女は小さく手を振り、

「おやすみなさい！」

　夜の通りを、一人駆けていってしまった。

　そして、その背中をマヌケに見送りながら──僕はただ、身体からだに残った彼女の体温と柔らかさをぼんやりと思い出していた。
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３月29日（水）




　ついに来週、宮みや前まえ高校の入学式だ。

　その日から僕は、霧きり香かから教わった新しい僕で生きていくことになる。

　不安も沢山あるけれど、うまくやれる自信もあった。

　なんたって僕は、お墨付きをもらったのだ。

　あの霧きり香かの「よくできました、大したものです」というお墨付きを。

　彼女には、感謝してもしきれない。

　教えてもらったことは沢山あるけれど、もしかしたら一番重要だったのは霧きり香かと出会ったことだったのかもしれないと思う。

　高校でのことを、彼女に報告するのが楽しみでしょうがない。

　新しい教室で僕がうまく振る舞えたら、あの子はどんな顔をしてくれるだろう。







[image: 第十六章　【平坦な舞台で僕らが生き延びること】]







「さあ──ついにこの日が来ましたね。宮みや前まえ高校第65回文化祭当日！」

　──ライトアップされた体育館の壇上で、実行委員長が挨拶をしていた。

「みなさんどうですか!?　昨日はよく眠れましたか!?　俺は緊張で一睡もできなかったんで、ぶっちゃけ今眠気でぶっ倒れそうです！　だからせめて、この挨拶だけは最後まで全うできればと思っています！」

　冗談を交えながら、朗々と声を張る委員長。その言葉はスピーカーで拡散され体育館中に響き渡る。そして僕は文化祭実行委員の一人として、委員長の背後、壇上奥で秋あき玻はと並んで話の進行を見守っていた。

　文化祭オープニングセレモニーの最終盤。この挨拶が済めば、そのままこの場所では有志たちによる『企画ステージ』が始まる。

　バンド、コント、演劇、その他様々な出演者が入り乱れるこのステージは毎年大盛り上がりで、後半の目玉を『共同ステージ』とすれば、前半の目玉は間違いなくこの『企画ステージ』だ。

　だからだろうか。集まった宮みや前まえ高校全生徒の期待感は、今やはちきれんばかりだった。ざわざわと話し声は止やまないし、館内の気温も妙に高く感じる。

　目張りされ真っ暗になった体育館も『非日常』のムードを強く搔かき立たていた。

　そのせいか、

「──えー、そもそも宮みや前まえ高校文化祭の歴史は古く！　１９５０年代の第一回開催はこの地域でも文化祭の先駆けとして大きく話題になり──」

「──話長げーぞ！」

「──早く次行けー！」

　実行委員長が続けている挨拶に、方々からヤジが飛んだ。

「──ステージ見せてくれよー！」

「──始業式の校長かよ！」

　そんな声が上がるのも当然のことだった。委員長、なぜか学校の歴史の解説を始め、それが終わったと思ったら文化祭の歴史を語り出したのだ。予想外の長広舌に、さすがに僕も辛つらくなり始めたところだ。

「ん……そうか？　そーだな！　じゃあ、もう始めちゃうか！」

　委員長もそう言って、あっさり話を切り上げる。

「まあいっか！　文化祭の歴史とか！　よく考えたら俺も興味なかったわ！」

　そのセリフに、客席がどっと沸いた。

　もしかしたらこれも──霧きり香かのいうツッコミ待ちだったのかもしれない。

　委員長、よくわからないところでわかりにくいボケを挟んでくることが多々あったし、実際この下りのおかげで客席のテンションは一層上がったと言えるだろう。さすが、バスケ部の次期部長有力候補といわれている男だ。まあ、全校生徒相手にそれをやったのはさすがに無謀すぎるけれど……。

「……つーことで、みんな準備はいいかあ？」

　ニヤリと笑うと、委員長はやんちゃっぽく尋ねる。

　そして、館内が静まりかえったのを確認すると、彼は大きく息を吸い込み──、

「それでは──２０１８年度、第65回宮みや前まえ高校文化祭を、開催します！」

　──用意されていた、巨大クラッカーが壇上で弾はじける。

　──客席から、割れんばかりの歓声が上がる。

　そして──同時に取り払われる、僕らの背後にあった暗幕。

　その後ろには、軽音楽部の主力バンドが控えていて──、

「──よーしみんな！　今日一日めいっぱい楽しんでいこー！」

　ボーカルのその声と同時に、演奏がスタートした。

　スピーカーから流れ出すのは、ハイテンポのロックナンバーだ。

　テンポよく始まったライブに、客席の盛り上がりは最高潮に達する。

　ひとまずの出番が終わった僕らは、それを横目で見ながら袖から舞台裏に退避し、

「おし、オープニングはひとまず成功だな、みんなお疲れ！」

　一足先に壇上を降りていた委員長に笑顔で迎えられた。

「割とよかったんじゃね？　結構盛り上がってるよな？　ちゃんとスピーチ中、客席からツッコミももらえたし」

　その問いに、副委員長やその他面々がむはああ、と胸をなで下ろす、

「いやー、でもあれは危なかったでしょう……」

「よかったねー、滑らなくて」

「あはは、実は俺もちょっと焦あせってた！」

　白い歯を見せ、委員長は朗らかに笑う。

「マジで歴史語りきることになったらどうしようかと思ったよ。念のため覚えてきた知識が無駄になってよかった。……つーことで」

　満足げにそう言うと委員長はもう一度僕たち全体を見渡し、

「オープニングはここまでだ。あとはクロージングイベントまで、各自それぞれの持ち場でがんばってもらうことになる」

　こくこくとうなずき、話を聞いている実行委員たち。

　客席の高揚が彼らにも移ったのか、皆一様に目がきらめき、頰が上気して見える。

「まあ、もしかしたら小さい失敗もあるかも知れねえ。練習のとおりにいかなかったり、準備が無駄になることもあるかも知れねえ。けど──それだってきっと、無意味じゃねえから！　今は無理でも、何年かしたあとに笑い話になると思うから！　……そう、例えばな、うちのじいさんは高校の頃、好きだった梅ちゃんに気持ちを伝えられなかったって話を未いまだに俺にするんだけど、でもそのおかげで静子さんに……ああ、静子ってのはうちのばあちゃんな。とにかく、静子さんに出会えた──」

「──だから長いって！」

「お、おおすまねえ！」

　副委員長からツッコミが入って、委員長はおどけてみせる。

　委員会の面々から笑い声が上がる。

「ともかく──精一杯今日を楽しもうぜってことだ！　よろしくな！」

　そして、委員長はドラマにでも出てきそうな力強い笑みを浮かべ、

「──クロージングで、また会おう！」
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　持ち場である共同ステージに向かう前。

　教室に持ち物や書類を取りに行くと、その教室はすでに「老舗喫茶店」になっていた。

「──これは、すごいな……」

　思わず、廊下に立ち止まりほれぼれと眺めてしまう。

　廊下に面した壁面は濃い色の木材で覆われ、「純喫茶二年四組」と書かれた看板が掲げられている。

　入り口付近には、食品サンプルの収まったガラスケース。

　その隣の受付用の席も、おそらく骨こつ董とう品であろう味のある机のセットだった。

　準備の大詰めとなった昨日、実行委員の仕事でこちらの準備に参加できなかった僕は、これがこの光景の初見になる。ずいぶんみんな気合いを入れていたから楽しみにしていたけれど……まさか、ここまでの本格仕様になるなんて。

　そして、教室前で立ち指揮を振るっているのは、

「オープン三分前だよ。準備大丈夫ー？」

　これまでもこの企画の先頭に立ち、皆を引っ張ってきた古こ暮ぐれさんだ。

　笑顔でてきぱきと指示を出す彼女はすっかりリーダーとして板についていて、

「うん、フロアもコーヒーも大丈夫！」

「午前中担当も全員そろってるよ！」

　応えるクラスメイトたちの声にも、彼女への信頼がはっきり感じられた。

　──しかも。

　そんな風にやりとりしているクラスメイト。

　彼女たちは──、

「……おお、メイド……」

「しかも、マジもんじゃねえか……」

　言い合いながら、周囲を通り過ぎていく生徒たち。

　そう──メイド服を着ているのだ。

　しかも、昨今流行の「メイド喫茶」的メイド服ではない。古式ゆかしい正統派スタイルのメイド服だ。黒のロングスカートに同じく黒のタイツ。白いエプロンはフリルがついているけれど、決してあざとくも装飾過多でもない。上品で落ち着いたそのたたずまいは19世紀のイギリスから抜け出てきたようで、浮ついた文化祭空間の中で異彩を放っていた。

　これを……あの手芸部の面々が自分たちで作ったのか。もともと春はる珂かから、彼女たちのスキルがかなりのものなのは聞かされていたけれど、まさかここまでだったなんて……。

　着ている本人たちも、かなりそれが気に入っているんだろう。

　教室に入ると、フロアの準備をしている面々が、

「ねえ……正直超よくない？　これ……」

「今日、御ご殿てん山やまの男子も来るんでしょ？」

「ぶっちゃけ、チャンスじゃない……？」

　などと、メイドらしくもないことを囁ささやき合っていた。

　彼女たちの言うとおり──この文化祭は御ご殿てん山やま高校と同時開催ということもあり、お互いの生徒の行き来は完全に自由となっている。毎年これをきっかけに何組ものカップルができるそうだし、気合いの入れどころなんだろう。

　彼女たちの合間を縫ってバックヤードに入り、個人的な荷物を確保していると、背後から聞き慣れた声がする。

「おー矢や野のー！　お疲れー！」

「……おお、須す藤どう。似合うじゃん、メイド服」

「えへへー、そうでしょう！」

　振り返ると、須す藤どうがスカートの端を小さく摘まみ、子供みたいな笑みでこちらを見ている。

「今日はこの格好で、学校中の話題をかっさらってやりますよー」

「おう、期待してるよ」

「ところで、矢や野のはもう共同ステージの方行っちゃうの？」

「うん。本番はまだだけど、リハーサルはもうすぐ始まるからな」

　すでに会場には、出演者のみなさんと音響担当の業者さんが集まっている。

　あと少しで音出しが始まるし、今日はステージの進行担当を任されているから早めに戻らないと……。

「そっかそっかー、じゃあまたあとで、だね。ちなみに、今年は会場どこなの？」

「ああ、副体育館だよ」

「おっけおっけ。じゃあ絶対スタートまでには行くようにするね！」

「おお、ありがと。すげえメンツ集まったから、期待しててくれよ」

　言って、彼女に手を振り僕は教室を出る。

　向かうのは、学校敷しき地ちの奥にある建物、副体育館だ。

　──共同ステージの会場は、伝統的に毎年異なる場所が選ばれる。一昨年は宮みや前まえ高校の視聴覚室で、去年は御ご殿てん山やま高校の中庭特設ステージ。そして今年は──これまでで最大のステージとなる、宮みや前まえ高校の副体育館なのだ。

　しかし須す藤どう……特設サイトやパンフレットには会場が記載されているのに、ちゃんと見てなかったな……？　まあ、バタバタしてそんな暇もなかったのかもしれないけれど。

　そんなことを考えながら廊下を歩いていたところで──校庭の方から歓声が上がった。

　スマホを見ると、時刻は午前九時。

　各教室の模擬店や各種企画のスタート時間だ。

　スピーカーから流れ出す、放送部員の生放送。今日の放送は宮みや前まえ、御ご殿てん山やま両校で同時に放送されるそうだ。さらに、廊下の脇の教室から、威勢のいい呼び込みの声が上がり始め──僕は強く実感する。




　──さあ、ついに嵐のような一日の始まりだ。





＊






　逆リハ──つまり、実際の出演順とは逆の順番で、リハーサルが進行していった。

　Ｐｈａｓｅｒｓ、ａｌａｌａ、春はる珂かの人形劇、Ｏｍｏｃｈｉ。

　これが本番の出演順だから、リハーサルはＯｍｏｃｈｉ、人形劇、ａｌａｌａ、Ｐｈａｓｅｒｓの順番だ。

　Ｏｍｏｃｈｉさんのリハーサルで、初めて秋あき玻はが歌う楽曲を聴いた。

　きらびやかな伴奏に乗る秋あき玻はの透明な声──。

　先日Ｏｍｏｃｈｉさんが即興で作った曲よりもはるかにその楽曲は手が込んでいて、伸びやかな秋あき玻はのメロディとシンセサイザーの音に早くもグッときてしまう。

　途中、スポット的に挟み込まれる霧きり香かのラップも効果的だ。秋あき玻はの声とは対極的に明るくてノリがよくて、本番で観客がどんな反応をするのか楽しみになる。

　その後、ａｌａｌａも春はる珂かの人形劇もＰｈａｓｅｒｓも、大きな問題なくリハは終了。

　落ち着いた態度で圧倒的な場慣れ感を見せてくれたａｌａｌａ、Ｐｈａｓｅｒｓに対し、春はる珂か、柊ひいらぎさん、与よ野のさん、氏うじ家いえさんは終止あたふたしていたけれど、それはそれで小動物を見ているようでほほえましかった。

　そして現在、

「──ひとまずお疲れ。大きな問題がなくてよかったよ」

　僕と秋あき玻はは副体育館を抜け出し、昼食休憩のため校内を歩いていた。

「あとは本番も、同じように事故なく済めばいいんだけど……」

「……そうね」

「……あ、秋あき玻はは、何か食べたいものあるか？　色々模擬店出てるから、割と何でも、食べられそうだけど……」

「……ごめんなさい、思い付かなくて。矢や野のくんの好きなものにしてくれない？」

「……わ、わかった」

　──昨日の一件以来。

『本当に──秋あき玻は先輩だけが好きなんですか？』なんて霧きり香かに聞かれて以来、僕と秋あき玻はは妙にぎくしゃくしてしまっていた。

　こちらが積極的に話しかけても秋あき玻はは上の空。

　何か一人で考え込んでいる様子で、「悩みがあるなら、話聞くけど……」と尋ねてみても、「大丈夫、ありがとう」の一点張りだった。

　……本当に、なんて余計なこと言ってくれたんだよ霧きり香かは。

　あんな風に踏み込まれなければ、こんな風になることもなかったのに……。

　──できれば、ここでもっと秋あき玻はの気持ちに寄り添いたいと思う。きちんと彼女の気持ちを理解して、僕にできることをしたいと思う。

　けれど──今日は文化祭当日で、僕は文化祭実行委員だ。

　時間的にも気持ち的にも余裕がなくて、

「……じゃあ、細ほそ野ののやってる屋台に行ってみるかー」

　僕は結局、その問題を後回しにしてしまう。







「──よう、細ほそ野の」

「……お、おお、矢や野のと水みな瀬せさん……」

　敷しき地ち内の一角。

　二年七組が占有し『二七屋台村』として食べ物屋台を並べているゾーンの入り口付近で。

　焼きそばを焼いていた細ほそ野のに声をかけると、彼は恥ずかしげにこちらから視線をそらした。

「ど、どうしたんだよ急に……なんか用か？」

「いやいや、普通に焼きそば買いにきたんだよ」

　ヘラを手に持ったままもじもじする細ほそ野のに、なんだか笑えてきてしまった。

　まあ、彼が恥ずかしがる気持ちもよくわかるのだ。

『二七屋台村』のコンセプトは『夏祭り』らしい。屋台も夏祭りのときに境内に並んでいるような見た目のものだし──店員として働く生徒たちは、全員はっぴ着用。そのうえ頭にはちまきまで巻いていて、かなり気合いが入っている。そんないなせな空間の中で、明らかに文系丸出しの細ほそ野のはずいぶんと居心地が悪そうだった。

　ただ──、

「はい、焼きそば二つ……」

　そう言って、彼が差し出してくれた焼きそばは、パックの中に入ってなおよだれが出そうないい匂いを放っていた。作っているときの手さばきだって慣れたもので、相変わらずこいつは手先が器用なんだなと感心してしまった。

　代金を払い「じゃあ」と屋台を去ろうとすると、

「あの、矢や野の！」

「ん？」

「共同ステージ、楽しみにしてるから！」

「……おう、ありがとな！」

「ちなみに、場所はどこでやるんだよ？」

「……副体育館だよ！　……ちゃんとパンフとか見ておけよなー」

　まったく、須す藤どうと言い細ほそ野のと言い、意外とみんなちゃんとパンフを見ないんだな……。

　苦労して作った担当者がちょっぴり不ふ憫びんだ……。

　とはいえ、僕だって去年前は見ない側の人間だったし、文句は言えないなと苦笑していると、

「……ああ、すまん。遅れないように行くわ」

　細野はなぜか微妙に言葉に詰まった様子で、そう答えた。

　彼に手を振り返し、僕らはひとまず腰を落ち着けられる場所を探して歩き始める。







「──マジでうまかったな……」

「うん、びっくりした……」

　校庭の隅、今日だけ設置された特設ベンチに腰を落ち着け、細ほそ野のの焼きそばを食べ終えた僕らは──予想外のおいしさに本気で感心してしまっていた。

　ソースは薫り高く、揚げ玉の食感は楽しく。まぶされている魚粉がいい味を出している。

　青のりが別添になっている心遣いもにくい。

　屋台村にはずいぶんと人が集まっていたけれど、それも当然だと思えるできばえだった。

「……よし、そろそろ戻るか」

「ええ、そうね、いい時間だし……」

　気づけば、時刻は午後二時前。あと一時間と少しで共同ステージの幕が上がる。

　最後に霧きり香かからの挨拶もあるし、そろそろ配置についておいた方がいいだろう。

　二人並んで、副体育館へ向けて歩き出した。

　学校敷しき地ち内はすでに、宮みや前まえ、御ご殿てん山やま両高校の生徒のみならず、その家族、それ以外の地域の人々などでごった返し始めていた。

　反射的に、はぐれないように秋あき玻はの手を摑つかむと──彼女は一瞬ビクリと身を震わせる。

　驚き振り返ると、秋あき玻ははばつの悪そうな顔でこちらから視線をそらした。

「……ご、ごめんなさい。そ、その……人の沢山いる場所で、いきなりだったから……びっくりしちゃって……」

「そ、そっか……。こっちこそごめん……」

　言いながら、なんだか妙に手の平の汗が気になり始める。

　このまま手を繫つないでいていいものかと、どうにも悩んでしまう。

　けれど、ここで手を離すのもなんだかおかしい気がして……僕は気を紛らわすために、校内で流れ続けている放送に意識を傾けた。

『──というわけで、二年生松まつ尾おのオススメ企画紹介でしたー』

　しゃべっているのは、最近お昼の放送の担当として頭角を現しつつある二年生女子、松まつ尾おさんのようだ。

　彼女は文化祭のテンションに合わせ、普段よりも一層明るい声でトークを続け、

『──では、次のコーナーに参りましょう！　ＯＧである現役作家、柊ひいらぎところさん持ち込みの企画です！　みなさんご存じ、現文の千ち代よ田だ先生がお送りする、その名も「失恋相談ももせ」～！』

『……どうも、千ち代よ田だです。よろしくお願いします』

　──噴き出した。

　スピーカーから聴き慣れた声がして、思わず噴き出した。

『ところちゃんに推されて渋々ではありますが……がんばります』

『ありがとうございます！　さて、この「失恋相談ももせ」ですが、その名のとおり！　最近失恋してしまったーだとか、恋人に振られてしまいそうだーという生徒からの相談に、千ち代よ田だ先生が親身にお答えしていく、というコーナーです』

『はい。恋は終わり際が肝心です。失恋してしまったあなた。恋が終わりそうなあなた、そんなあなたからの相談、お待ちしています』

　……いや、渋々とか言って普通にノリノリじゃないか!?

　普段とちょっとキャラ違うし、完全に楽しんでやってないか……!?

　それに、失恋相談って……。恋愛相談ならまだしもなぜそこに焦点を絞ったんだ……。

　いやまあ、秋あき玻はとの気まずさを一時的に紛らわせてくれたわけだし、ありがたいといえばありがたいのだけど……。

　けど、そんな切り口で相談してくる生徒が本当にいるんだろうか……？

　なんて考えていると、

『というわけで、失恋に悩んでいる方は、御ご殿てん山やま、宮みや前まえ高校問わず是非ご連絡ください。……お、さっそく相談者の人と電話が繫つながったみたいですね。もしもしー』

『はい、もしもし……』

『相談者さんで間違いないですかね？　よろしければ、ラジオネームをお教えいただけますかね？』

『……ラジオネーム？　そうだな、じゃあ……ＳＨＵ─ＺＥＥでお願いします……』

　……修しゆう司じ!?　この声、修しゆう司じじゃないのか!?

　あいつ、何やってんだよ……。そりゃまあ、須す藤どうに振られたの今も引きずってるかもしれないけど……こんなところで相談するほど追い詰められてたのかよ……。というか、ラジオネームもうちょっとひねった方がよかったんじゃ……。

『では、さっそくお悩みをお聞かせください』

『えっと、俺……小学生のときからずっと好きな女子がいて──』

　ぽつぽつと、須す藤どうとのこれまでを語り始める修しゆう司じ。

　普段だったら絶対しないような、ちょっとかっこ悪い相談ごと。

　けれど、行き交う人混みの中で、模擬店の食べ物の匂いと喧けん騒そうの中でそれを聞いていると──僕は妙に実感する。




　ああ──文化祭なんだ。

　今僕は、非日常の、ハレの日のまっただ中にいる──。




　──考えているうちに、副体育館に到着した。

　修しゆう司じの相談に対する千ち代よ田だ先生の回答が気になるけれど、仕事が待っている。

　僕は両手で重たい扉を開けると、薄暗い自分の戦場に、秋あき玻はとともに足を踏み入れた。





＊






「──さて！　ついに本番まで、あと一時間となりました～！」

　出演者全員を前にして、霧きり香かが挨拶を始めた。

　Ｐｈａｓｅｒｓ、ａｌａｌａ、春はる珂かの友人たち、そしてＯｍｏｃｈｉさん。

　彼らはそれぞれ楽しげに、不安げに、リラックスした様子でその声に耳を傾けている。

　電灯が落とされ目張りされた体育館は薄暗くて、照明さんが照らしてくれている僕らの周りだけが、熱く眩まばゆいスポットライトに照らされていた。

「わたしは、去年一昨年と共同ステージを見てきたんですがー……うん、誇張抜きで、これまでで最高のメンツが集まったと思います！　リハも拝見しましたが、確実にレベルは今年が一番ですねー！　これはもう、盛り上がるのは間違いないかと！」

　Ｐｈａｓｅｒｓの面々から「おー……！」と声が上がる。

　ａｌａｌａのリーダーが誇らしげにほほえむ。

「実行委員が事前にアンケートを採ったんですがー、期待している企画第一位、絶対に見に行く企画第二位が、この共同ステージでした～！　ちなみに、絶対見に行くの一位はオープニングセレモニーのあとにあった企画ステージなので、あれってほぼ全生徒が自動で見るものなんですよね。ので『絶対見たい』も、実質我々が一位、ということで間違いないかと～！」

　確かに、周囲の共同ステージに対する期待は、僕もはっきりと感じ取っていた。

　須す藤どう、細ほそ野のも見に来てくれるようだったし、道行く人たちから共同ステージに関する話題も頻繁に漏れ聞こえてきていた。

『──わたしＰｈａｓｅｒｓ好きなんだよねー！　絶対見に行くわ！』

『──実は俺の友達が、ａｌａｌａのメンバーと付き合っててさー。どんな感じなのか気になって……』

『──え、Ｏｍｏｃｈｉ出るの!?　すごくね!?　文化祭に!?』

　霧きり香かの言うことも、あながち誇張でもないと思う。

　少なくともこのステージは、今回の文化祭でトップクラスに注目を集めている。

「ですからー、かなりの集客が見込まれるんですよね～。全体の来場者も今年はかなり多いらしくて、もしかしたらこの体育館にも、入場制限かけないといけないかも知れません～」

　Ｏｍｏｃｈｉさんを除く、出演者全員からどよめきが上がる。

　柊ひいらぎさんたちにいたっては、もはや気絶してしまいそうな表情だ。

　ただ──この話もまた誇張ではない。実行委員の本部からそんな予想が来ていて、スタッフの増員を派遣してもらっている。

　確かに入場制限ともなれば、僕、秋あき玻はと春はる珂か、霧きり香かの三人と、その他数人の手伝い要員では捌さばききれないだろう。

「ということで──今日はみなさん、最高のステージにしましょう！」

　霧きり香かがその目に、強い意志を宿して言う。

「どうかみなさま、よろしくお願いします！」

　──よろしくお願いします！　と出演者からも返事があり、挨拶が終わる。

　あとは、三十分ほどしたら体育館入り口を開けて開場。さらに三十分ほど経たてば──ついに本番が始まるわけだ。

「──よーし行くかー！」

「──うおー上がってきたー！」

　出演者の面々が、控えスペースに戻り始める。

　僕ももう一度進行を確認するため、ステージ裏手へ向かう。

　けれど──そのとき。

「しょ、庄しよう司じさん……！」

　ステージ運営の当日手伝いをしてくれている実行委員の男子が、霧きり香かに駆け寄ってきた。

　その声が妙に張り詰めていることに、僕は違和感を覚えるけれど、

「あ、どうもお疲れ様ですー！　どうでした、そっちも増員必要ですか～？」

　それに気づいていないのか、霧きり香かは何食わぬ顔で男子にそう尋ねた。

　彼には先ほど、霧きり香かが開場待機列がどうなっているかの確認を頼んでいた。

　例年、共同ステージは開場の前から入場待ちの列ができ、多いときではそれが一〇〇人以上に及ぶこともある。

　今年の注目度を考えれば、その人数は倍近くになっていてもおかしくない。だとしたら、その整理に人を回そう、ということで報告を待っていたのだけど──、

　彼は、荒い息を整えてから、

「……いません……」

　震える声で、そう報告した。

「待機している人が……いません……」





＊






「──サイトにも、パンフにも記載がない!?」

　緊急で僕、秋あき玻は、霧きり香かでミーティングが開かれ、すぐにその原因は判明した。

「うん……。来場者の人って、基本その二つで企画の場所を確認するでしょう？　けれど、そのどちらにも……共同ステージの開催場所の記載がないの……」

　真っ青な顔で、秋あき玻はがスマホとパンフを差し出す。

　霧きり香かと顔を突き合わせ、それを覗のぞき込こんだ。

　どちらも、企画一覧のページにはそれぞれ開催場所が記載されているけれど──どういうわけだか共同ステージだけ、開催場所の記載がない。

「な、何だよこれ……！」

　思わず、我が目を疑った。

「印刷ミス……!?　いや、だったらなんでサイトまで書いてないんだ……!?　どうしてこんなことになるんだよ……」

「……でも、人がいないのは、これが原因で……間違いないですね……」

　スマホを確認していた霧きり香かが、張り詰めた声でそう言う。

「ツイッターでも皆、困惑してるみたいです……。共同ステージどこでやるんだ？　とか、わざと隠してるんじゃないか、とか……」

　彼女がこちらに向けたディスプレイには、今回の文化祭用のハッシュタグがつけられたつぶやきが表示されていた。

　様々な声に溢あふれる中、共同ステージの会場がわからなくて困っている声がかなりの数散見される。

「……仕方ないですね」

　言って、霧きり香かは腰掛けていた床から立ち上がった。

「今からでも、できるだけ人を集めて呼び込みするしかありません。集客は……思ったよりも少なくなってしまうでしょうけど、それでもやれるだけやるしか……」

　──その表情に、本気の焦あせりがありありと浮かんでいて。

　霧きり香かのそんな表情を見るのは初めてのことで──。

　改めて、僕は自分たちが窮地に追い込まれたことを冷や汗とともに実感する。

「……どうしたの？」

　気づけば──Ｐｈａｓｅｒｓの面々が不安げにこちらを覗のぞき込こんでいた。

「何か、トラブルでもあった感じ？　大丈夫？」

　……そりゃ、勘づかれるだろう。

　ステージ責任者たちが輪になって、真っ青な顔でミーティングしてるんだ。

　こんな状況で、問題がないと考える方が難しい。

「あ～……まあ、そうですね～……」

　霧きり香かがその顔に、いつもどおりの笑みを貼り付けた。

　その素早さはさすがだけれど……ところどころその笑みにはひびが入り、隠しようのない焦あせりが漏れ出している。

「……ま、まあ、大したことは起きてないんですけどねー。ちょっと、会場の告知がうまくできていなかったみたいでして～」

　──そうだ、そんな風に言うことしかできない。

　問題が起きていること自体は、もう隠しようがないと思う。ここからどうがんばったってステージ開始時の集客はさっき話したとおりにはならないだろうし、それは誠実ではない。

　けれど──本番前の彼らのテンションを下げてしまうわけにもいかない。

　あまり詳しくはないけれど、きっと、出演者の気持ちはステージのできばえを大きく左右するのだろう。だからこそ開場を前にして、彼らは気持ちを高めるためにメンバーだけで集まり、リラックスした時間を過ごしていたのだ。

　ここで、最悪の事態が起きてしまった、なんて告げることはできない。

　けれど──、

「……え、それ結構ヤバいやつじゃね？」

　リーダーのベーシストが、当然そのことに気づいてしまう。

「告知できてなかったって、どこに？　……もしかして、パンフかウェブのどっちかだったりする……？」

　その問いに霧きり香かは無理に笑みを浮かべたまま、

「……両方、です……」

「……マジかよ!?」

　──薄暗い体育館に、その声が反響した。

「え、それヤバくね!?　だって、両方載ってなかったなら……客はどこでこのステージの会場確認すんの!?」

「……ど、どうしたの？」

「何だよ、大声出して……」

　Ｐｈａｓｅｒｓの残りの面々や、ａｌａｌａのメンバー、その他出演者も何事か、と集まってきた。こうなったら……事情を全て説明するしかないだろう。

　そして──その役目を未まだ一年生である、霧きり香かに任せるわけにはいかない。

「……霧きり香か、僕が話すよ」

　そう言って、僕らが彼らの前に立とうとする。

「誠心誠意謝るしかないよ。僕が説明する」

　けれど、霧きり香かはそれを強い力で押しとどめ、

「いえ、わたしから……。パンフとサイトに載せる文言を申請したのはわたしですし。わたしに責任があります……」

　……確かにその仕事をしてくれたのは霧きり香かだ。それでも、抜け目ないこの子がそこでミスをするはずはないし、そうなれば原因をここで確定するのは難しい。連帯責任と考える方がいい。

　だからもう一度、僕が口を開こうとしたところで、

「──それに」

　霧きり香かは言葉を続ける。

「ここは多分……なんとか謝って、仮にそれで許してもらえても……問題は解決しないです」

　──その言葉に、そのとおりだと気づかされる。

　今僕らに必要なことは──みんなに許してもらうことでも、理解してもらうことでもない。

　いいステージを作り上げることだ。

　謝れば、もしかしたら許してもらえるかもしれない。

　我慢して、彼らもほとんどいない客の前でパフォーマンスしてくれるかもしれない。

　けれど──それは実のところ、誰にとっても得のない、最悪のパターンだ。

　演奏者は苦しい思いをし、客はテンションが低めのパフォーマンスを見ることになり、僕らもそんなステージは望んでいない。

　だとしたら、ここで必要なのは。

　彼らに相対するとき必要なのは──テンションを下げないこと。

　気持ちを落とさないままでなんとか客をかき集め、少しでも想定どおりのステージに近づけるしかない。

　そして、この場でそれができる者がいるとすれば──、




「──ほんっとうにすみません！」




　そう言って、深々と頭を下げる霧きり香かだけだ。

　少なくとも──僕や秋あき玻はや春はる珂かではない。

「実は手違いで、今回の会場の告知がまったくできていなくて……」

「え、えええ!?」

「そ、それ、大丈夫なの……？」

「観客、ここに来ないってこと……？」

「すいません、現状お客さんはここに集まれていないみたいです……。けど！　ここからなんとかさせてもらいます！」

　その顔になんとか自信の笑みを浮かべ、霧きり香かは宣言する。

「今すぐここにいる全員と、手の空いている文化祭実行委員に招集をかけて、声かけを行います！　ネットでも、ツイッターなどを使って情報を拡散します！　それで、それなりの人数は集まるはずです！」

「……それでも、予想していた人数よりは大分お客さん、減っちゃうよね？」

「というか、最初とかほとんど人いない状態でやることになるんじゃないの……？」

「開場まで、あと十五分くらいしかないよ……？」

「そこは……なんとかがんばりますから！　できる人で全力でやれば……始まるまでに、一〇〇人くらいは集まるかと……」

「……一〇〇人かあ」

　Ｐｈａｓｅｒｓのベースが、ため息交じりにそうつぶやいた。

　怒っているわけではない、憤慨しているわけでもない。

　けれど──当初の予想との落差に、明らかに落胆している様子──。

　そしてその失望は……あっという間に、他の出演者にも広がっていく。

「だとしたら……わたしたちの出番も結構少なめかもねー」

「マジかー……今日家族も見に来るんだけどなあ……」

「てかヤバくね？　プロダクションの人見に来るだろ？　ちょっと心証悪いかも……」

　不安は一瞬で、その場の全員に感染した。

　そのうえ、お互いの間をぐるぐる循環することで、あっという間に強化されていく──。

　──そのことに、誰より目ざとく気づいたんだろう。

　霧きり香かが──僕の顔を見る。

　今にも泣き出しそうな、完全に敗北を悟ったような顔で……。




　──本当は、対応策はある。




　霧きり香かが彼らに説明してくれている間、必死に頭を回して、今できる解決策は思い付いていた。

　正直──うまくいくと思う。

　かなり強引な手段であることは間違いない。当初の予定どおりの観客数には、さすがに届かないかもしれない。

　それでも、その強引さこそがこのアイデアの武器になるだろうし、かなりの注目を集めることができる。

　ただ問題は──この雰囲気だ。

　出演者たちの間に漂う、焦あせり、落胆、失望……。

　仮にいいところまで人を集めることができたとしても、彼らの気持ちが落ちていたのでは意味がない。それでは──ステージは成功したとは言えない。

「……ごめんなさい、ダメですね」

　視線を落とし、自嘲するように霧きり香かが言う。

　その顔は真っ青で、大きな瞳からは光が消えていて──彼女の絶望を、我がことのようにはっきりと感じる。

「すみません、わたしのせいで……」

　──けれど、僕は気づいていた。

　本当は──この雰囲気すら。

　この落ちきったこの場の気分すら、一発で塗り替えられる方法が、最後に一つだけ残されていることに──。

「……わたしの間違いだったのかも知れませんね」

　言うと──霧きり香かは僕の顔を見上げた。

　その目から、一筋涙がぽろりとこぼれた。

「技術で取り繕って、振る舞いの表面だけ変えたって……どうにもならないのかも知れませんね……」

　──その表情に、僕はふいに思い出す。

　中学の頃──霧きり香かに振る舞い方を教えてもらっていた時期。

　塾の授業の合間に、なんとなく気分転換したくて、外付けの非常階段に出たときのこと。

　真冬で、雪の降る日で、寒さのせいかそこには誰の姿も見えなかったのだけど、

「……霧きり香か？」

　上に続く階段の片隅、コート姿の彼女がぼんやりと腰掛けているのに気づいた。

　空を眺めるその目はうつろで、いつもの元気が噓うそのようで、

「……どうしたの？　体調でも悪いの？」

　そう尋ねると、

「……え？　あ、ああ、矢や野の先輩」

　ようやく彼女は、僕に気づいた様子で笑みを浮かべた。

　そして、霧きり香かはいつもと違う色をその目に浮かべたままで、

「……んー、なんとなく、テンションが上がらなくてー」

「……霧きり香かにも、そういう日があるんだな」

「残念ながらね」

　そう言って、霧きり香かはもう一度笑う。そして、彼女は遠い目で空を見上げ──こうつぶやいたのだった。

「もっともっと……うまくやりたいなあ」

　──そんな彼女の姿に、当時の僕は知ったのだ。

　霧きり香かだって最初から、本心から自信に満ちあふれているわけではないということを。

　彼女は努力して、試行錯誤や失敗を重ねて強くなった、ということを。

　そして今──彼女はその足でここに立ち、一つの大きな試練を迎えたのだ。

　──だとしたら。

　なら、僕は──。

　ちらりと──秋あき玻はの方に目をやった。

　小さく彼女の手を握ると、驚いた様子で秋あき玻ははこちらを見る。

　そして──きっと、気づいてくれたのだと思う。

　僕の目に宿る意思を。

　僕がこれから、やろうとしていることを──。

　秋あき玻はは、わずかにほほえむと小さくうなずき、握った手にぎゅっと力を込めた。

　──うん。

　大丈夫だ。

　秋あき玻はがこうしてくれるなら、僕は踏み外すことができる。

　秋あき玻はから手を離し、僕は大きく息を吸い込んだ。

　そして──、
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「……あああああああ！　もうこうなったら仕方ねえ！」




　──僕が上げた大声に、その場の全員がビクリとする。

　ぽかんとした顔、大声にしかめられた顔、困惑した顔──。

　それもそうだ、これまでどんなときでもローテンションだった実行委員の男が、いきなり大声を上げたのだから。

　けれど、僕はもう一度大きく息を吸い込み、




「もう、なりふりなんて構ってらんないっす！　やれること全部やります！　それで──このステージを絶対に成功させます！」




「……いやいや、絶対成功って、ここからどうするのさ……」

　我に返ったらしい、Ｐｈａｓｅｒｓのベースが恐る恐るといった様子で尋ねてくる。

　そして、ａｌａｌａのリーダーも、

「開場まで、あと十五分ないくらいだよ？　今からできることって、そんなになくない？」

　おっしゃることはごもっともだ。

　時間は圧倒的に足りていないし、打てる手だって限りなく少ない。

　でも、だからこそ僕は──霧きり香かに教わったとおり表情筋を動かす。




『──派手な動きで注目を集めたら、まずは余裕の姿を見せましょう』

『──そうすれば、相手は自分に何かしらの能力があるのかも、と思い始めます』




「……その、時間のなさを『わざと』だと思わせるんです」

「……わざと？」

「ええ。それを全て計算の上でのものだと見せかけて、最大限利用するんです。そうすれば……当初予定どおりに人を集めることも、可能だと思います」

　不敵な笑みを浮かべながらそう言うと。案の定興味を抱いてくれたらしい、出演者が「どういうことだよ……？」「具体的にどうするんだよ？」と僕の回りに集まり始めた。

　視線をやると──霧きり香かは目を見開きこちらを見ている。

　そうだ──今の僕は、あの頃の僕だ。

　霧きり香かに教わったとおりに振る舞う「明るくてノリのいい矢や野の」だ。

　秋あき玻はも僕に、慈いつくしむような笑みを浮かべてくれている。

　だから僕は、もう一度その顔に笑みを浮かべ──、

「──みなさんにも、協力してもらう必要があります」

　彼らに説明を始めた。







「……確かに、それならいけるかも」

　僕の話を聞き終え、最初に声を上げたのは──ａｌａｌａのリーダーだった。

「そういう見せ方だったら、時間のなさは一種のプレミアみたいに見えるよね……」

「うん、結構いいと思う……」

「わたしも賛成だな……」

　リーダーに続き、メンバーたちもうなずいてくれた。

　彼女たちの顔には少しずつ笑みが戻り始めていて──ａｌａｌａは明らかに僕の案に、希望を抱きつつある。

　まずはその様子にほっとした。

　こんな風にキャラを作って、技術を使って振る舞うのは半年ぶり近いけれど……まだまだ能力は衰えていなかったらしい。

「……いや、でもそれ大丈夫なのか？」

　Ｐｈａｓｅｒｓの面々は、未いまだに不安な顔をしている。

「結構危険もあるよな？　学校側に注意されて、最悪ステージ中止なんてことも……」

「おっしゃるとおり、そこはギリギリのラインですねー」

　素直に僕は、その言葉を認める。

　僕の案はかなりの「強硬案」だ。事前に申請していれば間違いなく却下されただろうし、ゲリラで行っても決していい顔はされないだろう。

「……でも」

　声に自信を滲にじませ、僕は続ける。

「観客たちを、生徒たちを味方につけてしまえば、学校側も無理矢理中止まで持ち込むのは難しいはずです。迷惑をかけるのは『最初』の一瞬だけですしね。あとで怒られるかも知れませんが……」

　そう前置きして、僕は彼らに笑みを浮かべてみせる。

「そのときはまあ……僕が坊ぼう主ずにでも何でもなりますよ」

「……いいんじゃね？」

　それまで黙っていたドラム担当が、楽しげな声を上げた。

「そんくらいの無茶してこそだろ、バンドなんて」

「……確かに、あんまりお行儀よくてもつまんねーよなー」

「俺も面白いと思ったよ。やってみねえ……？」

　そしてボーカル、ギターまで続き……ベースは深く息を吐いた。

「……そうだな、わかったよ」

　言って──彼は僕の肩に手を置き。

「頼んだぞ、実行委員──観客、かっさらってきてくれ！」





＊






「──よし、じゃあ霧きり香かは実行委員長に連絡頼む！　できるだけ人数多くかき集めて！」

「はいー！　わかりました！」

「秋あき玻はは実行委員会のオフィシャルアカウントで情報拡散頼む！　始まる瞬間の動画とかくっつけて、ハッシュタグありで流すと効果的だと思う！」

「うん、わかったわ！」

「で……僕はちょっくら行ってくるわ」

　体育館の入り口で、ローファーにはきかえ振り返ると──秋あき玻はと霧きり香かが見送りに来てくれる。

「……がんばってね、矢や野のくん」

「……うまくいくことを祈ってます」

「おう、任せとけ！」

　拳を突き出しそう言うと──僕は校庭の方へ向かって歩き出す。

　目指すのは──放送部の生放送の声がよく聞こえて、なおかつ周りに人があまりいないところだ。

　校庭の中程まで出ると、人混みの喧けん騒そうは大分遠ざかる。

　それでも、スピーカーが近くにあるおかげで、

『──というわけで、「メイド長閣下」さん、ご相談ありがとうございましたー！　さあ、どうでした千ち代よ田だ先生。今の相談は』

『三角関係の末誰もくっつかないというのは、悲しいけれど美しい結末ですね。しかも全員同じクラスにいるという。うん、とてもわたし好みです』

『なるほど、ありがとうございます』

　放送部員の放送がクリアに聞こえた。

　案の定、まだ『失恋相談ももせ』のコーナーは続いているらしい。

　相談者も途切れたところだし、ちょうどいいタイミングだ。

　ここで僕は──この計画の第一段階に取りかかることにする。

　大きく息を吸い込むと──脳裏に、秋あき玻は、春はる珂かと出会ってからの日々が蘇よみがえった。

　二重人格の彼女たち。恋人と、大切な友人。

　彼女たちといることで、僕は自分自身を取り戻すことができた。

　あるべき姿でいることができた。

　けれど──ごめん。

　僕は今から、少しだけそれを裏切るよ──。

　高鳴る鼓動をなんとか抑え、何度か深い深呼吸をすると──僕はスマホを手に取り文化祭情報のサイトに接続。放送部のコーナーに飛び……そこに記載されている、失恋相談者専用ダイアルに電話をかけた。

　スマホから流れ出すコール音。

　それと同時に、スピーカーの向こうで松まつ尾おさんがそれに反応する。

『お、次の相談者の方がさっそく！　では繫つないでみましょう──』

　──ぷつりという音とともに、彼女の声がスマホからも流れ出す。

『もしもしー、放送部松まつ尾おですー。「失恋相談ももせ」にご相談の方ですかー？』

　その問いに、僕ははっきりした声色を心がけながら──こう答えた。




「いえ──放送ジャックです」




『……へ？』

「こんにちは。二年四組文化祭実行委員の、矢や野の四し季きです。今現在の時刻をもって、少しの時間──放送をジャックさせていただきます！」

『……えーなんですかなんですか！　放送ジャック!?　これは予期せぬ展開ですよ!?』

　テンション高めにそう言う松まつ尾おさん。

　よかった……怒られて通話を切断される可能性もあったけれど、どうやら面白がってもらえたらしい。

　そして、隣にいる千ち代よ田だ先生も、

『え、や、矢や野のくん!?　どうしたの急に……？　ごめんなさい、この子うちのクラスの子で……』

　と、予想外の展開にうろたえているようだ。

　そんな二人と、この放送を聞いているであろう宮みや前まえ、御ご殿てん山やま高校の全生徒。文化祭に来ている観客、おそらく数千人に──僕は告げる。

「──サプライズの発表があります」

『……サプライズ、ですか……？』

「ええ、すでにお気づきの人もいると思いますが、あと三十分ほどで始まる共同ステージ……実はまだ、会場の場所を公表していなかったんです」

『あ、ああー！　そうですよね！　わたしの友達も「どこでやるんだろう……」って言ってました！』

「でしょう？　今年は特に注目いただいているようですからね。今話題のＰｈａｓｅｒｓにａｌａｌａが出演。そのうえ、Ｏｍｏｃｈｉさんはなんと全曲新曲で臨んでくれますから。そんな共同ステージがどこで繰り広げられるのか……それを今、この場で発表させていただきます！」

　──そうだ。

　告知ができていなかったなら──意図的なものだということにしてしまえばいい。

　その逆境を利用して、逆に拡散力を高めてしまえばいいのだ。

　サプライズという形でインパクトを強め──一気に情報をばらまく。

　そして、ネットや口コミなど色んな方法が考えられる中、今回の最善手はこの生放送だ。

　宮みや前まえ、御ご殿てん山やま両校でリアルタイムに流れているこの放送が、今現在この場で一番の拡散力を持っているはず──。

『おおおー！　これは耳寄りですよみなさん！』

　松まつ尾おさんが、相変わらず百点満点のリアクションを返してくれる。

『まさか急にこんな形でなんて、わたし本当に聞かされていませんでした！　え、部員のみんな知ってた？　……知らない!?　じゃあこれマジのサプライズですね！』

「そうなんです！　ちなみに一昨年は宮みや前まえ高校の視聴覚室、去年は御ご殿てん山やま高校の中庭特設ステージと徐々に規模を大きくしてきた共同ステージですが、今回は一気に、キャパが二倍以上になります」

『うおー。それは期待が高まりますねー』

　言い合いながら、僕は校舎の方、道行く来場者たちの方に目をやった。

　放送に異変が起きている人も少なくないらしい、何人かがその場に立ち止まり、何事かと視線を上げている。

　──ここまでで、すでに注目を浴びていることは間違いない。

　けれど──もうあと一押し。

　もうあと一押し、派手な演出が必要になるだろう。

　そしてもちろん──僕はそれを用意している。

　僕のような地味な生徒ではなく、圧倒的な才能と実力で輝きを放つ、彼らによる演出──。

『では……矢や野のさん。そろそろ会場、発表いただけますでしょうか』

「ええ、では発表させていただきます──」

　心臓が強く脈打ち、身体からだ全体に血液を送り出す。

　緊張からか高揚からか、手ががたがたと震える。

「今年の、共同ステージが行われるのは──」

　僕は、大きく息を吸い込むと──スマホを耳から離し。

　──祈りを込めて、副体育館へ向けた。




　──瞬間。

　副体育館で──音が弾はじけた。




『──副体育館だあああああああああああああ！』




　響き渡る──スピーカー越しの出演者たちの声。

　──炸さく裂れつするドラムのシンバル。

　──かき鳴らされるひずんだギターのコード。

　──その下で波のようにうねりまくるベースライン。

　──きらびやかに舞い踊るシンセサイザー。

　それらの音が渾こん然ぜん一いつ体たいとなって──全てのドアが開け放たれた副体育館から発せられている。

　その爆音に耳を持って行かれ──全ての、ほぼ全ての来場者が副体育館に視線を向けた。

　屋外にいる生徒たちだけじゃない。校舎の窓という窓からも生徒たちが顔を出し──驚きの表情で轟ごう音おんの出所に目をやる。

　そして、何百何千もの視線が注がれる中──、

『──イエエエエエエィ！　みなさんこんにちは、Ｐｈａｓｅｒｓでーす！』

　マイクを持ったボーカルが、副体育館から飛び出してきた。

『共同ステージが行われる副体育館はここ！　そして、トップバッターは、俺たちＰｈａｓｅｒｓだ！』

　その雄お叫たけびに、Ｐｈａｓｅｒｓのファンだろうか、道行く女生徒たちから歓声が上がった。

　さらに、

『──どもどもー、Ｏｍｏｃｈｉもいますよー。新曲やりまーす！　かわいいボーカルちゃんを呼びましたー』

『──ａｌａｌａも気合い十分です！　今日のためにリハしまくったんだから！　みんな！　絶対見に来て！』

　Ｏｍｏｃｈｉさんとａｌａｌａのメンバーが現れマイクを引き継ぎ、熱狂はさらに拡大していく。さらには──秋あき玻はまで霧きり香かに引っ張り出されてきて、

『ど、どうも……水みな瀬せです、がんばります……』

　と声を震わせている。

　最終的に、マイクはＰｈａｓｅｒｓのボーカルの元に戻り、

『つーことで！　本番は三十分後！　みんな、絶対に見に来てくれ！　じゃあ行くぞ、せーの！』




『──お待ちしてまーす！』




　──全員でそう叫ぶと。

　出演者陣は副体育館へ駆け戻り、館内にいた実行委員たちが再び扉を一斉に閉めた。

　一瞬で──辺りに静寂が戻る。

　しかし、すぐにどよめきが自然にわき上がり。

　そしてそれは、波のように力強くうねり、あっという間に辺りに広がっていく──。

『……うわ、うわー……ちょ、すごいですね今の！』

　しばし間を開けて──呆ほうけたように、松まつ尾おさんが言った。

『出演者による呼び込み！　まさにサプライズですね！　驚きました！』

「でしょう!?　みんなに打診したところ、快く引き受けてくれまして。思い切って、チャレンジしてみました！」

　──正直なところ、本当にギリギリのアイデアだったと思う。

　ドア全開の体育館から、全員で爆音を発生させる。

　夏フェスほどの音量ではないけれど、近所にもその音は間違いなく届いただろう。クレームだってくるかもしれない。

　けれど──考えてみれば、吹奏楽部だって外で演奏をしているし、そもそも去年の共同ステージは屋外での開催だったんだ。ギリギリのところで許してもらえるはず……。

「──ということでみなさん！　改めて、是非副体育館へお越しください！　出演者はＰｈａｓｅｒｓ、ａｌａｌａ、水みな瀬せ春はる珂かと仲間たち、そしてＯｍｏｃｈｉ！　こんなステージそうは見られませんよ！」

　そこまで煽あおりに煽あおってから──僕はもちろん、配慮も忘れない。

「ただみなさん！　焦あせることはありません！　会場は今オープンしたばかりです！　御ご殿てん山やま高校からゆっくり歩いてきても十分開演には間に合いますし、音響機材も最高のものをそろえました！　会場のどこでもいい音で楽しめます！　くれぐれも押し合わず、文化祭実行委員の指示に従ってゆっくりと会場までお越しください！」

　──言ってから、会場付近に目をやると。

　すでにそこには詰めかけ始めた来場者の姿と──それを懸命に誘導している実行委員たちの姿があった。

　誘導担当は、ここにいるメンバーだけでない。

　会場全体に散らばった手すきの実行委員たちが、それぞれインカムで連絡を取り合いながら、来場者たちを安全に会場まで誘導してくれている。

　それを見届けてから、

「──ということで、放送ジャック失礼しました！」

　僕は締めに取りかかる。

「何よりも大事なことは、事故なく今日を終えること。誰一人けが人なく文化祭を終えることです。けれど、次に大事なのは──今日を大切な日にすること！　共同ステージは、あなたの今日を必ずや特別な日にしてみせます！　ご来場、お待ちしています！」

『はい！　ありがとうございますー！　文化祭実行委員、矢や野のさんによる放送ジャックでしたー！』

『……矢や野のくん、全部終わったあと、職員室集合ね……』

　スマホのボタンを押し、通話が終了した。

　一つの山場が終わって──僕は深く息を吐く。

　松まつ尾おさんのセリフのあとに、千ち代よ田だ先生の呪いのこもったセリフが聞こえたけれど……まあ仕方がない。少なくとも全部が終わるまでの猶予がもらえたんだから、万々歳だ。

「……さて、ネットの方はどうなってるか……」

　汗を拭い副体育館へ向かいながら、ツイッターに接続して様子をうかがう。

　予定どおり──秋あき玻はの投稿した告知ツイート（出演者たちの呼び込み動画付き）は、文化祭ハッシュタグの中ですさまじい勢いで拡散されている様子だった。

　顔を上げ、もう一度副体育館に目をやると。その入り口付近には──当初のイメージを超えかねないほどの、長蛇の列ができ始めていた──。





＊＊＊






４月３日（月）




　何が間違っていたんだろう。

　どこで踏み外したんだろう。

　こんな気持ちになるはずじゃなかった。こんな風に思うなんて、予想もしていなかった。

　悪いことをしているわけじゃない。

　みんなも笑ってくれたし、僕だってそれを望んでいたはずだった。

　なのに、なんで噓うそをついているような気分になるんだ。

　霧きり香かになんて話そう？　あの子は今日、僕からの報告を楽しみにしている。

　僕はこれから、どんな顔をしてあの子に会えばいいんだろう。
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『──けれど、だからこそロムルは思ったのです。レムスの方が、この村にふさわしいのだと。与えることよりも求めることの方が、相手のためになることもあるのだと』

　──春はる珂かたちの人形劇が、最終盤を迎えていた。

　流れ者の双子、ロムルとレムスがある山間の村を訪れた一週間の話。

　村に様々な待遇を要求したレムスは村の人々に好かれ、村のためにと力を尽くしたロムルは却かえって村に混乱を起こしてしまう。

『レムスは、日々ロムルが元気を失っていくのに気づいていました。そんな彼を心配し、なんとか以前の笑顔を取り戻してほしいと思いました。けれど、どうすればいいのかわかりません』

　──共同ステージは、開演したその瞬間からこれまでにない盛り上がりを見せていた。

　Ｐｈａｓｅｒｓの演奏が始まった時点で会場は満員。

　その上で、彼らの演奏は熱のこもったもので──客席は興奮のるつぼとなった。

　突き抜けるシャウトに重厚なビート。揺れるフロア、上昇する温度。

　気づけば館内は、クラスＴシャツ一枚でいても汗ばむほどの熱気になっている。

　続くａｌａｌａも、キレのあるダンスを熱演。その評判がネットで広まったのか、彼女たちを目当てに副体育館に集まる客が増え始め──ついに入場規制がかけられるに至った。

　しかもどうやら、客席に芸能事務所の関係者が紛れていたらしく、本番終了後ａｌａｌａはちょっとお話をさせていただきたい、と声をかけられていた。本当にこのまま、彼女たちは芸能人になってしまうかもしれない。

　──そんな中。

　完璧な流れでステージを引き継がなければいけなくなった春はる珂かたちは──ガチガチに緊張していた。

「どどど……どうしよう、このあとわたしたち出るの？」

「ちょ、ちょっと……次元が違いすぎるよね」

　震える春はる珂かの横で、柊ひいらぎさんも身を縮こまらせている。

　与よ野のさん、氏うじ家いえさんに至っては、気を落ち着かせるためか手元でせわしく手芸を始めてしまっていた。

　──けれど。

　始まった、彼女たちの人形劇。『ロムルとレムスと青い屋根の家』は──妙な魅力を持って、観客全員の目を引きつけていた。

　手芸部二人による書き割りと、キャラクターの人形。

　柊ひいらぎさんによる、ファンタジックで優しくて、どこか切ない物語運び。

　そして──それを演じる春はる珂かの柔らかくて、少しだけ抜けた声。

　その全てが、隙もなく嚙かみ合あって効果を発揮し──ステージの上に不思議な世界観を作り上げている。

　それは確かに、Ｐｈａｓｅｒｓやａｌａｌａたちのような「努力で勝ち取った『良さ』」ではないのかもしれない。けれど、その素朴さが価値を生み出しているのも確かで。ひたすら熱狂が渦巻いていたこの共同ステージの、一服の清涼剤になってくれたことも事実で──。

　僕は隣に立つ彼女。このステージを最初に提案した霧きり香かの先見の明に、相変わらず感心してしまう。

　そして、その横顔を眺めていた僕は、




『だから──わたしは、明日一日で決着をつけてみせますよ』




　昨日、霧きり香かが挑むように言ったその言葉を頭の中で反はん芻すうする。




『わたしの目的は、ただ矢や野の先輩を昔の矢や野の先輩に戻すことです。それができれば、他はまあいいかな～』




　確かに僕は、彼女の言うとおり、霧きり香かといた頃の自分に戻ってしまった。

　この舞台を成功させるためキャラを作り、技術を弄し、噓うそをついて観客をこの場に集めた。

　そしてそのことに──はっきり言おう、僕は驚きと、達成感を覚えていた。

　こんなにも、うまくいってしまうなんて。窮地を見事に脱することができるなんて……。

　では僕は、これからどうしたいのか。どうするべきなのか。

　答えは未いまだに、見つからないままだった──。

『だから今も──ロムルとレムスは仲良く暮らしているのです。二人が過ごした、青い屋根のお家うちに──』

　彼女たちの劇が終わった。

　これまでよりは穏やかな、けれど、確実に熱のこもった拍手が上がる。

　舞台袖から客席を覗のぞくと、「よかったよかった」と笑みを浮かべている人、春はる珂かたちの世界観に恍こう惚こつの顔を浮かべている人──こぼれた涙を拭っている人も、何人もいた。というか、最前列で須す藤どうがマジ泣きし、その横で細ほそ野のも目元を拭っていた。感受性の豊かなやつらだ。

「……うわ～終わったー！」

　書き割りや人形を協力して運びながら、舞台裏に戻ってきた春はる珂かがんはぁああ、と息を吐き出す。

「ごめん時とき子こちゃん、三箇所くらいセリフ嚙かんだ！」

「えー、全然大丈夫だよ！　これまでで一番良かったよ……！」

「お客さん、楽しんでくれたかな……」

「泣いてる人いたよ？　大丈夫だったんじゃ、ないかな……」

　不安げにそう言い合う彼女たち。その向こうで──音響スタッフがＯｍｏｃｈｉさんの機材をステージ上に運び込む。

　そして、この舞台裏の傍かたわらで──ノートパソコンを前に、何やら難しい顔をしているＯｍｏｃｈｉさん。

　どうしたのだろう。入れ替え時間は残り十分ほど。

　ここに来て、トラブルだろうか……。

「……矢や野のくん、お疲れ様」

「お、おう……お疲れ」

　振り返ると──秋あき玻はがいる。今の彼女たちの入れ替わり時間は三十分ちょっと。

　今回の春はる珂かの舞台も、その時間に合わせて出演順を調整したから、それが終わってすぐに秋あき玻はに入れ替わった、ということだろう。

「どうだった？　春はる珂かの舞台」

「よかったよ。ちょっと泣きそうになるくらいだった。けど……」

「……どうしたの？　不安そうな顔して」

「いや、なんか、Ｏｍｏｃｈｉさんが困ってるみたいで。……あの、Ｏｍｏｃｈｉさん、どうしました？」

　これ以上放っておく気にもなれず、僕は彼女の元に歩み寄った。

「もしかして、機材トラブルですか？　なんとかなりそうです？」

　本番までもうほとんど時間がないんだ、ここで解決不能のトラブルはちょっと痛すぎる。

　けれど、

「ああ、いえ、トラブルとかではなくてですねー……」

　パソコンをじっと見やり、Ｏｍｏｃｈｉさんは難しい顔のままで、

「……このままでは、勝てないなーと」

「……勝てない？」

「ええー。今日の出演者、みんな本当にすごいです。Ｐｈａｓｅｒｓもａｌａｌａも水みな瀬せちゃんたちの人形劇も、今日この日の雰囲気を取り込んで、とてもすばらしかったですー。なのに」

　腕を組み、Ｏｍｏｃｈｉさんは唇をとがらせると、

「……わたしは、このままでいいのか」

「──だ、大丈夫ですよ！」

　──秋あき玻はがめずらしく、声に力を込めて言う。

「わたし、今回Ｏｍｏｃｈｉさんのレコーディングに参加させてもらって、沢山一緒の時間を過ごしました。その中で、ああ天才ってこういう人なんだなって……本気で何かを成し遂げる人ってこうなんだなって、強く思いましたもん！」

　Ｏｍｏｃｈｉさんの目をじっと見て、必死で主張する秋あき玻は。

　いつの間にかこの二人には、ある種の信頼関係が生まれていたらしい。

「もちろん、わたしの声なんかでいいかなって思いますけど……でも、Ｏｍｏｃｈｉさんの曲ですもん！　絶対大丈夫です！　だから、自信を持ってやってください！」

　声に熱を込める秋あき玻はは、これまでに見たことがない熱心な表情で。

　ああ──この子は本気で、Ｏｍｏｃｈｉさんの曲が気に入ったんだな、と感じる。

　──なのに。

「……かわいい声ですねー」

　Ｏｍｏｃｈｉさんは、秋あき玻はを見返しぽつりとそんなことを言う。

「本当に、良いい声です。というか、たたずまいもいいですよね。水みな瀬せちゃん」

「え、た、たたずまい……？」

「うん……よし、決めました」

　一人うなずくと──Ｏｍｏｃｈｉさんは何食わぬ顔で。

　コンビニへの買い出しでも頼むような口調で──秋あき玻はに言う。




「水みな瀬せちゃん──舞台で歌ってください」




「……へ？」

「録とった音流すのやめますー。こんなお祭り会場なんですから、歌なんて生に限るでしょー？　だから、わたしと一緒に舞台に上がって歌ってくださいー」

「……い、いやいやいや！　無理ですよ！」

　顔の前で、秋あき玻はがぶんぶんと手を振ってみせる。

　いつもは冷静な顔に、本気の焦あせりが浮かんでいる。

「レコーディングだって、あんなに苦労したんですもん……絶対に無理です！」

「もしかして、歌詞とか進行とか忘れちゃいましたー？」

「……それは、覚えてますけど」

　──レコーディングが終わったあとも、秋あき玻はは時間があればＯｍｏｃｈｉさんの曲をちょこちょこ聴いていた。歌詞や進行なんて、忘れようがないんだろう。

「けど、ヘタですし──それに、声にかけてたエフェクト！　あれどうするんですか!?」

「大丈夫ですー。リアルタイムでエフェクトはかけられますし、音程もそれである程度はフォローできるんでー。それに、水みな瀬せちゃんの声だったらちょっとヘタくらいの方がいいのでねー」

「……そうは、言っても」

　相変わらず、踏み切れない様子の秋あき玻は。

　ステージ上では、Ｏｍｏｃｈｉさんの機材の設営が完了したらしい。

　それをちらりと確認すると──Ｏｍｏｃｈｉさんはついに、最終手段に出る。

「……ああー、指が勝手にー……」

　言いながら、彼女はパソコンを操作すると──音楽ソフトをいじり、いくつかの処理をする。

　彼女がボタンを押す度に、表示されていた波形が一つ、二つと消えていく。

「な、何してるんですか!?」

「今、間違って水みな瀬せちゃんのレコーディング済みの歌消しちゃいましたー」

「え、えええええええ!?」

「というか、今まさに消えていっていますー」

「じゃ、じゃあその指を止めてください！」

「それが止まんないんですよー。ああー、どうしようー。このままじゃ歌なしのステージになっちゃうー。こうなったら、リアルタイムで歌ってもらうしかないよー」

「……はぁ……」

　Ｏｍｏｃｈｉさんの白々しい演技に、深く深くため息をつく秋あき玻は。

　もう──こうなったら逃げられない。

　秋あき玻はが、ステージに立つしかない。

　けれど、彼女はまだ踏ん切りがつかないようで、唇を嚙かみ足下に視線を落としている。

　それで──異変に気づいたのか。

「どうしました～？」

　舞台裏を巡回していた霧きり香かがよってきた。

「なんかトラブルですか？　大丈夫です～？」

「あ、ああ……急きゆう遽きよなんだけど、秋あき玻はがＯｍｏｃｈｉさんのステージで、リアルタイムで歌ってほしいって言われてて」

「……はー、なるほど～」

　言いながら、霧きり香かは秋あき玻はとＯｍｏｃｈｉさんの顔を見比べる。

　そして──何かに気づいたのか。その顔に、急にいたずらな笑みを浮かべると、

「……え～！　いいな～！」

　抗議するように、そんな声を上げた。

「秋あき玻は先輩だけずるいです～！　わたしも歌いたい！」

「あ、じゃあ庄しよう司じちゃんも出ますー？　考えてみれば、わたしもそっちの方がうれしいですー」

「いいんですか!?　だったら出ます！　絶対出ますよ～！」

「了解ですー。じゃあ庄しよう司じちゃんパートもそういう風に変更しときますねー」

　──とんとん拍子で、そんな風に話が進んでいく。

　秋あき玻はの方を見ると──それでようやく気持ちが決まったのか。

　あるいは、ステージに立つのが一人じゃないことで、少しだけ気が楽になったのか、

「……わかりました」

　──ようやくあきらめた様子で、その顔に笑みを浮かべた。

「わたしも、精一杯……歌います」

「やったー！」

　Ｏｍｏｃｈｉさんが──小さくぴょんと跳ねた。

　初めて見せる、心底うれしそうな姿。どうやら、この人はこの人で本気で秋あき玻はの歌に惚ほれ込こんでいるらしい。

「では、どうぞよろしくお願いしますねー、水みな瀬せちゃん」

「こちらこそ、よろしくお願いします……」

「矢や野のちゃんも、音響さんに報告お願いしますー。こっちのインターフェイスでＰＣに繫つないでそこから音出しするので、マイクだけ下さいと言えば伝わりますー」

「……わかりました」

　ため息をつきながら、言われたとおりインカムで追加の変更について報告する。

　怒られるかな……なんて思ったけれど、マイクの向こうの音響スタッフさんは「……了解です」なんて苦笑していた。

　そして、そんな僕の後ろで。

「──これで、ちょっとは借りは返せましたか？」

　霧きり香かが、秋あき玻はに小さくこう言うのが聞こえた。

「色々と、ご迷惑をおかけした借りは……」

　振り返ると──殊勝な表情の霧きり香かと、驚いた顔の秋あき玻はが向かい合っている。

　秋あき玻ははしばしぽかんとしてから、霧きり香かに目を細めてみせると、

「……うん、ありがとう」

　春はる珂かに向けるような声色で、穏やかにそう答えた。

「庄しよう司じさんもいるなら、わたし、すごく心強いよ──」
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　──きらびやかな音が弾はじける。

　──ステージ上を、眩まばゆい光が照らす。

　そこに浮かぶシルエットは、三人分。

　前方に立つ、秋あき玻は、霧きり香かと──その後方で機材を司つかさどっているＯｍｏｃｈｉさんだ。

「──わー、みなさんこんばんはー、Ｏｍｏｃｈｉですー」

　マイク越しに、Ｏｍｏｃｈｉさんがまずは観客たちに挨拶した。

「今日は、文化祭共同ステージにお越しいただいてありがとうございますー。今回は、見ての通りかわいこちゃんボーカル二人に来てもらったんでー最後まで楽しんでいってくださいー」

　その声とともに、客席から上がる歓声。

　三組のパフォーマンスを経て、観客たちのテンションも頂点に達しつつあるようだ。

　舞台裏から見えた彼らの顔には──夢の中にいるような、陶酔の色が浮かんでいるのがはっきり見て取れた。

　そして──ステージに立つ秋あき玻はと霧きり香か。

　霧きり香かが楽しげにステップを踏み客を煽あおっているのとは対照的に、秋あき玻ははただ凜りんとそこに立ち、客席をじっと見つめている。

　──すっと伸びた背筋のライン。

　──緩やかにカーブするウエスト。

　そして──整った顔に浮かんだ、どこか物もの憂うげな表情。

　緊張しているだけなのだろうと思う。

　これだけの人前に立って、どうすればいいのかわからないのだろうと思う。

　けれど──そのたたずまいは妙に絵になっていて、僕は思わずその光景に見とれてしまう。

　──イントロが終わった。

　秋あき玻はが小さく息を吸い、歌が始まる。




　瞬間──時間が止まった。




　全ての感覚が遠のく。

　彼女の声だけが──僕の脳に届く。

　Ｏｍｏｃｈｉさんによってエフェクトをかけられ、それでも「秋あき玻はのもの」でしかない、その響き──。

　それが切ない歌詞に乗り、美しいメロディラインを紡つむいでいく──。

　ビギナーズラックなのかもしれない。ただ何かが、偶然嚙かみ合あっただけなのかもしれない。

　けれど、秋あき玻はのその歌は確実に僕の気持ちを摑つかんで放してくれない。

　夢見心地でいるうちに──ワンコーラスが終わり、間奏に入る。

　秋あき玻はの声が途切れ、我に返り辺りを見ると……客席はもちろん周囲の実行委員も、ステージ上の霧きり香かさえも。秋あき玻はの歌声にあっけにとられた様子だった。

　──ただ。

　霧きり香かだって、無意味に舞台に立っているだけではない。
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　間奏が終わり、彼女の出番になった途端に──、

『ほらみんな行くよ～！』

　彼女は原曲にない煽あおりを入れてから、軽快にラップを始める。

　秋あき玻はの歌声が心を摑つかむものだったとしたら、霧きり香かのラップは心を躍らせる効能を持っていた。

　観客は楽しげに身を揺らし、彼女の放つ言葉にリズムに身を任せていた。




　──そんな二人から目を離せないでいるうちに、ステージはあっという間に進行していく。

　オープニングのアップテンポな曲が終わり、踊れるミドルチューンやちょっとコミカルな変化球の曲を挟んでから。今回のＯｍｏｃｈｉさんのステージ唯一の、バラードが始まる。

　秋あき玻はと霧きり香か、二人と話す中でＯｍｏｃｈｉさんが歌詞を思い付いたという、切ないラブソング。

　霧きり香かの緩やかなラップで曲が始まり──ステージがオレンジ色の照明に染まる。

　その色合いは、いつか見た夕焼け空のようで。

　それに照らされる霧きり香かの横顔に、なぜか胸が苦しくなってしまって。

　──ふいに、頭の中にかつての光景がフラッシュバックする。

　それは──霧きり香かと過ごした沢山の時間。

　放課後の、塾の教室での記憶たち──。




『……全然ダメですね。いや、ちょっとびっくりしてます～』

『ここまでできない人って、いるんですね～。小学生のわたしでももっとできました』

『でも、大丈夫です』

『ええ、絶対に。だから、安心してください～』

『だって──わたしがついているんですから』




『──うーん、まだ演技なのがバレバレですねー』

『というか、本心からそう思ってないでしょ～？　矢や野の先輩、心の底では違うこと思ってるでしょ～』

『そうです、もちろん演技です～』

『でも──大事なのは、演技だと自覚すると同時に、本心にしてしまうことです～』




『──おお、いいですね！　最近調子いいですよ～』

『ここまで伸びるとは、正直思ってませんでした～』

『わたしの次くらいには、やれるようになったんじゃないですか～？』

『これなら、周りの人にバレることもなさそうですね～』




『──いよいよ、明日は入学式ですね～』

『え？　お礼？　いいですよそんな～、わたしがしたかっただけなんで』

『じゃあ……まあ、これからも仲良くしましょう～。同じ武器で、世の中と戦う者同士ね～』

『まあ、だから……うん』

『高校が楽しみですね、矢や野の先輩！』




　夕日の中でほほえむ霧きり香か。

　殺風景な蛍光灯の下で、うーんと悩む霧きり香か。

　塾の卒業式のあと、笑顔で僕を送り出してくれた霧きり香か。

　もはや記憶の中にしか残されていない、美しい光景。

　そして僕は、ステージ上の霧きり香かを前に、もう一つ、痛みを持って思い出す。

　大切な日々の中、こっそり抱えていた感情。口に出せなかった、小さな気持ち──。

　そしてそれが、秋あき玻はを前にすると。

　彼女の歌を耳にし、彼女の存在を感じると、ずいぶん遠く小さくなっていくことを。

　だから、僕は心を決める。

　僕にとってごく自然で、揺るがしようのない根源的な決意──。

　──Ｏｍｏｃｈｉさんのステージが終わる。

　今日一番の歓声が、客席から上がった。

　最後に残っているのは、僕ら実行委員による挨拶だけだ。

　隣に控えていた音響スタッフさんからマイクを受け取り、僕は秋あき玻はと霧きり香かが待つ舞台に駆け上がる。

　そして、

「──いえーい！　お疲れ様でしたー！」

　マイク越しに、客席に向かってそう呼びかけた。

「Ｏｍｏｃｈｉ　ｆｅａｔｕｒｉｎｇ秋あき玻は＆霧きり香かでしたー！　盛大な拍手をお願いします！」

　その煽あおりに──客席から一層大きな拍手と歓声が上がる。

　割れんばかりのその音量に、思わず笑みがこぼれた。

「──というわけで！　今年の共同ステージは以上となります！　みなさん最後までありがとうございました！」

「いやいや～盛りだくさんのステージでしたね、矢や野の先輩！」

　霧きり香かが弾はじけるような笑みで、僕に尋ねてくる。

「出演者のみなさんも本当に最高でした～！　Ｐｈａｓｅｒｓのみなさん！　ａｌａｌａのみなさん！　水みな瀬せ春はる珂かと仲間たちのみなさん！　そしてＯｍｏｃｈｉさんありがとうございました～！」

「ありがとうございました！」

「水みな瀬せ先輩は、なんと今回二ステージに出演したわけですけど～どうでした？」

「……あの、もう、死ぬほど緊張しちゃって……。今も、足が震えてて……」

「かわいい！　でもほんと、よかったですよー！　わたしも出てるのに歌声に聞きき惚ほれちゃいました」

「あ、ありがとう……。庄しよう司じさんのラップも、すごく楽しかった……」

「うふふ、そう言ってもらえるとうれしいです～。矢や野の先輩もどうです？　ていうか、あのサプライズ告知すごかったですね！　放送に割り込んだやつ！」

「あー、あれね！　あのー、あれマジサプライズだったんで、実は僕このあと職員室に呼び出されてます！」

「げ～！　もしかして、説教される感じ!?」

「説教じゃ済まないかも……。あのーもしみなさん、僕が来週坊ぼう主ず頭になって登校したら、そういうことだったんだと察してください」

　客席から笑い声が上がる。けれど、そろそろ終わりにしよう。

　このあときっと、エンディングイベントで実行委員長の長い挨拶も待っている。

「──ということで、今年の共同ステージはこれにて閉幕！」

「どうもみなさん、ありがとうございました～！」

　言って──三人で手を繫つなぐと。

　僕らは、客席に向かって深々と頭を下げた──。
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「……お疲れ様でした、矢や野の先輩」

　ステージを降り、鳴り止やまない拍手をぼんやりと聞いていると。

　同じくステージを降りてきた霧きり香かが──僕の前に来て、殊勝な表情で言う。

「あの、今日は……本当に助けられました。矢や野の先輩の機転がなければ、本当に……皆に大きな迷惑をかけていたと思います。ごめんなさい、ありがとうございました……」

「……いやいや、何言ってんだよ」

　霧きり香からしくもないその態度に、なんだか笑いがこみ上げてしまう。

　つかみ所のないこの子だけど、こういう部分で礼儀正しいことも、僕はちゃんと知っていた。

「そもそも……さ。あんな風に振る舞えるようになったのは、皆を乗せるような話し方をできるようになったのは、霧きり香かのおかげなんだよ。だからあれは、霧きり香かの功績でもあるし……お礼はまだしも、謝られるようなことなんて、一つもないよ」

「そう、ですか……」

　もじもじと、身をよじる霧きり香か。

　そんな僕らを──秋あき玻はが遠巻きに眺めている。

　きっと、霧きり香かもそのことに気づいているんだろう。だからだろうか、彼女は一層身を縮こまらせ、

「……あの、先輩」

　消え入りそうな声で、僕に尋ねる。

「……昔に戻ってくれるっていう、ことなんですよね？　あのサプライズも、さっきの挨拶も……わたしと一緒にいた頃の、矢や野の先輩そのものでした。それはつまり……」

　霧きり香かは顔を上げ──まっすぐ僕を見る。

　その猫のような目が、不安げにこちらを覗のぞき込こむ。

「これからは……また昔みたいになれる。そういう、ことなんですよね……？」

　──唇を嚙かむ霧きり香か。

　潤んだ瞳が、動揺に大きく揺れる。

　そんな彼女に僕は──、

「──ごめん」

　はっきりと、そう告げた。

「やっぱりもう──あの頃の僕には戻れないよ」

　──その言葉に、目を見開く霧きり香か。

　彼女は傷ついたように頰を震わせ、瞳にめいっぱいまで涙をため込み、

「……どうして」

「思い出したんだよ」

　胸に手を当て──僕は彼女に話す。

「霧きり香かといた頃僕は──強く自分を否定していたんだって。こんな自分であってはいけない、一刻も早く別の誰かにならなきゃって、自分自身を追い詰めていたんだって」

　──あの頃、僕を駆動しているのはそれだった。

　自己批判、自己否定。

　とにかく、自分を卑下する強い感情。

　そんなものにせき立てられて──僕は霧きり香かから、振る舞い方を教わっていた。

　必死に、別の人間になろうとしていた。

　そして、

「それが──どうしても苦しかったんだ。するべきこと、やらなきゃいけないことなのに……耐えがたいほどに、悲しかったんだ」

　到底、それを口には出せなかった。

　霧きり香かに申し訳ない気持ちもあったし、口に出してはいけないんだと思い込んでいた。

「けれど──」

　言って、僕は秋あき玻はの方を見る。

　さっきから、不安げにこちらを見ている秋あき玻は。

「──今は、僕を認めてくれる人がいる。こんな僕を、好きだって言ってくれる人がいるんだ」

　本人には申し訳ないけれど──そこに秋あき玻はがいるだけで。

　大切な彼女がいるというだけで、胸に温かいものが宿るのをはっきりと感じる。

　いや、秋あき玻はだけじゃない。春はる珂かだってそうだ。

　僕のために涙を流し、受け入れられない好意をひたすらにぶつけてくれる彼女。

「だから僕は──その人が好きだって言ってくれた、僕でありたいと思う」

　はっきりと、僕は目の前の霧きり香かにそう告げた。

「霧きり香かといた頃の自分には──戻れないよ」

　──じっと、僕を見つめている霧きり香か。

　彼女らしくもない、気弱そうなすがるようなその表情。

　けれど──、




「……あ～あ、つまんないの～」




　──その声と同時に。

　表情が──くるりと入れ替わる。

　いたずらな瞳、余裕のある笑み、本心の読めないその表情──。

　そこにいるのは、もうさっきまでの失敗に落ち込む少女ではなく……いつもどおり、その言葉と態度で周囲をけむに巻く、庄しよう司じ霧きり香かその人だった。

　その突然の変化に、ぽかんと声も出せないでいると……彼女は相変わらずの軽い声色で、

「結構わたし、がんばったんですけどねー。力の差見せつけたり、矢や野の先輩を追い詰めたりしてー。しかも……今日はあんな秘策まで用意したのに～」

「……秘策？」

　その言葉に、引っかかりを覚えた。

「何だよ、秘策って」

「……ああ、まだ気づいてないんですか～？」

　そして霧きり香かは、挑むような表情でニヤリと笑い、

「……ねえ、矢や野の先輩？」

「な、何だよ……？」

「本当にわたしが──パンフとサイトに開催場所書き漏らすような、ミスをすると思いますか？」

「……え？」

「本当にあんな、超初歩的でどうしようもないミスを……このわたしがすると思いますか？」

　……じわじわと、言葉の意味が頭に浸透していく。

　タオルにしみこむ水のような速度で、霧きり香かの声が脳に収まっていく。

　そして、彼女の意図をようやく理解した、その瞬間。

「……噓うそ、だろ？」

　──背筋が凍りついた。

　……わざと、だったのか？

　霧きり香かは僕を追い詰めるために、わざと開催場所を書かなかったのか……？

　一歩間違えれば、本当に閑散とした会場で共同ステージを開催することになる、というリスクまで背負った上で……。

　──理解できなかった。

　そんな危険を冒してまで、僕のあり方に執着する霧きり香かが、理解できなかった。

　身体からだを走る寒気に、声も出せなくなる。

「……まあ、とはいえ今回はわたしの負けですよー。悔しいなあ。恋の力には叶かなわなかったですねー。こんなことなら、わたしも矢や野の先輩に告っておけばよかった～」

　こんな場面でさえそんなジョークを飛ばす霧きり香かに、

「……そういうのは、技術でやるもんじゃないだろ」

　僕はぎくしゃくと、そう返すことしかできない。

「案外本気かもですよー？　実は毎日過ごすうちに矢や野の先輩を好きになっちゃってー、受験が終わったら告白するつもりだったとか～」

「……だから、冗談はよしてくれって」

「あははー。じゃあ、冗談ってことにしておいてあげます。けど、一個だけ指摘があります」

「……なんだよ？」

　尋ねると、霧きり香かはその顔から笑みを消し。

　はっきりとした声で──僕にこう言う。




「矢や野の先輩は──楽しかったはずです」




「……何が、だよ？」

「キャラを作って、人と接するのが。サプライズを実行するため、明るい自分を演じているのが。そして──わたしと一緒にいた、あの頃が」

　──心臓が跳ねた。

　隠していたいたずらが見つかったような、企たくらみが指摘されたような動揺。

「矢や野の先輩、それが不幸だったみたいに言ってましたけど、確かにそれも本心かもしれないですけど……それだけじゃない。矢や野の先輩は、あの頃──絶対に、楽しかったはずです」

　そして──霧きり香かはほほえむ。

　見るもの全てを恋に落としそうな、可か憐れんな笑みで。

「そのことは……絶対に忘れないでください」

　彼女はそれだけ言うと、「では、お疲れ様でした」ときびすを返し僕の元を去っていった。

　遠ざかっていく、彼女の背中。

　ほんの小さく、彼女のひとりごとが聞こえた気がした、




「……居場所なんて、見つけなくていいのに」
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　──矢や野のくんと話し終えた庄しよう司じさんがこちらに来るのに気づいて、わたしは身を固くする。

　何があったのだろう。

　何を言われるのだろう。

　矢や野のくんの表情を考えれば──きっと、穏やかでないことを言われるはず。

　けれど、未まだ熱気のさめやらない舞台裏で。わたしの前に立った彼女は、あくまで柔らかい表情で、

「……お疲れ様でした、秋あき玻は先輩」

　丁寧にそう言って、わたしに頭を下げてみせた。

「う、うん……お疲れ様でした」

「……あはは～、そんなに身構えないでくださいよ～。一緒に実行委員やってきた仲なんですから～」

「そ、そうね……。ごめんなさい」

「んもう、謝らないでくださいって」

　そう言って、ひらひらと手を振ってみせる庄しよう司じさん。

　そして彼女は、

「むしろあのー、こっちこそ色々ひっかきまわしてごめんなさい。この一ヶ月、迷惑かけたと思います。わたしのこと、正直苦手でしょうー？　でも、わたしは秋あき玻は先輩のこと、好きですよ～」

　なぜだろう……その言葉は、素直に本心なのだと思えた。

　わたしは相変わらず、この子が苦手だ。

　つかみ所がないところも、何を考えているのかわからないところも……矢や野のくんを悩ませるところも、好きになれない。

　けれど、この子がわたしに向けてくれている感情は、確かに好意で……わたしはそれを、妙にうれしく思う。

「……ありがとう」

　反射的に、笑みをこぼしてしまった。

　この子の前で本心から笑うのは、初めてかもしれない。

　──そんな風に思っていたから。

　少しだけ、彼女に心を開いてしまっていたから──。

「だからこそ──一つ忠告です」

　わたしは、彼女が去り際に、耳元で囁ささやいた言葉に──どうしようもなく動揺してしまう。

「──なし崩し的にこのまま最後までは、ダメでしょ」
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「……本当に、大丈夫なの？」

　──お説教とも言えない短い話が終わって職員室を出るときも、千ち代よ田だ先生は酷ひどく心配そうに僕を見上げていた。

「ずいぶん、様子がおかしいわよ……？　体調が悪いのなら、わたし、送っていくけど……」

「……いえ、大丈夫です」

　口先だけでそう言って、祭りの余韻が残る薄暗い廊下で僕は首を振った。

「秋あき玻はも待ってますし……早く、迎えに行きたいんで……」

　──皆が打ち上げでカラオケに向かう中、千ち代よ田だ先生が僕にしたのは表面的な注意だけだった。

　曰いわく、君がああするくらいなのだから何か事情があるのはわかる。本当にのっぴきならない状況だったのだと思う。

　けれど、担任という立場上、学校という組織に属する以上、注意しなければならない。

　これからは、絶対あんなことはしないように。

　けれど──それを聞く僕は上の空で。先生の声は怒り口調から、徐々に気遣わしげな口調に変わっていった。

「……疲れでも溜たまってるの？　家に帰ったら、ゆっくり休みなさいね……」

「ありがとうございます……。じゃあ、さよなら……」

「さよなら……」

　小さく頭を下げ、職員室をあとにした。

　教室の飾り付けがそのまま残り、闇に沈んでいる殺風景な廊下。

　カラフルな色合いと静けさの落差のせいか、普段の廊下の方がまだ親しみを持てるような気がした。




『矢や野の先輩は──楽しかったはずです』




『キャラを作って、人と接するのが。サプライズを実行するため、明るい自分を演じているのが。そして──わたしと一緒にいた、あの頃が』




　霧きり香かに指摘された言葉が、頭をめぐり続けていた。

　苦痛でしかないはずだった、罪悪感しか感じていないはずだった「キャラ作り」。

　それが楽しいなんて──ありえない指摘だ。

　ありえないはずなんだ──。

　──けれど。




『こんにちは。二年四組文化祭実行委員の、矢や野の四し季きです。今現在の時刻をもって、少しの時間──放送をジャックさせていただきます！』




『──というわけで！　今年の共同ステージは以上となります！　みなさん最後までありがとうございました！』




　あのときの僕は、どう感じていた？

　苦痛を必死でこらえていた？　罪悪感になんとか耐えていた？

　──本当に？




　本当は……高揚していたんじゃないか？




　僕の言葉が、周囲を大きく変えることに。

　沢山の人を、笑顔にすることに。

　自分の力で──全てを成功に導くことに。




　そしてそれを──僕は、楽しいと思っていたんじゃないか。




　──罪悪感を覚えるのも、決して噓うそではない。

　自己嫌けん悪おに陥るのも、秋あき玻はや春はる珂かの必要としてくれた僕でありたいのも、本心だ。

　──本心、なのだと思う。




　じゃあなぜ──僕はあんな、矛盾したことを感じたのだろう。

　作ることに、幸福を感じてしまったのだろう──。




　もう、自分がわからなくなってしまっていた。

　どう思っているのが本当で、どう思っているのが思い込みなのかもわからない。

　ただ僕は、抜け出ることのできない悪夢を見ているような気分で廊下を歩いていた。

　──だから、

「──お疲れ様、矢や野のくん」

　二年四組の教室前で、僕を待ってくれていた秋あき玻はの笑顔に、救われたような気分になる。

「どうだった？　結構怒られた？」

「……いや、そうでもなかったよ」

　彼女と並んで歩き出しながら、僕は彼女に笑い返した。

「あの人、僕に甘いところがあるからなあ……」

「そうだよねえ……」

　楽しげに、口元に手を当てる秋あき玻は。

　この子の存在が──今の僕にとって、大切な基準点になる気がしていた。

　自分だけでは、どうしたって自分を観測できない。

　だからこそ、秋あき玻はがいることで──誰よりも大切な恋人がいることで、僕は僕の存在を確かなものにできる気がしていた。

「……ねえ、矢や野のくん？」

　秋あき玻はは──けれど、そんな僕の顔を覗のぞき込こみ、

「少し、話があるんだけど──」





＊






　矢や野のくんの隣を歩きながら──わたしは妙に、心が軽いのを実感していた。

　こうしているだけで足取りが弾む。自然と頰が上がってしまう。

　気を抜いたら、鼻歌でも歌い出してしまいそうな気分だ──。

　──罪悪感がなくなるのは、久しぶりのことだった。

　矢や野のくんと出会ってから？

　三角関係に気づいたときから？

　春はる珂かが消えるとわかってから？

　……ううん。きっとそうじゃない。

　そのどれよりも前、春はる珂かがわたしの中に生まれたそのときからずっと──わたしは罪を感じながら生きてきた。

　わたしのせいで、春はる珂かに申し訳ない。

　わたしばかり、春はる珂かに申し訳ない。

　わたしのために、春はる珂かに申し訳ない。

　けれど──彼女が。庄しよう司じさんの言葉が、そんな気持ちを振り払う、「たった一つの方法」をわたしに教えてくれた。




『──なし崩し的にこのまま最後までは、ダメでしょ』




　結局、わたしは怖かったのだ。やっと手に入れられた幸せを手放してしまうのが。

　散々苦しい思いをして手に入れた幸福を──いびつなものだと認めてしまうのが。

　もちろん、寂しさはある。苦しいと思う。きっとわたしは、このあと一人で泣いてしまう。

　けれど──それでもいいと思う。

　そうしようと思う。

　遠回りだとしても、それがきっと……わたしたちの距離を縮める、唯一の道のりなのだから。

「……ねえ、矢や野のくん？」

　わたしは、愛おしい彼の名前を呼ぶ。

「少し、話があるんだけど」

「……なんだよ？」

　小さく笑みを浮かべ、わたしを見る矢や野のくん。

　心の中で『ごめんね……』とつぶやいてから──。

　わたしは──晴れやかな気持ちで、決意を彼に伝えた。




「──別れよう？」




　矢や野のくんが──呆ほうけたように立ち止まる。

　驚いている、というよりも、ただただ言葉の意味を飲み込めない様子の彼──。

　けれど、これ以上の説明はできそうにない。もうすぐ、春はる珂かと入れ替わる時間なのだ。

　だからわたしは──このあとのことを彼女に託す。

[image: ]

　きっと、あの子なら理解してくれる。

　メッセージだって、胸に抱いた日記帳に。春はる珂かの告白の日から止まってしまっていた交換日記に、きちんと綴つづってあるのだ──。










　──春はる珂か。ちゃんと矢や野のくんを取り合おう。







あとがき




　お久しぶりです、岬鷺宮です。

　ちょっとお待たせしてしまいましたが『三角の距離は限りないゼロ３』でした。お楽しみいただけましたでしょうか。

　ずっと書いてみたかった文化祭回。矢野も秋玻も春珂も動き回ってくれて、書いていてとても楽しい巻でした。自分自身は高校時代、比較的地味に文化祭をやりすごしてしまったのでね……その灰色の思い出を浄化できた気がしますね……。まあ、矢野自身にとっては、なかなか大変な文化祭にもなったわけでもありますが、幸せな思いもしているのだからこれくらいは許しておくれ。

　さて、発表からはもうだいぶ経ってしまいましたが、皆様の応援のおかげで『三角の距離は限りないゼロ』は、『このライトノベルがすごい！　２０１９』の文庫部門新作３位、総合８位にランクインいたしました。

　さらに、森野カスミさんによるコミカライズが、月刊コミックアライブにて四月から本連載スタートとなりました。

　経験のないありがたいニュースの連続に、未だにちょっと夢を見ているような気分です。本当に本当にありがとうございます……。

　うれしいことが起こる度「どうすれば読者の方に恩返しできるんだろう……」と悩んでしまうのですが、毎回「良い作品を書く以上の恩返しは存在しない」という結論にたどり着き、気持ちが引き締まるばかりです。

　ちなみに、お読みいただいた方はおわかりかと思いますが、ここからも『三角の距離は限りないゼロ』は続きます。

　以前どこかで書いたとおり、このお話の結末は最初から決めてあって、一巻を出した頃は「三巻終わりですかね」なんて担当編集氏とも話していました。けれど、予想外のご好評を頂き、そのたびに「この状況で、一番物語に対して誠実な選択はなんだろう」と考えているうちに、少しずつ当初の計画より巻数が伸びていきました。

　世の中に於いてエンタメのあり方が大きく変わっていく中、想定よりも長い時間、矢野、秋玻、春珂とお付き合いいただけてうれしい限りです。じっくりと彼らの気持ちを描く機会をもらえたこと、とても感謝しています。これからも、精一杯悩んで生きる彼らをどうかよろしくお願いしますね。

（もちろん、無駄な引き延ばしや話の水増しは絶対しませんから！）

　それではまた、次巻お会いしましょう！　三角関係は続く！　どうぞお楽しみに！





岬　鷺宮　
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